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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　一花　暗中の常宮






　千せん樹じゆが、綾あや峰みねと共に曉あかつき宮のみやの裏門を出たのを見届けると、刀とう火かは寝しん殿でんに戻もどった。脇きよう息そくを引き寄せて座ると、扇おうぎを手にする。

　──そろそろか。

　扇を優ゆう雅がに指先で弄もてあそびながら、刀火は口元に微び笑しようを作った。肩かたの傷の痛みも、千樹の身を案じる焦あせりも微笑に隠かくし、やって来る者たちを迎むかえ撃うつ準備を整える。

　──千樹のことは今は考えまい。綾峰が、なんとかするだろう。それこそ命がけで姫ひめ君ぎみを守るはず。それを信じよう。

　暫しばらくすると複数の足音が、曉宮の正門へ押し寄せてきた。門前で言い争う声がする。

「中に入れろ」と騒さわいでいるのは、雅まさ近ちかの声だ。そして「いきなり衛え士じが踏ふみこむのは、無礼だ」と、押しとどめている声は、雅近とそっくりではあるが、雅近よりも落ち着きがある、頼より近ちかの声だろう。

　高たか月つき兄弟の押し問答は、ほんのわずかだった。

　雅近が強ごう引いんに頼近を押し切ったらしく、衛士と共に、寝殿前の庭に駆かけ込んできた。彼は引き連れてきた衛士に、庭に控ひかえよと命じた。そして衛士の中でも特に屈くつ強きような二人だけを伴ともない、一直線に東の対たいの屋やへ向かう。

　それを追うように、頼近が庭に姿を現した。寝殿の階きざはしを上ると、刀火の前にやって来て頭こうべを垂れる。

「曉宮様。雅近の侵しん入にゆうを許しました、申し訳ありません」

「もうよい。千樹は逃にげた」

「本当ですか？　何ど処こへ」

　顔をあげた頼近は安あん堵どの表情になる。刀火は微笑で答えた。

「知らぬ」

「御ご存ぞん知じないとは、どうしてですか？」

「綾峰に任せた。綾峰がどうするかは、わからない」

「失礼ながら綾峰様だけで大だい丈じよう夫ぶでしょうか？　九く反たんをお貸しします。九反は法術を操あやつりますから、手助けになるはずです」

「必要ない」

「姫君のことを心配しているのは、わたしも同様です。姫君には、上かみ北のほく国こくの封ふう印いんをして頂かなくてはならないのです。もし捕つかまるようなことがあれば」

「心配ない。おまえの助けは、必要ない。綾峰に任せたのだ」

　会話を打ち切るように言うと、刀火は頼近から目をそらす。頼近は不安と不満がない交ぜになった表情で、唇くちびるを嚙かむ。

　雅近が渡わた殿どのを伝って、東の対屋から西の対屋へ移動している気配がした。東の対屋がもぬけの殻からなのを知ったのだろう。

　西の対屋からは、彩さい遊ゆうと純じゆん鉄てつの驚おどろく声があがった。

　雅近はすぐに、そこにも千樹の姿がないことを知ったらしい。背後に衛士二人を引き連れ、焦った表情で寝殿の簀すの子この方へまわってきた。

「曉宮様！　千樹姫ひめはどこですか!?」

　雅近が簀子に膝ひざをつくと、彼の背後に、二人の衛士も膝をつき頭を垂れた。

　刀火は扇を弄んでいた指を止め、不ふ愉ゆ快かいな表情を作る。

「衛士など引き連れて、何事だ雅近？　千樹がどうした？　東の対屋にいないか？」

　雅近は歯がみすると、背後の衛士二人に命じた。

「逃げられたようだ。急ぎ、追え。衛え士じ府ふの頭かみに、至急、御お渡わたり橋ばしを封ふうじるようにと知らせろ」

　衛士二人が頷うなずき、立ちあがって階を下りる。雅近も立ちあがろうとするのを、刀火は鋭するどく制した。

「待て雅近！　これはなんの騒ぎだ！　説明しろ」

　足を止めてふり返った雅近は、自分がなんの説明もなく踏みこんで来たことに、ようやく気がついたらしい。鋭い目をしたまま、刀火と頼近の近くへ来ると膝をつく。

「頼近。宮様にご説明していないのか？」

「わたしはおまえが来るまでは、曉宮に上がっていない。今、宮様に対面したばかりだ。なにも説明申しあげる暇ひまはなかった」

「千樹姫の姿は見ていないか？」

「おまえの後から宮に入った。当然、見ていない」

　巧たくみに言い逃のがれる頼近の言葉を、雅近は疑う余よ裕ゆうがないのか信じたようで、悔くやしげに呻うめく。

「姫君は、衛士の気配を察して逃げたのか？　それならば御渡橋を封じれば、捕まえられる。だが、もし昨夜のうちに逃げていたら、簡単には見つけられない」

　眉まゆをひそめて思案する雅近に、命じた。

「説明せよ、雅近。わたしには、なんのことかわからない」

「宮様、実は千樹姫が……」

　そこまで口にして、雅近はふとなにかに気がついたような顔になると、目を見開き、刀火の姿をまじまじと見つめる。

「そういえば……宮様は、なにも異変はありませんか？　宮様の中にある魔ま王おうの種は、騒いでいませんか」

「騒いでいたら、おまえも頼近も、今いま頃ごろは首だけになっている。なにが言いたい？」

「昨夜、春しゆん鬼きが都に出現したらしいのです」

「春鬼？　馬ば鹿かな」

　刀火は鼻で笑う。

「本当に春鬼が出現していたならば、わたしの中にある魔王の種が、騒がぬはずはない」

「しかし目もく撃げきした衛士が多数おり、殺された衛士もいる。春鬼はまだ、宮様をそそのかそうとしていないだけでは？　気配を殺し、宮様から距きよ離りを取っている可能性は？」

「なにを言っている、雅近。そもそも桜の屛びよう風ぶ絵えは封じられている。春鬼が、この世に這はい出す心配はない」

「千樹姫が出現させたようです。柚ゆず葉のはが昨夜、千樹姫が春鬼を描えがき、それが具現したのを目撃したと、上じよう主しゆ様の御ご前ぜんで証言しました」

「それこそ、馬鹿馬鹿しい。それならば、ここに柚葉を呼べ。わたしが詮せん議ぎする。なぜそのような虚きよ言げんを弄ろうするのかと」

「虚言でもなんでも、構いません。詮議もしてくださって結構です。もしそれが柚葉の虚言であっても、とりあえず千樹姫を捕ほ縛ばくしないことには、俺は落ち着いていられません！」

　思わずのように、雅近は、平手で強く床ゆかを叩たたく。

「俺は、姫君の危あやうさに気がついてから、ずっと不安だったのです。しかし宮様が、確証のない不安と仰おつしやるから手を打たなかった。しかし姫君が冬とう鬼きに狙ねらわれ、我々の不安は事実だろうと確信した途と端たんに、こんな騒そう動どうだ！　千樹姫が本当に鬼を具現したのか、していないのか、事実など今はどうでもいいのです！　俺はまず、姫君を捕縛します！　詮議はそれからです！」

「雅近、さっきも言ったが、それは性急に過ぎる」

　頼近が強く肩を摑つかむと、雅近はそれを邪じや険けんに振ふり払はらって立ちあがる。

「悠ゆう長ちように構えていたら、宮様が取り返しのつかないことになる。もし本当に春鬼が出現していたならば、宮様はこれからどうなるか。そうなったら、……俺は千樹姫を、即そつ刻こく斬きり捨ててやる。春鬼を出現させていないにしろ、こんな疑いや騒動が持ち上がるのならば、それだけでも放置は出来ない」

「疑いだけで、千樹を捕縛するのか」

　刀火も立ちあがり、興奮する雅近の二の腕うでを摑む。

「それはならない。わたしが命じる。千樹を捕縛することはならない」

「宮様のご命令でも、きけませぬ。これは上主様が直々に、俺に命じられたことです」

「雅近！　おまえの主人は誰だれだ!?」

「曉宮様です。なればこそ、です。俺は姫君を捕まえなくては、あなた様の臣下として、安心出来ない」

　呪のろうような低い声で雅近は答えると、刀火の手を振りきり階を下りた。

　雅近は衛士たちを引き連れ、曉宮から出て行った。おそらく彼はこれから、衛え門もん府ふの頭かみとはかり、逃とう亡ぼうした千樹の追つい跡せきを開始するはずだ。

　庭を去って行く衛え士じたちの姿を、刀火は苦々しさを嚙み殺しながら目で追う。

　──千樹の捕縛が、父上主の命なのが厄やつ介かい。父上主に、心配無用と申し上げるか？

　しかし刀火の懇こん願がんだけで、千樹捕縛の命が中止される可能性は低い。

　──わたしが千樹に疑いがないという根こん拠きよは、わたしの中の魔王の種が騒さわいでいない、ということのみ。一方春鬼の出現は、多数の衛士が目撃し、被ひ害がい者しやも出ている。しかも柚葉の証言がある。

　どう考えても、分が悪い。

　多数の目撃者があるので、春鬼が出現したという証しよう拠この方が強固だ。

　そして千樹が、賢けん夕ゆうの事件の際に、賢夕と溶とけあった鬼を具現させたのも、多くの衛士が目撃した。千樹が春鬼の出現に関かかわっているのではないかと、疑われて当然だ。

　頼近は立ちあがり、刀火に一礼した。

「宮様。わたしは雅近と共に行動します。不ふ穏おんな動きがあれば、またお知らせします」

「頼近。千樹の危機を知らせたこと、礼を言う」

「当然のことです。わたしは、黙だまっていられなかっただけです。ただ……姫ひめ君ぎみをお助けするのに、九反を」

「さっきも言った。それは必要ない。行け」

　命じると、頼近は軽く頭をさげて、雅近の後を追うように出て行った。

　刀火は痛む肩かたの傷を押さえると、その場に座り深い息をつく。

　──誰が、千樹をこのような罠わなにかける必要がある？

　罠をしかけたのは、誰だろうか。

　ずっと千樹を危険視していた、雅近の罠か。

　もしくは同様の危き惧ぐを抱いだいていた、幻げん繕ぜんか。

　あるいは千樹の危機を知らせてはくれたが、突とつ然ぜん、刀火たちの前に出現した頼近か。

　その従者の九反か。

　いずれにせよ、千樹を守るために信用出来る者は、綾峰一人しかいない。

「曉宮様」

　恐おそる恐おそるという感じの声が、刀火を呼んだ。

　ふり返ると、簀子を巡めぐって純鉄がこちらに向かって来る。

　小こ柄がらな純鉄の背中にすがりつくようにして、怯おびえながらも一いつ緒しよにやって来るのは彩遊だ。

　どうも彩遊は、刀火が苦手らしい。極力、刀火の目に触ふれないように振る舞まっているのだが、こんな格好でやって来れば、かえって目立つ。

　純鉄は刀火の近くまで来ると、その場に膝をつく。彩遊も純鉄にすがりつきながら、へにゃりと座った。

「も、申し訳ありません。曉宮様。今、高月様が西の対たいの屋やへおいでになって。あいつを、千樹を捕縛するのだと。あいつが春鬼を描いて具現させたからなのだと。けれど曉宮様、あいつはそんなことを、していません。昨夜ゆうべからずっと俺たちは、あいつの様子を気にかけていましたから。そんな大事になっていれば、気がつくはずで……」

　緊きん張ちようしながらも、純鉄は切々と、千樹の無実を訴うつたえようとしていた。その真しん剣けんな眼まな差ざしと、必死に言葉を選ぶ姿に、刀火は心強いものを感じた。

　──そうか。ここに信用出来る者がいたな、二人。

　刀や法術が使えるわけではないが、この二人は、千樹を守ることに関しては信しん頼らい出来る。

「……血の」

　刀火の存在にびくつきながら、純鉄にすがりついて座っていた彩遊だったが、ふっと、なにかに気がついたらしい。顔をあげて眉をひそめた。そしてずいと純鉄の背後から顔を出して、くんくんと鼻を動かす。

「血の臭においがいたします。あの、失礼いたします」

　言うやいなや、彩遊は今までびくついていたのはどこへやら、刀火の傍かたわらに膝ひざを進める。そして刀火の右手首を摑むと、眉が吊つり上がる。

「出血しておられる！　大変だ、純鉄君！　晒さらしと薬を持っておいで、早く！」

　言われて気がついたが、昨夜、肩の傷口が開いてから、刀火はそれを手当てもせずに放置していたのだ。傷が痛いわけだ。

　純鉄が飛びあがって、西の対屋へ薬を取りに走っていくと、刀火は微笑した。

「鼻がきくな、彩遊」

「こんなに出血していれば誰でも……」

　と言いかけたが、彩遊はそこで我に返ったらしく、青ざめる。

「も、もももも、申し訳ありません。曉宮様。つい、お手に触れ、触れれれ」

　いきなりぶるぶると手が震ふるえるので、刀火はできるだけ静かに、優やさしく告げた。

「構わない、彩遊。礼を言う」

　すると彩遊は、ぼやける目を瞬しばたたき、顔をあげる。

「彩遊。わたしは、千樹が春鬼を具現させたとは思っていない。これは罠だ。わたしは、千樹を守りたい。千樹はわたしの……守るべき臣下だ」

「曉宮様」

　彩遊がぽかんと口を開ける。なんともだらしない顔だが、信頼だけは出来そうな顔だった。

「穏おだやかであらせられるのぉ、宮よ」

　庭の方から、幻繕の声がした。幻繕が正せい宮ぐうの方向から姿を現し、庭を横切って、ひょこひょこ寝しん殿でんへ近づいてくる。

「彩遊殿どのにお手を取られ、そうやって見つめ合っていると、なんとも言えぬのぉ。彩遊殿、宮を口説いておられるか？」

「滅めつ相そうもない！」

　彩遊は刀火の手を離はなすと飛びあがり、慌あわててその場にひれ伏ふす。

「そのような不ふ埒らちな考えは、けして！」

「いや。冗じよう談だんじゃ、冗談」

　階きざはしを上ってくると、幻繕は彩遊の肩をぽんぽんと叩たたいて、その場に膝をつく。そしてじっと刀火の瞳ひとみを覗のぞきこむ。

「なんだ、御ご法ほう？　雅近と同様の用件か？　千樹ならば、わたしの知らぬうちに姿を消した。雅近が、衛門府頭とともに行方ゆくえを追うと、はりきって出て行った」

「おお、その顚てん末まつならばさっき行き逢あった衛士に聞いたわ。わしは、本当に宮に異変がないか、確かめに来たのみじゃ。確かに、異変はないらしいの」

「わたしに異変がないのに、春鬼が出現した話を信じるのか？　御法」

「そこじゃて。宮の近くに、春鬼が近寄っていないためやもしれぬ」

「春鬼が出現したなら、なぜわたしを放っておく。あれほど、わたしに執しゆう着ちやくしていたものを」

「さて、のぉ」

　幻繕は肩をすくめ、立ちあがる。

「いずれにせよ、千樹姫ひめを捜さがし出し、話を聞かねばなるまい」

「御法まで、千樹を疑うか？」

「しかたなかろう。我々は、ずっとこのことを危惧しておった。柚葉の証言。そして永なが冶やで斬きり殺された衛士と、それを目もく撃げきした衛士たち。数人の証言があるからには、まずは疑わねばならん」

「わたしは、春鬼の出現を信じない。そして千樹がなにかをしたとも、思わない」

　幻繕はなぜか、子供を愛いとおしむ親のように、あるいは哀あわれむように目を細めた。

「宮は、そうであろうな」

　それだけ言うと、立ちあがった。そして、

「じゃが、わしは疑う」

　肩越ごしにそれだけ言うと、階を下りた。

　歩み去るその背中には決然としたものがあり、それを感じた刀火は軽く唇くちびるを嚙かむ。

　幻繕は、国を守るために上主に仕える法術士だ。国を安定させるために必要であれば、誰だれに対してでも容よう赦しやしない。刀火に対してさえも、魔ま王おうの種が目覚めれば首を刎はねるという老人だ。

　危険な能力を身につけ、そしてそれを振ふるった者に対してならば、なおさら容赦はないはず。たとえ確証がなくとも、その気配があったというだけで、何をしないとも限らない。

「彩遊」

　ひれ伏す彩遊を、刀火は静かに呼んだ。

　そろりと顔をあげた彩遊に、続けて言う。

「聞いてのとおりだ。皆みなが、千樹を追う。この分では確証がなくとも、千樹を見つけ次し第だい捕ほ縛ばく、あるいは殺そうとするやもしれない」

「そんな！　なんで、あの子がそんな目に」

　彩遊は言葉に詰つまったらしく、そこから声が出ない。衝しよう撃げきを受けた彩遊を宥なだめ、勇気づけるように刀火は声を厳しくした。

「いいか、彩遊。わたしが、この罠を仕し掛かけた者を探さぐり出す。これは誰が仕掛けた罠なのか、わからない。誰も信頼出来ない。だがおまえと、純鉄、あとは綾峰だけは信頼出来る。だからおまえたちにも、手助けを頼たのむ」

　刀火の言葉を無言で受け止めた彩遊の表情が、つっと引き締しまった。決意が表れる。日だまりのような温和な雰ふん囲い気きは変わらないが、その表情には、普ふ段だんの彼にはありえない緊きん張ちよう感かんがある。

　千樹の表情に似ていると思った。筆を手に取ったとき、千樹はこんな顔をする。

　彩遊は強く頷うなずく。

「わかりました。曉宮様。わたしも純鉄君も、力を尽つくします」




　　　　○




　綾峰の操あやつる馬に乗せられ、千樹は朝の静せい寂じやくと光をかき乱すようにして、都みやこ大おお路じを南に駆かけ抜ぬけた。

　千樹を両りよう腕うでの間に守るようにして、綾峰は、できる限り速く馬を走らせている。

　永冶の都を外れたと思うと、彼はいきなり方向を変えて、進路を北に取った。引き返すのかと思いきや、永冶の都を外れた。

　一いつ旦たん、真南に下ったのに、都をさけて、今度は北へとって返したのだ。

　綾峰が都の大路を駆け抜けて南下したのは、わざと目撃者を作るためらしかった。南へ逃にげたと思わせておいて、永冶を出た途と端たんに、逆方向の北へ逃げ込む算段だ。

　都の北側には、険しい山が連なっている。

　綾峰はその山さん麓ろくへ向けて馬を走らせているらしい。

　北山とよばれる山脈の影かげは、季節によって都を覆おおう。その様がまるで、永冶の都を大きく抱だいて守ろうとするかのように見える。それは山脈の最も高い峰みねの中腹に、二大祖神を祀まつる神しん殿でんがあるからかもしれない。北山は、懐ふところの深い神域でもある。

　まるで凍こごえているかのように身を縮めて、千樹は馬の激しい揺ゆれに耐たえていた。

　なにがなんだか、よくわからなかった。

「どうして、わたしが春鬼を描いたなんてことになっているんですか？　しかも柚葉が、それを証言したなんて……」

　呟つぶやくと、綾峰は、自分もわからないというように首を振った。

「詳くわしくは、わたしも知りません。姫君への捕縛命令が下ったと、頼近が知らせてくれたので。その場では、なにがあったか詳しよう細さいに聞く暇ひまはありませんでした」

「頼近様が？」

「罪の確証のない者を、容易に捕縛させたくないと、手を貸してくれたようです」

　苦く悩のうと苦難の中で成長したであろう頼近は、いわれなく追われる者の苦痛を知っているのだろう。

　信じられないのは、柚葉だ。

　柚葉が、そんな証言をするとは絶対に思えない。もし証言したというなら、それは柚葉の偽にせ者ものか、あるい柚葉が正気ではなかったかだ。

　とにかく、昨夜からたくさんのことがありすぎて、思考がまともに働かない。

　芽め吹ぶきはじめた広葉樹の森を抜け、馬は緩ゆるやかな斜しや面めんが続く山道を登った。

　太陽が山の頂上近い高い位置に来ると、綾峰がようやく深い息をつき、緊きん張ちようを解いた。

「千樹姫。もうすぐ、到とう着ちやくしますから」

　到着と言われても、千樹は、綾峰がどこへ向かおうとしているのか知らなかった。顔をあげてふり返ると、綾峰が前方を指さす。

「ほら、あそこです」

　前方に目をやると、周囲の木々に押し包まれるようにして建つ、茅かや葺ぶきの門が見えた。

　こぢんまりした構えの屋や敷しきだ。しかも長い間、誰も近寄らなかったのか、門前の草は馬の膝ひざ近くまで茂しげっている。自分たちが通ってきた道をふり返ってみても、確かに道があるとは言えないほどの、獣けもの道みちを辿たどってきたのだとわかった。

「ここは？」

「先々代の上主様の、弟御み子この別べつ邸ていです。八やつ束つか姫という姫ひめ君ぎみと、ここで生しよう涯がいを終えたという」

　確か、千樹が刀火の仮かり妻づまに収まるか否いなかで揉もめたときに、聞いた話だ。

　先々代の上主の仮妻候補の姫君を奪うばった罪で、生しよう涯がい別べつ邸ていから出ることを許されなかったという、御子がいた。そしてその相手が八束姫という浮うわ気き者の姫君だったと。

「縁えん起ぎが悪いというので、誰も使う者がいなくなり。さらに先々代の時代のことなので、この場所の正確な位置を知っている者も、ほとんどいないはずです」

「なんで綾峰様は、こんな場所を御ご存ぞん知じなんですか？」

　不思議に思って問うと、綾峰は頰ほおを染めて千樹から視線をそらす。

「その……あなたを、彩遊の屋敷へお迎むかえに行くときに……。もし兄君の怒いかりに触ふれたら、あなたを連れて逃げ込む場所を確保しようと、古文書をあさって、この場所を探し当てました」

　千樹は目を瞬しばたたく。なんと後ろ向きに、用よう意い周しゆう到とうなのか。

　──しかもそんな、馬ば鹿か正直に答えなくても。

　とんでもなく恥はずかしそうにしながらも、千樹の問いには正直に答えてくれるその様子がおかしくて、可か愛わいくて、思わず吹ふき出す。

　すると綾峰はさらに頰を赤くしたが、それでも表情が柔やわらかくなる。彼も、すこし緊張がほぐれたようだ。

「良かった。笑ってくれた」

「すみません。いえ、笑うつもりは。ただ、正直に打ちあけてくださるのが、嬉うれしくて」

「いいんです、あなたが笑ってくれたなら」

　綾峰は馬を進め、門を潜くぐった。

　馬が踏ふみこむと、草の中から小さな虫たちが慌あわてて飛び出し、跳ねていく。

　建物の前で馬を下りると、綾峰は枯かれ葉が降り積もっている階きざはしを上って、閉じられている蔀しとみを開きはじめた。千樹も馬を下り、階を上って簀すの子こに立った。

　ほんのすこしだけ、気持ちが落ち着いたようだった。

　大混乱していたのに、綾峰と笑いあったことで、悪夢の中から日常が顔を出してくれたような気がする。簀子は、砂と枯れ葉が吹きこんでいて、足の裏がざらざらする。

　欄らん干かんに手をついて、馬が雑草を食はむ様子を眺ながめる。

　──わたしには、とんでもない嫌けん疑ぎがかかっている。

　春鬼が都に出現し、それを出現させたのが千樹であると疑われている。

　そんな嫌疑で捕縛されてしまったら、とんでもないことになりそうだ。いくら無実だと声をあげても、千樹には、無実を証明する方法がない。

　こうやって落ち着いていられるのは、ひとえに、刀火と綾峰が手助けしてくれたからだ。

　刀火は、千樹のことをまったく疑っていない様子だった。千樹の言い訳など聞く前に、彼は千樹を無実と信じ、逃がしてくれた。

　──あの人は、わたしを疑ってない。だから逃がしてくれた。わたしがまだ、自分の臣下だと言ってくれた、……嬉しかった。でもあのときは……あのとき……あれはっ!?

　そのときのことを思い出した途端に、耳が熱くなって、両手で口を押さえた。

　──あの人、なんてことを！　なに考えてるの!?

　確かにあのとき、黙だまれと言われた。黙らないと、黙らせると言われた。けれどあんな方法で黙らせられるとは、夢にも思っていなかった。しかも綾峰の目の前でだ。

　唇くちびるの感かん触しよくと、抱だき寄せられたときに薫かおった衣ころもの薫りまで思い出すと、いたたまれなくなる。思わず、欄干に突つっ伏ぷしてしまう。

「千樹姫ひめ？」

　綾峰が、不思議そうに声をかけてくれたが、暫しばらく顔をあげられなかった。

　──なんてことしてくれるの。恋こい心ごころを断たち切ろうと必死になってるのに、よりによって。

　あんなことをされたら、断ち切るどころか、未練たらたらになってしまう。

「どうしましたか？」

「……なんでもないです。ちょっと、暫く、立ち直る時間をください……」

　千樹が落ちこんでいる間に、綾峰は慣れない手つきながらも蔀を開き、室内に風を入れる。朽くちた御み簾すを咳せきこみながら取り払はらい、飛び出してくる虫に「わっ」と声をあげながらも、なんとか室を整えようとしているらしい。

「……手伝います」

　本当ならばもっと落ちこんでいたかったが、綾峰があまりにも手て際ぎわが悪そうなので、千樹は立ちあがって掃そう除じを手伝った。

　しばらく二人であれこれと動き回っていると、ようやく、安心して床ゆかに座れる程度には室内が整った。

「とりあえず逃げられましたが、どうしましょうか」

　綾峰は簀子に出ると、雑草がはびこる庭を見回す。

「水もなければ、食べ物もない。夜具も。なにもかもです。姫君が一いつ緒しよなのに」

「すみません、綾峰様。こんなことに巻きこんでしまって。でも、ここまでで、もう充じゆう分ぶんです。綾峰様は常じよう宮ぐうにお帰りになってください。あとは、自分でなんとかします」

　ぺこりと頭をさげると、綾峰は頑がん固こに首を横に振ふる。

「いいえ。帰りません。わたしはあなたを、守ります。兄君とそう約束しました」

「でも」

「いえ、約束がなくとも、わたしはあなたをお守りします。いっそあなたと二人、他国へ逃にげ延びてもいいくらいの覚かく悟ごをしています」

　驚おどろきに顔をあげると、綾峰の真しん剣けんな瞳ひとみが千樹を見おろしていた。

「あなたになにを言われても、わたしはあなたを守ります。だから、無む駄だです。あなたがなにを言おうとも」

　あまりにも飾かざり気のない、真っ直すぐすぎる言葉が嬉しかったが、同時に、胸が痛くなるほどに申し訳なくて、項うな垂だれる。

「千樹姫、わたしは……」

　綾峰の手が俯うつむく千樹の頰に触れたので、顔をあげる。綾峰がかがみこんで、驚くほど近くに顔を寄せていた。千樹の唇に、彼の吐と息いきがかかる寸前だった。

　千樹はびっくりして、顔をそむけた。すると綾峰は我に返ったように、千樹から身を離はなした。

「すみません、姫君！」

「い、いえ」

　千樹は冷や汗あせをかきながら、かろうじて返事が出来た。

　綾峰は千樹に背中を向けると、気分を変えるように硬かたい声で言う。

「暫く休みましょう。そして兄君に連れん絡らくを取る手段を見つけて……」

　と、綾峰が全部を言い終える前に、

『心配ない。二人の居所は、わかった』

　突とつ然ぜん、千樹の背後から刀火の声がしたので、千樹は「びゃっ」と妙みような声をあげて、飛び退のいて床に尻しり餅もちをついた。

　しかしそこには誰だれもいない。

　目を白黒させていると、千樹の背中、髪かみで隠かくれていた辺りから、するりと白い紙人形が滑すべり出てきた。

　紙人形は千樹と綾峰の前で宙返りすると、半分透すけてはいるが、刀火の姿になった。

『なかなか良い隠れ家を知っているな、綾峰。恋心というものは、侮あなどれないな。執しゆう念ねんが違ちがう』

　珍めずらしそうに室の中を見回す刀火の幻まぼろしに、綾峰が目を見開く。

「兄君。千樹姫に参をつけていたのですか？」

『当然だ。おまえたちの居所がわからなくなれば、守ろうにも守れまい。雅近と幻繕が、千樹を追っている。しばらくは、そこに隠れているのが得策だろう。その間にわたしが様々に探さぐり、千樹にこのような罠わなを仕し掛かけた者を、突き止める』

「しかし兄君、ここには何もありません。せいぜい、一晩過ごすのが限界です」

『心配には及およばない。信しん頼らい出来る者に頼たのんで、必要なものを届けさせる』

　ぽかんとして刀火を見つめていた千樹だったが、必要なものと聞いた途と端たんに、はっとした。

「そうだ！　ねぇ！　もし誰かが来てくれるなら、絵の道具も、持って来てもらえない!?」

　急せき込んで言うと、刀火が眉まゆをひそめる。

『暇ひまつぶしの道具を持ち込む気か？』

「違うわ。わたしも探るの。どうしてこんなことになったのか、自分の力で」

　このまま、ずっと隠れおおせるとは思えない。

　この場所が発見されるまでに、罠を仕掛けた人物を特定し、春鬼の出現の真相を突き止めなければ、千樹は捕ほ縛ばくされる。

　誰かの罠でこうなってしまったからには、捕縛されても、無実が証明される可能性は低い。

　罠を仕掛けた誰かは、必ず千樹に罪ありという証しよう拠こを、でっちあげるだろう。

　命がかかっている。こんなときに刀火に頼たより切って、座して待つことなど出来ない。

　本当ならば、刀火も綾峰も巻きこむことなく、自分一人で切り抜ぬけなければならないことなのだ。しかし綾峰は頑がんとして、千樹を守ると言い張るし、刀火にいたっては、口づけまでして千樹を黙らせ、彼女を逃がした。

　千樹が結構ですと突っぱね続けても、この二人は結局、「守るべき臣下だから」「好きだから」と、それぞれの理由で、千樹を助けてくれようとする。

　そうであるならば、一刻も早く、千樹は自分自身を助けて、彼等にかける迷めい惑わくを最小限にとどめなくてはならない。

『自分の力で？　描えがく力が、役に立つか？』

　訝いぶかしげな問いに、千樹は首を振る。

「わからないわ、わたしも。描く魔ま力りよくは底が知れないもの。けれど知ち恵えを働かせれば、なんとかできるかもしれない」

『わかった』

　幻の刀火はちらりと、背後を気にする素そ振ぶりをした。

『必要なものを届けさせる。わたしは、これから事の詳しよう細さいを聞くために新しん宮ぐうへ行く』

　刀火の姿が空気に溶とけるように淡あわくなり、消えた。

　姿が消えると、床の上にひらりと白い紙人形が揺ゆれながら落ちる。千樹はそれを拾い上げ、懐ふところにしまった。それだけで胸が温かくなるほどに、愛いとしかった。

　──捕つかまるなんて、まっぴら。わたしが、わたしの身につけた力のために、上北国へ行くしかない危険な身だとしても、自分の身の決着くらいは、自分でつける権利はあるはず。

　草の生い茂しげる庭には、遅おそ咲ざきの桜が花をつけていた。誰の目にも触ふれることなく、しかし華か麗れいに花をつけ、風に揺れていた。その野生の花に、勇気づけられる。

　──あの人も探ると言った。だからわたしも、絵の魔力でなにかを探れないか、試ためす。




　　　　○




「千樹姫は、とうに常宮から逃とう走そうした模様ですな」

　衛え門もん府ふの頭かみ、五ご尊そん春はる芳よしは髭ひげ面づらをしかめ、高月兄弟に報告した。

　衛門府の合議の間で、苛いら々いらと歩き回っていた雅近は、その報告に舌打ちして立ち止まる。

「なぜそれほど早く逃げ出したのか、解げせないが。まあ、いい。衛門府頭。衛え士じ府ふとはかり、衛門府、衛士府、双そう方ほうの衛士で捜そう索さく隊を組織して、姫ひめ君ぎみを追え」

「はっ……。しかし高月様」

　五尊春芳は一応従順に頭をさげたが、納なつ得とくしかねるような顔をする。

「あの姫君が、本当に鬼おにを呼び出すような真ま似ねをしたのでしょうか？　わたしには、とてもそのような姫君には見えませんでした」

「人とは、わからないものだからな」

　意地悪く、雅近は口元で笑う。

「千樹姫ひめに罪があるかなきか、捕まえて詮せん議ぎすれば済むことだしな。頼むぞ、衛門府頭」

　口調は軽いが、雅近の、いつにない暗い目で見み据すえられると、衛門府頭は肩かたをすぼめ、そそくさと出て行った。

「雅近」

　室の端はしに控ひかえ、静かに座っていた頼近が、立ちあがると雅近の肩に手をかける。

「なぜそれほど、苛いら立だっている」

「頼近は知らないからだ。曉宮様の中にある魔ま王おうの種が目覚めれば、宮様がどうなるか。先の冬に、あやうく首を刎はねられそうになったのだぞ、宮様は」

「しかし……。もし、春鬼が本当に都に隠れていて。そして宮様をそそのかしはじめたら、どうするつもりだ、雅近？」

　ずっと心に抱かかえていた不安を口にするように、頼近が言う。

「その前に千樹姫を見つけて、なんとしてでも春鬼を封ふう印いんさせる。あの姫君の扱あつかう絵の魔力ならば、封じることも可能かもしれない。そして封じた後に、姫君は寸刻みで殺してやる」

「封じられるかもしれない、というだけだな？」

　その指し摘てきに、雅近がぎょっとしたような顔になる。

「なにが言いたい、頼近」

「もし千樹姫にも封じられなかったら、曉宮様はどうなる？　魔王の種を目覚めさせた宮様は、幻繕御ご法ほうに即そく座ざに殺されるのではないか？」

「そんなことはさせん！」

　まるで頼近が刀火を追い詰つめる者であるかのように、雅近は眉を吊つり上げ、自分の肩から頼近の手を払はらう。頼近が、驚いたように目を見開く。

　その乱暴さに自らも驚いたらしく、雅近はさっと胸の前に手を引き戻もどし、うろうろと目を泳がせた。

「頼近、すまない。今のは俺が悪い。おまえにはなんの罪もないのに」

「いや、いい」

　寛かん容ように微ほほ笑えむと、頼近は再び雅近の肩に手を置く。雅近は息をつき、ため息のような声で言う。

「どうも、俺は駄だ目めだ。宮様の命の危機には、平静ではいられない」

「それは当然だろう。ならば、考えろ。雅近」

　頼近は苦く悩のうするように眉まゆ根ねを寄せつつ、告げる。

「考えなくてはならないはずだ。宮様を守る方法を。このままでは宮様のお命も危あやうい。宮様を説得し、あるいは無む理り矢や理りにでも、常宮からお連れして、どこぞへ逃にがす算段をする必要があるのではないか？　曉宮様は、我々が守るべき主あるじだ」

「そうだ。俺たちが、お守りするべきだ」

　そっくりな顔をした二人は、互たがいに見つめ合って意思を確かく認にんするように頷うなずく。

「とりあえず宮様はどこかへ、逃げて頂くか……。だが何ど処こへ身を隠すか。それが問題だ」

　雅近の言葉に、頼近が思いついたように言う。

「いっそ、わたしが上北国へお連れしようか。宮様の技量であれば、上北国であれ、命を落とすこともない。わたしが生き抜いてこられたのだから。しかもわたしが、体を張ってお守りする。わたしは上北国には詳くわしい。一いつ旦たん、上北国へ落ち延びて頂き、ことが終われば、また戻られれば良いだろう」

「上かみ東のとう国ごくにいるよりは安全だが。しかし、宮様は承知するまい。自らの国を離はなれることを」

「おまえが説得しろ、雅近。そしてわたしが、お連れする」

「……そうだな。このまま千樹姫の足取りが摑つかめない状態が続くなら、宮様には一旦、身を隠かくして頂かなくてはならない」

　雅近が考えを巡めぐらせるように呟つぶやいたとき、簀すの子この方から衛士の一人が現れて膝ひざをつく。

「高月雅近様、頼近様。新宮から遣つかいです。上主様が曉宮様をお召めしになり、宮様の状じよう況きようを確認なさるとのことです。お二方にも、ご同席をとのことです」

　その知らせに、雅近の表情はわずかに強こわばる。




　　　　○




　髪かみを結ゆい衣装を整えると、刀火は新宮の正宮に向かった。

　千樹に貼はりつけていた参を頼りに、千樹と綾峰の居所を見つけ、二人の無事を確認出来たことに安あん堵どしていた。綾峰はなかなか利口者で、臆おく病びようなぶん、様々なことを周しゆう到とうに準備する性質が功を奏したらしい。

　──しかし、二人きりか。

　参で二人の様子を探さぐり当てた瞬しゆん間かん、綾峰が千樹に口づけを迫せまろうとしていたように見えたのは、なんとも嫌いやな気分だった。

　自分が綾峰の前で千樹に口づけしておいてなんだが、とりあえずまだ、千樹は自分の仮妻なのだから良いだろうと、刀火は勝手な解かい釈しやくをしている。

　正宮では今から、雅近と頼近が、千樹に逃げられたことを報告するために上主と対面する。

　そしてその場に刀火も呼ばれたのだ。

　刀火の身に異変がないことを、上主自身が確認したいと言っているらしい。

「お召しにより、参上いたしました」

　刀火が端たん座ざして頭をさげた。

　そこは最奥に、一段高い上主の座を設けた、謁えつ見けんのための室だ。

　正宮は、政まつりごとを司つかさどるための場所。一いつ般ぱん的な寝しん殿でんよりも天てん井じようが高い。格ごう天てん井じようには彩さい色しきされた絵が並ぶ。白木の丸柱が等とう間かん隔かくに設けられ、その規則性が美しい荘そう厳ごんさをかもす。

　御み簾すが巻き上げられ、春風と陽光が庭から吹ふきこむ。

　その場に踏ふみこみ、上主の前に端座して頭をさげた刀火の姿は、非の打ち所のない一いち之の御み子こだ。端たん整せいで端たん麗れいで、落ち着き払っている。

　雅近と頼近が、上主に横顔を見せて脇わきで控える。

　太だ政じよう大だい臣じんもいたが、彼は上主と同じ方向を向き、上主の代弁者のように正面に座る。

　幻繕は、上主の正面に対面して座っていた。

　室の端には、柚葉が控えている。

　柚葉は、いつもよりも取り澄すました表情だ。気弱そうなくせに、実は剛ごう胆たんなところのある、人情家の彼女らしい雰ふん囲い気きが感じられない。

　──操あやつられているのか？

　嫌な可能性があるのを、刀火はとっくに気がついていた。

「刀火。そなた、異変はないか？」

　怯おびえを隠すように、上主は自分の御み子こに問いかける。数カ月前、蓮はす見み池の月つき影かげに映った魔王の姿を目もく撃げきしたのだから、上主の怯えは当然だろう。

　刀火はその怯えを和やわらげるように、顔をあげると微笑してみせる。

「わたしが、狂きよう乱らんしているように見えますか？」

　緑を秘ひめた瞳ひとみは、落ち着いた黒だ。上主にもそれは、はっきりとわかるはず。

「そうだな。安心したぞ、刀火。幻繕、そなたもそう思うか？」

　老法術士は、にかりと笑う。

「はい。落ち着いたご様子で、魔王の種がうごめく気配はございません。ただし、今のところは」

　ちくりと、幻繕が釘くぎを刺さす。するとそれに呼応するように、太政大臣が口を開く。

「曉宮様が落ち着いておられるのは、鬼がお近くに寄っていないからの可能性もあります。まだ油断出来ない状況です」

「では、もし刀火の近くに鬼が寄ればどうなる？　そのとき、どうする？」

　上主の問いに、幻繕が暗い声で答えた。

「わしが宮の首を刎ねるしか、方法はありますまいのぉ」

「そのような……。余はまた、曉宮の命を危ぶまねばならぬのか。国のためとはいえ……」

　上主が絶句したので、刀火はわざとふふっと笑った。その不敵な態度に、その場にいた者の視線が集中した。刀火は微笑のまま、口を開く。

「そもそも、春鬼が本当に出現しているのでしょうか？　わたしには、空から騒さわぎのようにしか思えませぬ」

「しかし衛え士じの目撃証言があり、被ひ害がいも出ている。さらに柚葉が、千樹姫ひめが鬼を具現させたのを目撃しているのだぞ、刀火」

「柚葉の言葉を、信用されますか？」

「柚葉のことは、阿あ樹じゆに仕えていた頃ころよりよく知っている。阿樹も信しん頼らいしておった、良き侍じ女じよだ」

「確かに。それはそうです」

　父上主の言葉に頷くと、刀火は、柚葉に顔を向けた。

「ならば柚葉。わたしの前で、おまえが目にしたことを証言出来るか？」

「はい。曉宮様」

　恐おそれる様子もなく答えると、柚葉はさらりと前に進み出て、座り直す。

「昨夜でございます。わたくしが所用から戻りましたところ、東の対たいの屋やで千樹姫様が絵を描かいておいででした。その絵が、見たこともないような恐ろしげな鬼の絵で。それに瞳を入れた途と端たんに、その絵が動き、紙からぬっと起き上がり、庭に飛び出しました」

　すらすらと、用意していた口上を述べるように柚葉は答える。

「柚葉」

「はい」

　刀火は、柚葉と視線を絡からませた。柚葉は目をそらさない。刀火は、にやりと笑った。

「満月の光がなくとも、正体、見破る法はあるぞ！」

　言うやいなや、刀火は腰こしの太た刀ちを抜ぬき放ち、柚葉の首元に向けて一いつ閃せんした。

「宮！」

「刀火、乱心か!?」

「宮様!?」

　周囲にいた者が全員、悲鳴に近い声をあげて立ちあがった。








　二花　触れえぬ人






「わたしは正気だ！　そこの侍女を見よ！」

　抜き放った切っ先を、刀火は柚葉に向けていた。

　柚葉は、無事だった。無事どころか、刀火の刀が届かないところまで、信じられないほどの距きよ離りを一気に、背後に飛んでかわしていた。

「それが侍女の動きか!?」

　全員の視線が、刀火から柚葉に移ると、柚葉はにたりと笑った。その笑いの禍まが々まがしさに、その場にいた者は息を吞のむ。

「我われが何者であろうと思うか？　魔ま王おうよ？」

　そう告げると、柚葉は歪ゆがんだ笑え顔がおのまま、駆かけ出そうとするかのように身構えた。

「魔ま性しようだ！」

「逃にがすな！」

　控ひかえていた雅近と頼近が、跳はねるように立ちあがり、二人して柚葉に組みついた。

「柚葉に触れるな！」

　刀火は焦あせりに声をあげたが、簀子にいた衛士たちも入り乱れ、柚葉はその場に押さえこまれる。その場が一気に混乱する。

「……しまった」

　奥歯を嚙かみしめ、刀火は呻うめく。ずきりと、肩かたの傷がうずく。

　突とつ然ぜん、柚葉の「きゃっ」という、か弱い悲鳴があがる。

「助けて、助けてください！」

　いきなり柚葉が、気弱な、涙なみだ混じりの声で哀あい願がんをはじめたので、組みついていた雅近と頼近、さらに衛士たちがきょとんとして柚葉から身を引いた。

　袿うちきが肩からずり落ち、髪かみも乱れ、柚葉は床ゆかにぺたりと座りこみ、ぽろぽろと涙を流していた。

「ここは……？　いったい、わたしは、なんでこんな目に？」

　柚葉の様子の変化に、雅近と頼近、さらに衛士たちも目を瞬しばたたき彼女を見おろす。

　刀火は奥歯を嚙みしめつつ、柚葉とその周囲の者たちを順じゆん繰ぐりに見回した。

　──まだ、柚葉の中か。もしくは、この中の誰だれかか。いや、近くには幻繕御ご法ほうもいる。

　雅近がぽかんとしている。

「どういうことだ？」

　雅近とは逆に頼近は、突然、何事かに気がついたかのように、ぎくりとした表情になる。そして刀火と同様に、焦ったように周囲の者たちに目を走らせる。

「刀火。これは……どういうことだ。刀火」

　上主の前には、数人の衛士が立ちはだかり、太だ政じよう大だい臣じんも上主を庇かばうように仁に王おう立ちになっていた。座の奥に身を寄せた上主は蒼そう白はくな顔色ながらも、一之御子に問いかけた。

　刀火はその場に片かた膝ひざをつき、頭こうべを垂れる。

「御ご前ぜんをお騒さわがせしましたこと、お詫わび申し上げます。しかしこの侍女、柚葉が、何者かに操あやつられている様子であったので。それで先の桜の屛びよう風ぶ絵えの折、鬼に取り憑つかれた者がいたことを思い出し、確かめました。おそらく柚葉は、鬼に操られていたと思われます」

「鬼？　鬼だと？　それは桜の屛風絵に封ふうじられていた、あの春鬼か？」

「春鬼かもしれません。もしくは……滅めつしたと思われていた、冬鬼かもしれません」

　冬鬼の名に、頼近の眉まゆが吊つり上がる。

　雅近は、傍かたわらにへたりこむ柚葉を見おろし、啞あ然ぜんと呟つぶやく。

「取り憑かれていた？　鬼に？」

「では柚葉に取り憑いた鬼は、何ど処こだ!?」

　かっと目を見開いて怒ど鳴なった上主に、幻繕が呻くように答えた。

「わかりませぬな」

「なぜだ、幻繕！」

「取り憑いた者の真の姿を出現させるには、満月の光が必要じゃが、満月は終わったばかり。次の満月は、まだ先です。鬼は触れた相手を伝って、人から人へ乗り移るらしいのですが、今の一いつ瞬しゆんの騒そう動どうで、柚葉に誰が触れて、さらに柚葉に触れた何者かが、別の誰かに触れたかなど、誰も見ておりませんし、柚葉に触れた者が多すぎるのです」

「ではこの場にいる者全すべて、仮かり牢ろうにでも入れれば良いではないか！」

「さすれば上主様ご自身も、仮牢にお入り頂かなくてはなりませぬ」

　興奮していた上主は、その言葉にぎょっとしたように口を閉じる。

　──そうだ。ここにいる全ての者か疑わしい。あるいはもう、この場から去っている可能性もある。

　悔くやしさに、刀火は刀の柄つかを強く握にぎりしめる。傷が痛む。刀を振ふるう無む茶ちやをしたのだから、彩遊に手当てしてもらった傷口が、また開いたかもしれない。

　柚葉に鬼が取り憑いていると判じた瞬しゆん間かん、近くにいた者たちが柚葉を女と侮あなどって、取り押さえにかかったのが誤算だった。

　鬼は、柚葉に触れた者に乗り移り、この場にいる誰かの中に身を潜ひそめた可能性がある。

　もしくはまだ、柚葉の中に身を潜めているか。

　あるいは誰かに次々と触れ、既すでに、この場から立ち去った侍女や衛え士じに乗り移っているか。

　──柚葉に取り憑いていたのは、冬鬼か、春鬼か。

　それによっても、問題は大きく変わってくる。

　もし春鬼であれば、本当に春鬼がなんらかの方法によって、人の世界に出現している証あかし。

　もし冬鬼であれば、滅したと思われていた冬鬼が、実はまだ人の世界に存在している証。

　どちらにせよ、一層ことは困難だ。

　焦りを押し隠かくし、刀火は上主を見み据すえる。

「念のために、柚葉を監かん禁きんすることは致いたし方ないと思われます。しかし鬼に操られての柚葉の言動は、信じられません。千樹が鬼を具現させたというのは、偽いつわりです」

「曉宮様！　どうしてそれほど千樹姫ひめを信用なされる!?」

　雅近が、上主の御前であることも忘れたように、刀火の傍らに膝ひざをついて声を荒あらげた。

「柚葉が操られていたとは言え、春鬼の姿は、衛士に目もく撃げきされている。まさか複数の衛士が、同時に操られることもありますまい。しかも柚葉が春鬼に操られていたとするなら、その春鬼をこの人界に呼び出せるのは、千樹姫しかいないでしょう。違ちがいますか!?　まずはあの姫ひめ君ぎみを捕とらえなければ、彼女がこれ以上なにかをしでかしたら！」

「雅近、上主様の御前だぞ！」

　太政大臣の叱しつ責せきが飛ぶが、雅近はきっと、父太政大臣を睨にらみつける。

「無礼は承知の上！　上主様と対面すること、口を開くこと、その他無礼を働きますが、今は黙だまっておられません！　曉宮様に、冷静になって頂かなくては、宮様の身が危あやういのです！」

「春鬼は出現していない。わたしには、異変がない」

「それが春鬼の策略で、宮様や我々が油断した瞬間に、宮様を狂きよう乱らんさせる腹づもりでないと、誰が言えますか!?　しかも春鬼でないとしたら、冬鬼ですか!?　冬鬼は、頼近が滅した！」

「なぜ千樹が、春鬼を出現させる必要がある!?」

　あまりにも千樹にこだわる雅近の主張に、さすがの刀火も声を荒げた。

「曉宮様を恋こいするあまり、自じ暴ぼう自じ棄きにでもなったのでしょう！　俺は姫君に、宮様のお側そばにいるべきではないと言った。下へ手たに恩情をかけて、言うのではなかったと後こう悔かいしておりますよ。情けなどかけず、殺せば良かった」

「おまえが……？」

　綾峰は、千樹は噓うそをついたのだと言った。自分のためではないからこそ、つける噓もあるのだろうと。

　綾峰の言葉と、千樹の言葉や態度。全てにようやく合が点てんがいくと、千樹が涙ぐみながら、様々なことを吞みこんで「仮かり妻づまを辞やめる」「綾峰が好きだ」と、噓を重ねていたことが哀あわれで、そうさせた雅近に対して言いようのない怒いかりが、腹の底から沸わきあがる。

「おまえが、そのようなことを言ったからか！　それで千樹は！」

　思わず、刀火は雅近の襟えり首くびを摑つかみ引きずりあげるように立たせたが、立たされた方の雅近もまた、抗こうするように刀火の手首を摑む。

「あの姫君に、宮様は気を許しすぎです！」

「おまえに、千樹のなにがわかる！　わたしの、なにがわかる！」

「俺は、宮様をお守りしたいと申し上げているだけです！」

「いらぬことだ！」

「上主様の御前で止やめよ、宮！」

「よせ、雅近！　宮様になんという無礼を！」

　幻繕が刀火を後ろから羽は交がい締じめにし、頼近が雅近の腕うでを摑んで、二人を引き離はなした。

　刀火と雅近は互たがいに睨み合う。

　太政大臣が、声を大きくする。

「まずは、柚葉を仮牢へ入れよ。千樹姫の捜そう索さくも続けよ！」

　その場の空気に吞のまれないように、太政大臣は必死に冷静さを保とうとしているようだ。

　上主はその背中を見つめながら、

「幻繕。念のため、刀火から目を離してはならぬ。異変があれば、即そく、対処せねばならぬ」

　と強こわばった表情で告げる。それから刀火に目をやると、

「刀火。可か愛わいがっている姫君に対する嫌けん疑ぎ、心乱すのもわかる。だがことは、そなたの命に関かかわること。春鬼が本当に出現しているとはっきりすれば、……余は、そなたの首を刎はねるようにと、幻繕に命じなくてはならぬやもしれぬ。冷静になるのだ、刀火。ことによると、姫君を諦あきらめる覚かく悟ごもしなくてはならん」

　幻繕に羽交い締めにされながら、刀火は呻うめく。

　──疑ぎ心しん暗あん鬼きの渦うずだ。

　柚葉に取り憑いていた鬼は、春鬼か、冬鬼か。そしてその鬼は、誰だれの身に潜んでいるのか。

　さらにもし春鬼が出現していたとするならば、どのようにして出現したのか。

　またもし、冬鬼が滅していないとしたら、頼近が滅した冬鬼は、なんだったのか。冬鬼を滅した頼近そのものも、怪あやしくなってくる。

　今の刀火には、千樹を罠わなにかけた者が誰なのかも、まして、その目的がなんなのかすらも、わからない。

　──千樹。

　彼女を救う道が見えない。敵の影かげすらも曖あい昧まいだ。




　　　　○




　草深い屋や敷しきの中にいると、わずかな葉は擦ずれの音でもはっきりと聞こえる。

　蠟ろう燭そく一本ないので、蔀しとみを開けたまま、月明かりを室に入れた。月明かりのみを頼たよりに、千樹と綾峰は手持ちぶさたで座っていた。

　あれから刀火からの連れん絡らくもなく、やることもない。焦しよう燥そう感かんばかりが胸で燻くすぶるのに、一歩も動けない。

　慣れない馬を走らせ、ここまでやって来た綾峰は疲つかれが出たらしく、埃ほこりっぽい脇きよう息そくに身を預けて、うつらうつらし始めた。

　一人取り残されたように目覚めていると、どうにも落ち着かない。

　千樹は簀すの子こに出て、まだ肌はだ寒ざむさの残る夜気に身をさらし、気分を落ち着けようとした。簀子に座って、月光に揺ゆれる庭の桜の花に目をやる。

　その時、胸のあたりがふるふると震ふるえた。びくっとしてしまったが、それと同時に、胸むな元もとにしまい込んでいた参が、するりと衣装の隙すき間まから滑すべり出る。

　参は千樹の目の前の宙に浮ういてぴたりと止まると、くるりと一回転した。そして、ぼんやりとした刀火の姿になった。

『夕ゆう餉げは済んだか？』

　どことなく不ふ機き嫌げんな表情で、刀火はいきなり訊きいてきた。千樹は首を傾かしげる。

「昼間にも言ったじゃない。食べ物どころか、夜具も水もないって」

『あの連中はまだ、到とう着ちやくしていないのか』

　呆あきれたように言うと、刀火はげんなりした表情になる。

『……まあ……予想の範はん疇ちゆうではあるか……』

「なに？　誰かがこちらに向かってるの？」

『どんなに道草をしても、明日には到着するだろう。今晩は空腹だろうが、待て』

「平気よ。一日二日食べなくても、死にはしないし。それよりも、なにかわかった？」

　急せき込んで問うと、刀火の幻まぼろしは苦々しげな表情になり、千樹の前にすいと座った。半分透すけている姿の刀火と向かい合わせの形になり、千樹はすこしだけ、どきりとした。

　今け朝さ、口づけされたことを嫌いやでも思い出す。

『おまえが春鬼を描えがき具現させたと証言した柚葉は、操あやつられていた』

　柚葉が、そんな噓をつくはずないと思っていたから、当然そんなことだろうと思った。

「誰に、どうやって操られてたの？」

『おそらく、鬼に。だが春鬼か冬鬼か、どちらによって操られていたのか、判然としない』

「鬼？　でも、まさか……。わたしは描いていないし、あなたにも異変がないのだから、柚葉を操ったのは春鬼のはずがない。では、冬鬼？　でも冬鬼は、頼近様に斬きられて滅めつしたはず」

『おまえが描かなくとも、春鬼が、なんらかの方法で人界にさまよい出たか。あるいは冬鬼が、実は滅していなかったか。もしくは考えたくもないが、その両方か。もし春鬼が人界に出現していたとなれば、ことだ。春鬼がその気になれば、わたしの中の魔ま王おうの種が、いつ目覚めないとも限らない』

　その言葉に、千樹はぞっとした。

　冬鬼が実は滅していなかったとしても、大変なことだ。

　しかしそれ以上に、本当に春鬼が出現していたら、大変どころの騒さわぎではない。

　春鬼が出現しているのが確実になれは、幻繕は国を守るため、刀火の中の魔王の種が目覚める前に、容よう赦しやなく刀火の首を刎ねそうだ。

「あなたも、見張られている？」

　問うと、刀火は背後へ向かって顎あごをしゃくった。

『御ご法ほうが、わたしに参を貼はりつけている。鬱うつ陶とうしいので、逆に目くらましをかけているが、それにも気がついているらしい。寝しん殿でんの庭で、直接わたしを見張っている。御法の気配がする』

　事態が、こんがらがってしまっている。

　──糸口を探すには、なにか確証を一つでも摑まないと。

　刀火が千樹のことを、守るべき臣下だと言って逃にがしてくれた。

　逃がされてしまったのだから、千樹は、今もまだ彼の臣下なのだ。

　巻きこむ形になってしまっても、彼がそう言って、現状がこうなってしまった。そうなったからには、彼の身を守るために、なにを一番にするべきか。

　それを考えれば、最優先で確かく認にんしなければならないことが一つある。

「まずは、春鬼」

　千樹は顔をあげた。

「春鬼が、本当に出現しているのか、いないのか。まずはそれを、確かめる必要があるわ」

『どうやって？　法術で春鬼の気配を探さぐったが、見つけられない。賢夕の一件もある。春鬼が法術で見つけられない方法で潜ひそんでいるとするならば、術すべはない』

　顎に手をやり、千樹は考える。

　──法術が駄だ目めなら、絵の魔ま力りよくに頼たよるしかない。

　春鬼が今、どこで何をしているのか。それを知るためには、どうするべきか。考えを巡めぐらしていると、すぐにある方法に思い至った。

　──問題は、春鬼が人界にいるかいないか、ということ。それはすなわち、春鬼が四季鬼界の常とこ春はるの世界に、いるかいないか、ということ。それならば……わたしは……。

　自分の思いつきに、千樹はどきりとする。

　──まるで魔ま性しようの思考だ。

　その思いつきは、腹の底が冷えきってしまうような怖こわさも感じるのに、同時に、試ためしてみたらどうなるだろうという、好こう奇き心しんをかき立てる。

　かなり危険な試みだ。だが、それしか方法がないならば、試さないわけにもいかないはず。

　暫しばし迷った末に、千樹は顔をあげた。

「……わたしが確かめる。絵の魔力で確かめる。春鬼が人界に、いるかいないか」

　決意の言葉を口にすると、刀火は眉まゆをひそめる。

『危険な試みか？』

「まあね。でも大だい丈じよう夫ぶ。絵の道具は、運ばれてくる手はずになってるわよね？」

『そのはずだ』

「道具が到着し次し第だい、やってみるわ。待ってて」

　請うけ合うと、ふと刀火の瞳ひとみに沈ちん痛つうなものがよぎった。その表情の意味がわからず、千樹は目を瞬しばたたく。

「どうかした？　傷が痛む？」

　思わず刀火の袖そでに手を伸のばして触ふれようとするが、指先は空間をすり抜ぬけた。

「あ、ああ。そうか」

　千樹は、己おのれの掌てのひらを見おろした後、顔の前に手をあげて、刀火に向かってひらひら振ふった。

「触れられないわね。当然」

『こうすればいい』

　幻の刀火が手を伸ばし、顔の前にある千樹の掌に添そうように、そっと掌を重ねた。

　幻なので触れた感かん触しよくはなかったが、水鏡を通して手を触れあっているような、穏おだやかな気持ちになる。

　肌はだは触れてはいないのに、彼の心に、掌が触れたような気がした。

　触れあった掌の隙間が、ぼんやりと白く輝かがやいている。

　そうやって掌を合わせ、二人はしばらく見つめ合った。

　──胸が、痛い。どきどきして、痛い。

　ほんのりと、自分の頰ほおが染まっているのがわかる。

『おまえが絵の魔性を操り、危険な真ま似ねをすることが心配だが。……今は、頼るしかないのが、もどかしい』

　眉をひそめ、刀火はひどく苦しげに言う。刀火が、千樹の身を案じているらしいことが意外で、そして嬉うれしかった。

「平気よ。それにわたしは、あなたの臣下なんでしょう？　まだ、ね。だったら当然なの。あなたの仮かり妻づまを辞やめるまでは、当然なのだから」

　刀火の心配を晴らすように、明るい声と笑え顔がおで言う。

『雅近に、わたしの傍かたわらから離はなれろと言われたか？　それで、おまえは仮妻を辞めると言ったのか？』

　静かに刀火が訊く。千樹はぎくりとして、思わず手を引っ込めて、目をそらした。

「それは……言われた。だけどわたしは、本当に……」

『噓うそは止やめろ』

　絞しぼりだそうとしていた噓が、刀火の言葉で途と切ぎれてしまった。刀火は、さらに言う。

『噓つきは嫌きらいではなかったのか？』

　見み透すかされたことに驚おどろき、戸と惑まどい、次の言葉を探せない。

『わたしの知っている臣下の姫ひめ君ぎみは、正直者だ。その正直さを、わたしは好ましく思う』

　幻まぼろしの刀火の手が、千樹の頰に触れる。触れられた感触はないが、ほの光る幻の掌に導かれるように顔をあげると、幻の刀火の唇くちびるが千樹の唇に触れる。

　触れられた実感はなくとも、体が強こわばり、耳が熱くなる。

　幻なので、押し離すこともできない。

「わたしは……」

『噓をつくくらいならば、黙だまっていればいい。言わなくていい』

　言葉の柔やわらかさに、心を撫なでられるような温かさを感じる。

　幻の刀火の手は、頰から、首筋、肩かた、髪かみと、次々に触れて撫でる。

『春鬼の出現が疑われている今、わたし自身とて、どうなるかもわからない。わたしの臣たるおまえが、頼たのみの綱つなだ』

「ふ、不本意だけど、た……助けてもらったから。まだわたしは、あなたの臣下みたい。だから……だから、この騒そう動どうが収まって、あなたの身が安全だってわかるまで、わたしは、臣下として働く。大丈夫。だから、この臣下への過か剰じような接せつ触しよくはちょっと遠えん慮りよしてもらって……」

　動どう揺ように震ふるえながら口にすると、幻の刀火がくすりと笑う。

『触れてはいないが？』

「めちゃくちゃ触れてるじゃ……！　ああ、そっか。確かに、直接触さわってないけど……」

『そうだ。触れていない』

　と自信を得たように、刀火の幻の唇が、千樹の唇から首筋、頰、あらゆる所に触れてくる。

　千樹は心臓がばくばくして、喉のどの下までせりあがってくるような緊きん張ちよう感かんに硬こう直ちよくしていた。

　──触れてない。確かに、触られてる感じはない。ないけど、これ、どうなの!?

　そのときだった。門前から、ひぃひぃという、泣き声ともあえぎ声とも言えないような妙みような声が聞こえた。ふり返ると、草の生い茂しげる門の方向に人ひと影かげか見える。二人いる。

「誰だれか、来た」

　一いつ瞬しゆん身構えたが、刀火は千樹の背後に目をやり、頷うなずく。

『やっと来たらしい。夕ゆう餉げが食べられるだろう。とりあえず、だいたいの話は済んだ。また必要なときに姿を見せる』

　すっと刀火の姿が消えた。

　白い紙人形がひらりと、千樹の膝ひざの上に落ちた。それを手に取りまじまじと見おろす。

「触れていないって……そうかな？」

　どことなく、誤ご魔ま化かされた気がする。

　紙人形を懐ふところにしまうと、門前の二つの人影が、恐おそる恐おそるの様子で庭に踏ふみこんで来た。そして簀すの子こに座る千樹の姿を認めたらしく、明るい声で呼んだ。

「千樹か！」
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「純鉄？」

　立ちあがり、千樹は階きざはしを下りて二人の影かげに近寄った。

　汗あせだくで、頰や手の甲こうに、小枝でつけたと思われるひっかき傷をたくさん作りつつも、純鉄の笑顔には、千樹の無事を確かく認にんした安あん堵どが見えた。背中には大きな包みを背負っており、そしてその包みにしがみつくように、彩遊もいた。

　彩遊も純鉄と同じような有様だが、こちらはもっとひどい。直ひた垂たれの袖は泥どろに汚よごれ、肩の縫ぬい目が千切れ、さらに髪の毛には、なぜか茨いばらの蔓つるが引っかかり垂れ下がっていて、腰こしから下はびしょ濡ぬれだ。彼も、大きな包みを背負っている。

「彩遊先生まで。もしかして、曉宮のあの人に頼まれて？」

「ああ。曉宮様は、誰も信用出来ないと仰おつしやった。けれど綾峰様と、彩遊先生と俺だけは、信用出来ると言ってくださった」

　純鉄の顔には疲ひ労ろうの色が濃こいが、告げた言葉は嬉しげで、誇ほこらしげだった。

　──あの人が信用した。

　千樹の大切な人たちを、刀火が信じてくれたことが嬉しかった。

「千樹。無事で……無事で良かった……」

　よろけるように純鉄の背後から歩み出てきた彩遊の腕うでを取り、千樹はしみじみ言った。

「そのお言葉、まるまるお返しします。先生こそ、よくぞご無事で。先生みたいな人が、山道から滑すべり落ちもせず、野犬に絡からまれもせず、茨の藪やぶに突つっこんだりもせず」

「いや……全部やった。しかも最後には、池にはまった。俺が助けた。とりあえず命がけだったから、すこし座りたい……」

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいした純鉄の呟きが耳に入り、千樹は心から申し訳なかった。

「ありがとう、純鉄。とにかく中へ入って」

　珍ちん客きやくとしか言えない助すけっ人とだった。だが、それでも自分を信じて助けてくれる存在が、ここにもいる。そのことが心強かった。




　　　　○




　──触れられない……。もどかしい。

　室の中央に端たん座ざ、瞑めい目もくしていた刀火は目を開く。

　参を通して千樹のいる場所に行き、彼女と話を終えたところだった。

　こうやって端座し、手元で軽く印を結んで集中すれば、刀火の精神は参を通して形になり、千樹と会話が出来る。

　向こうは触ふれた感触はないと言っていたが、刀火の方は微かすかに感触を感じる。

　微かに触れてしまった感触が、やけにもどかしい。

　なにも確証が得られない現状で、千樹はまた、絵の力でなにかを摑つかもうと決意したようだった。

　結局肝かん心じんな所で、刀火は千樹の能力に頼たよらざるを得ない。

　それがもどかしく、またその決意をあっさりと口にする千樹が、いじらしくて、触れずにはいられなかった。

　触れると、千樹がどぎまぎした様子で、目を潤うるませるのが可か愛わいらしかった。

　その表情から、千樹の心はまだ刀火にあると確信した。その確信が嬉しくて触れ続けた。

　──わたしも、なんらかの確証を摑む必要がある。だが、御ご法ほうがこう張りついていてはな。

　廂ひさしの間に歩み出ると、御み簾すの隙すき間まから庭をのぞき見る。

　幻繕が、庭石に座ってこちらを見つめている。中に入るなと申し渡わたしたので、こうやって大人しくしているが、刀火が許せば、寝しん所じよにまで踏みこんで見張りそうな勢いだ。

　それだけ幻繕も、危あやぶんでいるのだろう。

　もし春鬼が本当に人界にいるのであれば、いつ刀火の中の魔ま王おうの種が目覚めるのか、と。

「御法」

　正宮の方向から、同じ顔をした青年が二人やって来た。雅近と頼近だ。

　幻繕を呼んだのは、狩かり衣ぎぬの色と模様が派手な、雅近だ。

　二人は幻繕の方へ近寄ってくると、幻繕が注視している寝しん殿でんへ、同じように視線を向ける。

「おお、太だ政じよう大だい臣じんの嫡ちやく子し殿どのたちか。千樹姫ひめの捜そう索さくは、如何いかがじゃ」

「早朝に、永冶の南方へ、男と共に馬で逃にげる姿が目もく撃げきされていますが、それ以降の足取りはまだわかりませんね。衛え士じが四方に散って探たん索さくをしていますが、闇やみ雲くもに捜さがし回っても時間だけがかかる」

　雅近が肩をすくめる。幻繕は目をくりくりさせた。

「男と共に逃げたと？」

「今け朝さから綾峰様のお姿も消えていますので、おそらく綾峰様の手引きだと思います。しかも、あの曉宮様が、姫君の逃とう亡ぼうを御ご存ぞん知じなかったとは思えない。宮様が、姫君の居所を俺たちに教えてくださればいいのだがな」

　鋭するどい視線がこちらに流れてきて、御み簾す越ごしに、刀火と雅近は睨にらみ合う形になった。そこに刀火がいることを、雅近は気配で察しているのだろう。

「御おん身みが危ういときに、姫君の心配をしている場合ではないでしょう。春鬼が出現していないなら、それに越こしたことはない。姫君を捕ほ縛ばくして、こんな嫌けん疑ぎがかからないように、目か手を傷つけて、描えがく力を奪うばってしまった方がいい。逆に本当に春鬼を出現させていたとしたら、寸刻みで斬きり殺す。だがその前に、どんな方法をもってしても、あの姫ひめ君ぎみに再度、鬼を封ふうじさせないとならない。そうでなければ宮様が、いずれ魔王となる」

　本来、雅近は温和でもなければ優やさしくもない。冷れい酷こくで計算高い面があるのに、それをあの軽けい薄はくな態度で覆おおい隠かくしているだけだ。

　刀火はそれをよく知っていたから、雅近の冷れい淡たんな言葉にもさして驚おどろきはしなかった。

　だが雅近が軽薄さを脱ぬぎ捨て、本ほん性しようを剝むき出しにしていることこそ厄やつ介かいだ。

「雅近。まだ春鬼が出現したと決まったわけではない。柚葉を操あやつっていたのが、……考えたくないが、冬鬼の可能性もある。滅めつしたと、わたしが過去の経験から思い込んでいただけの可能性もある」

　頼近の言葉を、雅近は鼻で笑う。

「柚葉を操っていたのが、春鬼か冬鬼か、確かめる方法がない今、宮様にとって最も危険な春鬼が出現したと仮定して、動くのが最善だ」

　頼近は、頑かたくなな弟の横顔を、戸と惑まどったように無言で見つめていた。

　──千樹を差し出すわけにはいかない。

　刀火は身をひるがえし、室の中に戻もどりながら考えを巡めぐらせる。

　──もし春鬼が出現していなかったとしても、今の雅近の様子では、千樹の目をつぶすか、手を焼くくらいは、やるはずだ。そんなことは、させない。

　春鬼が出現していたとしても、その春鬼との対決は、刀火がするべきものだ。千樹には関かかわりないこと。

　もし刀火が鬼と対たい峙じして、魔王の種を押さえ込めないのであれば、刀火は、刀火自身にけりをつけるだろう。

　だがそうなる前に、一連の出来事を引き起こした者を、引きずり出さずにはおかない。

　──その者を、あぶり出す。千樹が一つの確証を摑めば、わたしは、その確証を頼りにその者を見つけ出してくれる。

　胸の中に、怒いかりの火が燻くすぶる。

　起こっている出来事の全すべてが、不確かなものばかりだ。だからこそ疑ぎ心しん暗あん鬼きになり、この出来事の全ぜん貌ぼうが見えない。騒そう動どうを操る者の姿も見えない。

　たった一つの確証が得られれば、この一件の構造が見えるはず。

　その予感はあるのに、一つの確証を得るためには千樹の力が必要なのだ。

　おそらく彼女は、危うげな技わざを使うつもりだ。しかしそれでも、彼女のため、自分のため、彼女が絵の魔ま力りよくを行使するのを許し、それに頼るしかない。

　千樹を追い詰つめ、彼女にそんな危険な真ま似ねをさせる原因になった者を、刀火は許さないだろう。

　そして刀火自身もまた、わずかな確証を摑むために考え、行動する必要がある。

　──思い返せ。千樹を陥おとしいれた者が、何者か知るために。今までのことを詳しよう細さいに思い返し、違い和わ感かんを感じる全てを、己おのれの中で探さぐれ。

　怒りがたぎる胸の中とは反対に、刀火の思考は鋭く冴さえる。

　──なんでもいい。違和感だ。わたしは、なにに違和感を感じたか？

　目を閉じると、様々な場面が浮うかんでは消える。

　そのなかで、異様なほどに刀火が戸惑った出来事を思い出す。

　ずきりと、肩かたの傷がうずく。

「曉宮様」

　御簾の向こうから、雅近の声がした。どうやら庭から、こちらに上がってきたらしい。

　肩の傷のうずきが、なにかを刀火に知らせたような気がしたのに、雅近の声がその思考を断たち切ってしまった。刀火は舌打ちした。

「中に入っていいですか」

「わたしは機き嫌げんが悪い。それを承知なら、入れ」

　すると躊躇ためらいもなく、御簾をめくりあげて雅近は入ってきた。

　雅近の面つらの皮が厚いのは昔からだが、こんなときは、その面の皮が憎にくらしい。

　上主の面前でつかみ合い寸前までやらかしたのに、雅近は悪びれもせずに近寄ってくるので、顔を背そむける。

「見張りならば、御法と共に庭でせよ。おまえの顔を、近くで見ていられる気分ではない」

「すぐにお暇いとましますよ。俺は、千樹姫を追いかけるために、指揮をとらなくちゃならないのでね。ですがその前に、宮様にもお逃げ頂こうかと思っています」

「なに？」

　ふり返ると、雅近の目は暗く底光りしている。

「幻繕御法の見張りをかいくぐり、逃げてください。宮様。俺と頼近が、段取りします。今ならばまだ、宮様の様子に安あん堵どしている幻繕御法も、隙すきがある。春鬼が宮様の中にあるものを目覚めさせる前に、逃げてください。頼近と九反が、手助けすると言っています。この騒動が収まるまで、一いつ旦たん、上北国へ逃のがれてください」

「逃げろと？　わたしが逃げないことは、先の、桜の屛びよう風ぶ絵えの騒動のおり知ったはず。わたしは、逃げる気はない」

「曉宮様」

　懇こん願がんするような声に背を向け、厳しく命じた。

「下がれ。高月雅近」




　　　　○




「彩遊。それに、純鉄か」

　草深い屋や敷しきに突とつ然ぜんやって来た闖ちん入にゆう者に、綾峰は寝ね起おきの目をこすりながら、驚いている様子だった。

「二に之の御み子こ様！」

　純鉄と彩遊が床ゆかに這はいつくばると、綾峰の方が困った顔になる。

「堅かた苦くるしい礼れい儀ぎは必要ない。こんな草深い山奥で、御子も姫御子もないだろう。顔をあげろ、彩遊。それに久しいな、純鉄」

　純鉄と呼んだ綾峰の声には、思いやりと、すこしの後ろめたさが滲にじんでいた。それは純鉄の師し匠しようの賢夕を、助けられなかったことをまだ気に病やんでいるからなのかも知れない。

　それを察したように、純鉄は顔をあげると、微ほほ笑えんだ。

「綾峰様。その節は大変お世話になりましたが、俺はもう、元気です」

「そうか。良かった」

　ほっとしたように答える二之御子の素す直なおさに、純鉄もさらに笑えみを深くした。

「必要なお召めし物や夜具、食べ物などを持参しました。お受け取りください」

　純鉄は立ちあがり、綾峰と千樹の前に、運んできた荷物を押し出す。

　彩遊もそれに倣ならい、自分の荷物を前に出し、結び目を解いて中身を広げる。

　着き替がえは男女一ひと揃そろいと、千樹の水すい干かん。そして夜具は、薄うすい上うわ掛がけが二つ。水を満たした竹たけ筒づつが数本に、干し飯、干し魚など、簡単な食べ物。それらが純鉄の運んできた荷物だ。

　彩遊が広げた荷物の中には、別のものが入っていた。

　線せん描びよう筆ふでが、大小で六本。彩いろ筆ふでが大小、二十本。溶よう燭しよく台だい、小皿、硯すずり。緋ひ毛もう氈せん。膠にかわと絵の具、そして墨すみ。万ばん代だい上白紙の束。絵の道具が一揃いだ。

　千樹は手を打って、目を輝かがやかせる。

「道具が完かん璧ぺきに揃そろってる！　さすがに彩遊先生と純鉄！」

　膝ひざでにじり寄って筆に手を伸のばしていると、純鉄が首を傾かしげた。

「追われる身のおまえに、なんで絵の道具が必要なんだ？」

「これで事実を探ろうと思うの。おかしなことがたくさんあるから、それが真実か、否いなか。絵の魔力で探り出す」

「なにを探るんだ？」

「都に春鬼が出現したんでしょう？　でも、わたしが出現させたわけじゃない。しかも魔ま王おうの種も、騒さわがない。法術で探っても気配がないらしいわ。けれど、賢夕先生のときの例もある。法術で探れないように、春鬼が身を隠している可能性もある。じゃ春鬼は、本当に人界にいるの？　いないの？　わからないから、それを確かめるの」

　答えると、彩遊が心配げな表情になる。

「どうやって確かめる気なんだい、千樹？」

　さすがに師匠は鋭するどい。

　千樹が危なっかしいことをしようとしているのを、彩遊はなんとなく感づいているようだ。

　隠かくしおおせるわけもなく、ここに二人が来てくれたのは、二大祖神の加護かも知れないとも思う。

　線描筆を手にしたまま顔をあげ、千樹は答えた。

「春鬼に会いに行きます。わたしが」








　三花　禁忌破り






　その場にいた綾峰、純鉄、彩遊は、三人ともがぽかんとした表情になる。

「春鬼の住む世界は、桜の屛風絵に描えがかれた四季鬼界の一つ。春の鬼界。そこへわたしが出向きます。絵を通して、行くつもりです」

「まさか」

　彩遊の声が、喉のどに絡からまる。

「君は、君自身の姿を描く気なのかい？　春の鬼界の風景の中へ」

「そうです」

　千樹は、四季鬼界の一つ、常とこ春はるの世界を描くつもりだった。

　その絵が成ってくれれば、常春の世界を覗のぞけるはず。そしてそこに春鬼がいれば、春鬼は人界に出現していないという証しよう拠こ。逆に存在しなければ、人界に彷徨さまよい出てしまった証拠だ。

　だが常春の世界を描くのは、屛風ほど大きくないにしても、鬼界と人界の境に穴を開くということ。それだけでも、かなりの危なっかしさ。

　さらに千樹は、そうやって小さな穴を開いただけでは、その世界に春鬼がいるかいないか、確かく認にん出来るとは思っていない。

　誰だれかが、常春の世界へ踏ふみこんで、確かめなくてはならないはず。

　そのために、自らの姿を常春の世界に描けばいいと思いついた。

　絵という形で、自分が絵の中に入り込めれば、必ず鬼界へと行けるはず。

「けれど、自分の姿を鬼界の絵の中に描いただけで、鬼界へ行けるとは思っていません」

　千樹は、鬼界と人界に小さな穴を開くだけでなく、さらに危あやうい技わざを使わなくてはならないはずだと確信していた。

「曉宮の姿を描いただけでは、あの人自身が紙の中に入り込むわけでも、紙から抜ぬけ出てくるわけでもない。具現しません。逆に、具現する程ほどの力を持ったのは、万ばん龍りゆうか鬼。もしくはわたしが遊びで描いた猫ねことかです。具現しないものと、するもの。その違ちがいはなにかを、考えました」

「なにを考えたんだ？　おまえ」

　純鉄は、まるで咎とがめるように問う。

　邪じや道どうの道を突き詰つめて考えようとすることを、批難しているわけではないだろう。千樹が危なっかしい思考で、危なっかしいことを実行しようとするのを危ぶんでいる感じだ。

「今までの経験から、考えるしかないのだけど。具現するほど力を持って成った絵は、最高の魔ま力りよくを秘ひめると思っていい。だから生き物を描いて具現させるには、点てん睛せいが必要なのだと思う。だってわたしは、曉宮のあの人を描いても、点睛させたことはない。だから具現しない。けれど猫は気楽に点睛されてしまっているから、具現する」

「けど賢夕先生に取り憑ついた春鬼を描いたときに、点睛させていないのに具現したと聞いたぞ」

「おそらくそれは、描いたそのものが、神話時代の強い魔力を持っているから。万龍は点睛させたけれど、万龍だって、おそらく点睛させなくても具現したはず。わたしが子供の頃ころに描いた天あま日ひの大おお神かみも、点睛する前から、わたしに話しかけていた。おそらく魔力のあるものを描いたときは、点睛させる前から、具現するほどに、あるいはそれに近い力を持つ。けれど魔力のないものを描いたときは、点睛させなければ具現しない。その意味は、点睛することによって、絵に最高の力をもたらすということ。そう、思う」

　点睛とはすなわち、絵に最高の力を宿すための、最後のひと筆。

　だから猫なども、点睛させた成る絵は、具現して紙から飛び出す。

　千樹が幼い頃、天日大神を描いたとき、点睛した途と端たんにこの世のものとは思えない輝きを発した。

　点睛することによって、絵の魔力は最も強くなる。

　ということは、実在する人間の姿を描き点睛させたとき、その力は最も強くなる。おそらく現実に存在する人間そのものに、近くなるのではないか。

「より強く現実を引き寄せようと思ったら、春の鬼界に描いたわたしの絵は、点睛させないといけないと思います。そうすることで、わたし自身が、春の鬼界へ行けるはず」

　千樹の言葉に息を吞のんだ純鉄は、すぐに声を荒あらげて立ちあがった。

「禁きん忌きだ！　それは、禁忌だ！　なにを言ってるんだ、この馬ば鹿か！」

　彩遊も身を乗り出す。

「生きている人間の絵を点睛させて、それで生きている本人がどうなるか、誰も試ためしたことはないのだよ!?　そんな危険なことを」

「でも春鬼が春の鬼界にいるかいないかを確認しないと、なにも始まらないんです。だから試します。今まで誰も試したことがないなら、わたしが試します」

「君自身が、鬼界から戻もどれなくなる可能性だってあるのだよ！　絵に封ふうじられ、鬼界の住民になってしまうかも知れない！」

　意外なほどの強い力で彩遊が、千樹が筆を持つ右手首を摑つかんだ。必死の表情だった。

「やめなさい、そんなこと！」

「そうです、やめてください。姫ひめ君ぎみ。なにか他ほかの方法を」

　綾峰も焦あせったように膝ひざを進めるが、千樹は三人を見回した。

「では、他にどんな方法がありますか？　今、都に春鬼がいるかいないか、どうやって確かめますか？　法術でも探さぐれない。春鬼が意図して魔ま王おうの種に働きかけないのであれば、魔王の種が騒さわがないからと、安心も出来ない。けれど昨夜ゆうべは姿を現し、衛え士じを殺した。こんな状じよう況きようで、誰が、どうやって、春鬼が人界にいるのかいないのか、確かめられますか？」

「でもなぜ姫君が、そんな危険を冒おかさなくてはならないのですか？」

　綾峰は蒼そう白はくだった。千樹が今から、崖がけから飛び降りると、崖っぷちから身を乗り出しているのを見つめるかのように、焦り戸と惑まどった顔をしている。

「わたしが、春鬼をこの人界に引き出したと疑われているからです。そしてもし、わたし以外の何者かが、なんらかの手段によって春鬼を人界に引き寄せてしまったとしたら、曉宮のあの人の命に関かかわるからです。だから、確かめなくてはならないんです。わたしは、あの人の臣下だから。まだそうだと、あの人が、わたしを逃にがしてしまったから。そうするしかないんです」

　千樹の言葉に、三人とも気を吞まれたように沈ちん黙もくした。

　彩遊の手の力が緩ゆるみ、観念したように千樹の手首を離はなすと俯うつむく。

「千樹。君は……本当の恋こいをしたんだねぇ……」

　寂さみしげな呟つぶやきに、千樹は頰ほおを染めた。

　自分が、刀火のために必死になっているのが、自分でも滑こつ稽けいだ。

　しかし、こんな危険を冒すのは馬ば鹿か馬ば鹿かしいと思えない。刀火の身の安全のためならば、自分の身の安全など、後回しにしてもいい。

「……はい」

　恥はずかしかったが、正直に答えた。彩遊に対しては、千樹は気持ちを誤ご魔ま化かしたり出来ない。

　綾峰は、体のどこかが痛むかのような表情になり、押し黙だまる。

「だから、やります。けれどここに彩遊先生と純鉄が来てくれたことは、幸運だと思います。なにが起こるか、見守っていてもらえますから」

　純鉄は、おもいきり顔を背そむけた。

「俺は見守りなんかしない！　人に似た姿を、しかも自分の姿を点睛させるなんて！　禁忌を破るどころか、邪道きわまるじゃないか！」

「うん。いいよ。本当は綾峰様しかいない場所で、やるところだったんだもの。もしも春鬼が鬼界にいない場合は、問題ない。けれど春鬼が鬼界にいた場合は、春鬼が人界に出てくるのを防ぐために、春鬼がいるとわかったそのときに、わたしが描いた常春の鬼界の絵は、消し去る必要がある。だからもしものときは、絵を焼き捨ててもらうようにと、綾峰様にお願いだけをして、わたしだけで行くつもりだった」

　その言葉に、純鉄はぎょっとしたように振ふり向く。

「点睛したおまえの絵姿を焼いたら、おまえ自身もどうなるか、わかんないだろう！」

「でも、わたしを描えがいた絵そのものが危険な存在に変化する可能性もある。そうなれば、焼き捨ててもらうしかない。わたしが焼き捨てられることを前提に願って描く絵だから、桜の屛びよう風ぶ絵えと違って、焼き捨てることは可能だと思うの」

　鬼界と人界の境を破った春の鬼界の屛風絵は、描いた絵師の、絵を損そこなわれたくないという強い思いがあったからこそ、それが絵の魔力と結びついて、損なえない絵と成った。

　しかし千樹が焼き捨てられることを前提とし、そう願って描く絵ならば、あの桜の屛風絵と同じにはならないはず。

　そしてそれを焼き捨てたとき、千樹はどうなるか。

　あらゆる可能性があるので、考えても仕方がない。無事に済むとは、思っていない。なにかがあるだろう。それが、致ち命めい的てきななにかでないことを、祈いのるのみだ。

「わたしだって、積極的に危険を冒したいわけじゃない。純鉄と彩遊先生がいてくれるから、もしなにかがあったとき、二人がいいことを思いついて、助けてくれるかしらって、ちょっと思う」

「出来るわけないだろう！　彩遊先生は目を患わずらってるし、俺は成る絵なんか描けない！」

「でも、絵師だから。なにか考えてくれるでしょう？　そのときになったら、たぶん、必死で」

「馬鹿か!?　おまえ！　こんな頼たよりない俺たちに、自分の命を預けていくのか!?」

「そうよ」

「馬鹿！」

　思わずのように立ちあがり、純鉄は千樹を指さして怒ど鳴なった。

「馬鹿だ！　そこまでするのは馬鹿だ！　しかも、しかも……悪い奴やつだ！　禁忌破りの、邪じや道どうだ！」

「ごめんね純鉄。わたしは、あの人を助ける方法が他にはわからない。だからやるわ」

　千樹は墨すみと硯すずりに手を伸のばす。

　黙もく々もくと準備を始めると、肩かたを怒いからせて立ち尽つくしていた純鉄は、彩遊に宥なだめられ、すとんと床ゆかに腰こしを下ろす。

　三人の心配と、不安はよくわかる。三人が千樹のことを思いやって、止やめろと言ってくれているのも痛いほどにわかる。

　けれど、やらなくてはならないこともある。

　墨をすり、溶よう燭しよく台だいで膠にかわを溶とかすと、白磁の小皿で絵の具と混ぜる。彩石の色を混ぜ合わせ、多た彩さいな色を作り上げ、床に並べる。

　綾峰も、彩遊も純鉄も、千樹が黙々と進める作業を見つめていた。

　準備を進める手つきに、彼女の変わらない決心を認めたらしい。暫しばらくすると、綾峰は観念したような深いため息をつく。そして純鉄が用意してきた蠟ろう燭そく全すべてを取り出し、火をつけて、千樹の周りに並べはじめた。

　手元が格段に明るくなったので、顔をあげると、綾峰と目が合った。

「姫君がやるというなら、してください。わたしは、なにもできませんが……見守ります」

　不安げな表情ながら、綾峰は諦あきらめたように告げた。

「ありがとうございます」

　深く頭をさげた。

　彩遊と純鉄も、綾峰の決断に促うながされるように立ちあがり、千樹の左右に膝を進めた。

「色を作ってやる」

　純鉄が、ふてくされた表情をしながら、千樹の右手側にある絵の具の粉を手に取る。

「筆を揃そろえよう」

　彩遊は左手側から手を伸ばし、必要な種類の線せん描びよう筆ふでと彩いろ筆ふでを、毛もう氈せんの上に並べてくれる。

　千樹は二人にも、頭をさげた。

「純鉄、彩遊先生。ごめんなさい。ありがとうございます」

　自分がとんでもないことに挑いどもうとしているのは、百も承知だ。それにつきあわせてしまう彩遊にも純鉄にも、申し訳ない。

　けれどこうする以外に、真相を摑む方法がない。

　ようやく準備を終える。

　真夜中の、深い山中。丈たけの高い草に覆おおわれた、朽くちかけた廃はい屋おく。

　室の床には蠟燭が円形に並べられ、その中央に千樹がいた。

　彼女の前に緋ひ毛氈が敷しかれ、その上には万ばん代だい上白紙。

　紙の右手には、墨がたっぷりとすられた硯。さらにその外側には線描筆が、太いものから細いもの、合わせて六本並ぶ。紙の左側には、彩筆が十本。

　様々な色を溶かした小皿は二十以上、万代上白紙の周囲を囲むように配置されている。

　春先の爽さわやかに冷えた夜気が、千樹の周囲を取り巻く。

　早くも羽う化かした小さな蛾がが、蠟燭の炎ほのおに引き寄せられ、火に触ふれて落ちる。

　それはまるで秘密の、魔ま性しようの者の儀ぎ式しきのようだ。

　──魔性の儀式には、違ちがいない。

　千樹は線描筆を手に取り、筆先に墨を吸わせる。

　千樹が試みるのは、絵師の禁忌。しかも描くのは、自分自身。

　──けれどこれで、たった一つ、確かなものを摑つかむ。

　まずは一枚、万代上白紙を前にして、筆を手にして座った自分の姿を描く。千樹が描いたものを見て、綾峰が首を傾かしげる。

「姫ひめ君ぎみ、これは？」

「わたしです」

　つと、紙から筆を離はなした途と端たん、紙の上の千樹が、現実の千樹と同じように顔をあげる。

　絵が成っていた。

　点てん睛せいさせていないので、目は空白でうつろだが、表情と動きは、本物の千樹と寸すん分ぶん違たがわない。

「わたしが鬼界へ踏ふみこんだとき、これがわたし自身の姿を映す鏡になってくれることを、願って描いています。この絵が、春鬼が鬼界にいるか、いないか、ここにいる三人に伝えられるように。鬼界に入りこんでも、手の動きがこれに反映されれば、きっと春鬼がいるかいないかを、紙の上に書いて、伝えられるはずです」

「千樹。君は鬼界から、こちらに戻もどるとき、どうするつもりだい？」

　彩遊の問いに、千樹は微笑する。

「春鬼は、屛風絵から出てこようとしていました。おそらく絵そのものが、通路になるはずです。ですから向こうに行ったら、わたしは絵の通路を探して、そこを通って戻ります」

「だが、確証はないだろう。彩遊先生がさっき仰おつしやったように、鬼界に閉じこめられる可能性もある。あるいは賢夕先生のように……」

　純鉄は、それ以上言葉に出来ないらしく、唇くちびるを嚙かむ。

「だからこの絵は、保険でもあるの」

　千樹は、紙の前に座る自分の絵姿を指さし、微笑した。

「鬼界に閉じこめられても、この絵が存在すれば、わたしが人界に戻る縁えにしに出来ると思って」

「縁？」

「うん、だけど」

　そこから先を、千樹は言葉にしなかった。

　保険といっても、これは、ほとんど効力を発揮しない保険だ。

　この絵が人界に存在すれば、もし千樹が鬼界に封ふうじられてしまったときに、人界へと千樹を招く縁になる可能性がある。

　春鬼を描えがけば、春鬼が出現したのだ。

　ならば千樹を描けば、そのことで鬼界に封じられた千樹を、人界へ出現させられる可能性がある。

　──ただしその場合には、これを、成る絵を描く絵師が、点睛させる必要があるはず。

　成る絵をものする絵師は、千樹しかいない。

　ということは、千樹の絵を点睛させるには、成る絵をものする絵師が、再び出現するのを待つしかない。

　それでも縁がないよりは、よっぽとましだ。

　蜘く蛛もの糸に似た、ほそい命いのち綱づなだ。

「ではこれから、鬼界を描きます」

　筆を新しいものに持ち替かえると、千樹は姿勢を正して、また新たな万代上白紙に向かう。

　白紙の上に、細い筆を滑すべらせる。

　描くのは以前目にした、桜の屛びよう風ぶ絵えと似た風景。神話の鬼が住む、常とこ春はるの世界だ。

　太い幹と、いくつもの瘤こぶが隆りゆう起きした根をもつ、桜の古木の森の景色だ。その桜の森は常春の国で、花は散れども散れども、散りきることはない。延々と、際限なく続く桜の森には、花の薄うす紅べにが溶け出したかのような、薄うすい霞かすみが流れている。

　白い紙の上に出現する景色に、気持ちが引き立てられ、のめり込むように筆を動かす。

　この景色は鬼の住すみ処かであるにもかかわらず、なんと美しい景色なのだろう。

　どれほど荘そう厳ごんに美しく、幻げん想そう的に描けるか。散っても散っても、散りきらない桜の花の虚むなしさと美しさを、どこまで描けるか。そんなことに意識が引き込まれる。

　桜の古木の森の中央に、一カ所だけ、わざと間かん隔かくを空けた場所がある。そこはまだ白紙で、ひと筆も描かれていなかった。そこに描かれるべきものがあると、確信させるような絶ぜつ妙みような隙すき間まだ。

　桜の木々を描き終わると、千樹は軽く一息ついて、細い線描筆を手にした。

　わざと空白にした場所に、筆先をつける。

　──ここに、わたし自身の姿を。

　すいと、筆を滑らせる。

　毎朝鏡を見て、見慣れている自分の顔だ。そして身につけた衣ころもも、肌はだに馴な染じんだ水干。

　細い線で描くにつれて、自分の姿が出現する。

　不思議な感覚だった。鏡に映る自分の姿を、筆先でなぞっていくような、そんな感じだ。指先を描けば、自分の指先に筆先が触れるような、奇き妙みような一体感もある。

　白い紙に、ぐんぐん意識が吸い寄せられていく。

　それがわかったので、怖こわかった。

　しかし同時に、この絵を完成させ点睛させてみたいという、禁きん忌きの欲よつ求きゆうも、胸の底に芽生えている。怖いのに、やってみたい。

　恐きよう怖ふと好こう奇き心しんが入り交じり、奇妙な興奮を覚えている。

　自分の姿を描くにつれて、自分の意識そのものが、紙の向こう側からぐいぐい引っ張られる。こんな感覚を味わいながら、自分の絵姿を点睛させたら、果たしてどうなるのか。

　──怖い。

　描きながら、恐怖感に青ざめる。

　しかし手は止まらず、線描筆を置くと彩筆に手を伸のばす。

　──けれどこの恐怖感があるならば、きっと、わたしは春の鬼界へ入り込める。

　恐怖は、確証と表ひよう裏り一いつ体たいだった。

　期待しつつも、ぞっとする。

　桜の古木の幹と根に、深い色を重ねていく。

　幹は焦こげたような深い茶に、白っぽい木き肌はだの筋を描き入れ、さらには青と緑の入り交じった、斑はん点てんのような苔こけを散らす。

　桜の花は、あるかなきかの薄紅。散る花びらは、さらに白みを増す色で彩いろどる。たなびく霞が満ちる空間は、薄うす青あおと薄紅と白。微び妙みような色しき彩さいで塗ぬりつぶす。

　自分の黒くろ髪かみに、艶つやをつける。水干の織りの光こう沢たくと、緋ひの襲かさねの色も、鮮あざやかに彩さい色しよくする。肌の色を塗り、頰ほおと指先に、薄紅を差す。

「素す晴ばらしい」

　綾峰が、思わずのように声を漏もらしたのが聞こえた。

　その声を合図にしたように、千樹の筆の下を、ちらりと薄紅のなにかがよぎった。

　はっとして筆を引くと、紙面の上に、ひらひらと薄紅の桜の花びらが舞まっていた。そして桜の古木の枝が、さわさわと鳴って揺ゆれる。

「成った」

　緊きん張ちようした声で、息を吞のむように純鉄が呟つぶやく。

　──成った……。成って、しまった。あとは点睛を……。

　そう思って黒い色彩を筆先に含ふくませ、彩いろ筆ふでを手にする。

　しかし筆を構えたまま、動けなくなった。指先が、かすかに震ふるえた。

　──なにが起こるだろう。わたしは、どうなるだろう……。

　今いま更さらながらに恐怖心が強くなり、動けない。

「千樹」

　千樹の気配を察したのか、彩遊が、言外に止やめろと言いたげな、説得するような優やさしい声で呼ぶ。しかし千樹は、頑かたくなに絵を見おろし、唇を嚙む。

　──やらなくては、なにも突とつ破ぱ口を摑つかめない。

　千樹が見おろす常春の世界の真ん中に、千樹自身の姿がある。その絵姿の千樹が、ついと、少しだけ顎あごをあげた気がした。点睛されていない空くう虚きよな目で、千樹を見つめる。

　まるで、ためらう千樹を促うながすようだ。

　千樹は筆を持った指先に力をこめると、顔をあげ、綾峰と彩遊、純鉄を順じゆん繰ぐりに見た。

「綾峰様。彩遊先生と、純鉄。もしこの絵に、なにか怪あやしげな気配があれば、焼き捨ててください。それを約束してください」

「しかし姫ひめ君ぎみ。もし姫君の姿を焼き捨ててしまったら、なにが起こるか」

「いいんです。お願いします。焼いてください」

　きっぱり告げると、綾峰は苦しげな顔をした。否ひとも是ぜとも答えないので、すがるように、再度願う。

「お願いです。焼いてください」

「安心しなさい。焼いてあげるよ、千樹」

　答えられない綾峰に代わり、静かに答えたのは彩遊だ。いつになく生き真ま面じ目めな表情で、ぴんと張りつめた気配で背筋を伸ばしている。

　いつもの彩遊と、少し違ちがう気がした。もしかしたら彼は、絵と向きあっていたとき、こんな雰ふん囲い気きでいたのかもしれないと思えるような、凜り々りしさがある。

「なにか、この世に災わざわいを起こしそうな気配があれば、この絵は焼き捨てよう」

「ありがとうございます、先生」

　描くからには、描いたものに責任を持ちたい。そう願う千樹の願いを、彩遊は受け止めてくれる。かつて成る絵をものした絵師だからこそ、そして、千樹の師し匠しようだからこそだろう。

　千樹は改めて絵に向かった。

　彩筆を握にぎり、自分の絵姿を見おろす。空虚な目に筆先を下ろした。

　──点てん睛せい。

　千樹の絵姿の、両目に瞳ひとみが入った。筆をあげて千樹は動きを止める。

　その場にいた全員が息を詰つめ、動きを止め、千樹の絵姿を注視した一いつ瞬しゆんの静せい寂じやく。

　突とつ然ぜん、絵姿の千樹が、驚おどろいたように目を瞬しばたたき千樹を見あげた。

　千樹と目が合った。

　その瞬間、千樹の周囲が暗くら闇やみになり、体がぐるりと一回転したような奇妙な感覚がした。

　すぐに周囲は明るくなる。

　今まで座っていた、床ゆか板いたの固さや、蠟ろう燭そくの明かりに揺れる影かげや、周囲を埋うずめる闇やみが消えていた。

　そこはほの明るい光が満ちる、薄青と薄紅の霞がたなびく、古い桜の森の中だった。




　　　　○




「千樹姫ひめ!?」

　千樹が、自分の絵姿に瞳を入れた瞬間、いきなり彼女は、へなへなと力をなくしてその場に倒たおれ伏ふした。綾峰が焦あせって駆かけ寄り抱だき起こしたが、千樹の体はぐにゃりとしていた。生きている気配がない。

「姫、君？」

　震える指で唇くちびるに触ふれるが、呼吸をしていない。急いで指先を首筋に滑らせて脈を取るが、脈も打っていない。

「死んでしまうなんて、そんな！」

　点睛させた瞬間、千樹が死ぬことになろうとは、綾峰は予測していなかった。あまりにも恐おそろしい結果に、千樹の体を強くかき抱いだく。

「姫君！　そんな、まさか！」

「綾峰様」

　混乱する綾峰の肩かたに、そっと触れたのは純鉄だった。

「綾峰様、見てください。あいつは、死んでない」

　純鉄が指さしたのは、千樹が描えがいた桜の森の絵だ。その真ん中にたっている千樹の絵姿は、驚いたように目を瞬き、周囲を見回し、ふと気がついたかのように、こちらを見つめてにこりと微ほほ笑えむ。

「これは……」

　彩遊が、ぼやける目で必死に絵を見つめながら、こちらに向かって手を振ふる千樹の絵を、覗のぞきこむ。

「点睛させることで、千樹の魂たましいは、絵の中に引き込まれたのでしょう」

　彩遊の言葉に、綾峰は呆ぼう然ぜんとする。

　純鉄も彩遊も、綾峰ほどには取り乱していない。彼等の目は落ち着いて、そして絶え間なく考えを巡めぐらせているかのように鋭するどく、緊張している。戦場に向かう武辺の者のように、彼等の気配は張りつめている。それでもなお冷静だ。

「純鉄君」

　彩遊が、純鉄をふり返る。

「千樹が描いた、もう一枚の千樹の絵はどうなっている？」

「桜の森の中にいるあいつと同じように、手を振っています」

「そうかい。ならば千樹の読みどおり、二つの千樹は、繫つながっているんだね。現実にここにある、千樹の体。春の鬼界にいる千樹の魂と、それの影のようにして繫がっているもう一枚の、点睛していない千樹の絵」

　彩遊は確かく認にんするように呟く。

「向こう側から、この絵が通路のように見えていれば、千樹はこの絵を通して帰ってこられるはずだよ。それを祈いのっていよう、純鉄君」

　純鉄も親指の爪つめを嚙かみながら、必死になにかを考えようとしているようだった。

「でも先生、あいつが言ったように、もしこの絵を焼き捨てる事態になってしまったら、あいつの帰り道は、どうなりますか？」

　それに、彩遊は沈ちん黙もくで応こたえた。

　その沈黙を答えだと思ったらしく、純鉄は唇を嚙んで、それ以上は口を開かない。

　綾峰は、焦しよう燥そう感かんのためにどうにかなりそうだった。

　──姫君は、本当に帰れるのか？

　膝ひざの上に抱きしめた千樹の体は、徐じよ々じよに冷えてくる。それが恐ろしくて、たまらなかった。




　　　　○




　逃にげろと、懇こん願がんするように言った雅近を、刀火は追い返した。

　雅近は不承不承の様子で去ったが、刀火を逃がすことを諦あきらめたようにも思えない。

　雅近は衛え門もん府ふの頭かみとともに、夜を徹てつして千樹の行方ゆくえを追う衛え士じたちの指揮をとるため、衛門府に詰めている。頼近も、雅近の側そばにいるはずだ。

　頼近は、もし千樹に危機が迫せまれば真っ先に伝えると、約束してくれていた。

　しかし幻繕だけは曉宮の寝しん殿でん前に張りついて、動く気配がない。

　幻繕に見張られ続けている現状では、動くどころか、曉宮を出るのすらままならない。

　──どうするか。

　刀火は、庭にいる幻繕の姿を御み簾す越ごしに見つめながら、ずっと考えていた。そうして考えていると、幼い頃ころのことを思い出す。

　幻繕はよく、刀火の頭を撫なでていた。可か愛わいい、可愛いするように撫で続けるので、十一ばかりの年になったとき、「鬱うつ陶とうしいので止やめろ」と命じた。すると幻繕は、にこにこしながら言ったのだ。

『宮のお可愛らしい頭の位置を、確認しておるだけですじゃ。この可愛らしい頭も、魔ま王おうになられてしまうようなことがあれば、わしは、斬きり落とさねばならぬからのぉ』

　と、慈いつくしむように、哀あわれむように言ったのだ。

　子供の刀火にも、この老法術士は、自分を慈しんでいるのと同時に、自分の首を欲しがっているのだろうとわかった。それでも恐ろしいとか憎にくいとか、哀かなしいとは、思わなかった。

　ただ、自分の師匠が欲ほつするものは、ひどく複雑なのだと理解した。

　──そうだったな。あのときと、御ご法ほうは変わらないということだ。

　そのことに思い当たり、刀火は決意した。立ちあがると、御簾を押し上げて簀すの子こへ出た。

「よほど、わたしを斬り殺したいか？　御法」

　月が明るく、瞑めい目もくして庭石の上に座る幻繕の影が、桜の花びらが散り敷しかれた地面の上にくっきりと落ちている。

　刀火は階きざはしを下りると、微笑しながら己おのれの師匠に近づいた。

「宮を斬りたいわけではないが、春鬼が人界に出現したというのであれば、わしは宮から目を離はなすことはできぬだけじゃわい」

　幻繕は目を開くと、肩をすくめる。

「そうか。わたしを斬りたいわけではないなら、つきあえ御法」

「何ど処こへ行かれる？」

「わたしなりに、この混乱を収束させる糸口を見つける。柚葉に話を聞く。彼女は、衛門府の仮かり牢ろうに入れられていたはずだな」

　告げると歩き出す。

　幻繕は訝いぶかしげな顔をした。それでもひょいと石から下りると、刀火の横に並んで、ついてきた。

「柚葉に、なにを問うのじゃ」

「操あやつられる直前に、柚葉が誰だれと接せつ触しよくしたかを訊きく。それによって、柚葉の前に、誰が鬼に取り憑つかれていたのか、わかる」

「それがわかったところで、なにになるのじゃ、宮よ」

　曉宮の門を出て、刀火はゆるゆると歩きながら、幻繕に流し目をくれる。

「鬼の動きが、おかしくはないか？　御法」

「なんじゃ、藪やぶから棒に。確かに妙みような動きをしておるが、鬼がなにを考え、どう動いておるかなど、わしらに理解出来ようはずもない」

　ふっと、刀火は笑った。

　鬼はなにを考え、どうしてこんなことをしでかしているのか。それを考えようとするから、混乱する。

　だから単純に考えた。

　鬼が妙な動きを続けているのは、もしや、妙な動きしか出来ないからではないか、と。

　とするならば、なぜ鬼が妙な動きしか出来ないのか、理由を考えればいい。

　理由を見つけ出すのに役立つのは、今までの出来事で感じた違い和わ感かんを探さぐり出すこと。

　違和感を探り出し、そしてその違和感をなぜ感じたか考える。その答えが見つかれば、必ず、なぜ鬼が妙な動きしか出来ないのかが見えてくる。

　そこで刀火は、自分が今までにないほどの違和感に戸と惑まどった出来事に思い当たった。

　──この傷。

　いまだにうずく肩の深い傷が、刀火に真実を教えるかも知れない。

　背後から降り注ぐ月光が、自分の前に影かげを落とす。幻繕の問いには答えず、自分の影をゆっくり追うように、刀火は歩みを進める。

　衛門府の仮牢の前には、篝かがり火びが焚たかれていた。

　罪人がいるとき、必ず牢の出入り口には篝火が焚かれ、衛士が一人立ち番につく。

　刀火が近づくと、衛士は槍やりを構えた。だが月光の明るさで刀火の顔を認めると、慌あわてて槍を引き頭をさげた。

「中にいる者に、用事がある」

　それだけ言うと、湿しめっぽい仮牢の中に踏ふみこんだ。

　油皿に小さな明かりが灯ともり、所々に掲かかげられていた。

　並んだ格こう子しの向こうの一つに、柚葉の姿があった。彼女は念のために閉じこめられているが、罪人の扱あつかいではない。そのために格子の中は、多少、居い心ごこ地ち良くしつらえられていた。

　菰こもの上に毛もう氈せんを敷き、円わろう座だもある。燭しよく台だいも置かれ、夜具なども揃そろっていた。

　しかし柚葉は、毛氈の上に突っ伏ぷして肩を震ふるわせて泣いていた。その儚はかなげな風ふ情ぜいは、刀火ですら胸が痛む。

「柚葉」

　声をかけると、びくっとして柚葉は顔をあげた。涙なみだに濡ぬれ、泣きはらした目で刀火を認めると、声を震わせた。

「曉宮様……申し訳ありません。わたしは……」

「謝る必要も、泣く必要もない。おまえは罪人ではなく、念のため、ここに入れられているだけだ。不自由だろうが、ことが済むまではここにいてもらう」

「いえ、それは、いいんです。わかっています。ただわたしは、……わたしは……姫ひめ様にとても申し訳ないことをしでかしたということが……」

　そこでまた、瞳ひとみに涙が盛りあがる。

「自分がなにを言ったか、覚えていないか？」

「はい。なにも、……覚えていません。けれど大変なことをしたと聞いています」

「いつから、自分のやったことを覚えていない？」

　問われると、柚葉は目を瞬しばたたく。

「それが、なにか……」

「確かめたいだけだ。いつから、覚えていない」

　重ねて問うと、柚葉は目を泳がせ、自分の記き憶おくを探っているようだった。そして、

「昨夜ゆうべです。昨夜、雅近様に会うために万龍の社に行った所までしか、覚えていません。その後は、雅近様や衛士の方々に押さえつけられるまで、自分がなにをしていたかもわかりません」

「雅近？　逢おう瀬せの約束をしていたのか？」

　昨夜は、頼近が正式に常宮に勤めることになった祝いの酒しゆ宴えんが開かれていたはずだ。

「お約束はありませんでした。けれど東の対たいの屋やへ帰ったら、雅近様からの文が置かれていて。それに呼び出されて、万龍の社へ参りました」

「雅近には会ったか？」

「いいえ。社に到とう着ちやくしましたが、誰もいなくて。どうしようかと思っていたら、背後に人の気配がして。雅近様が来たのだろうと、振ふり向こうとしたところまでしか、覚えていません」

「呼び出しの文は、確かに雅近からのものだったか？」

「はい。文字はちゃんと、雅近様の文字でした。けれど先ほど、雅近様がこちらにおいでになったときに文のことを話しましたが、雅近様はそんな文を書いた覚えはないと仰おつしやって……。わたしは、たぶん騙だまされたんです」

　自分の失態を責めるように、柚葉は小さな拳こぶしを膝ひざの上に握にぎりしめる。そのつむじを見つめて、刀火は柚葉という侍じ女じよはどんな侍女かを、冷静に考えていた。

　柚葉は常宮に出仕した十の年から、阿樹に仕えていた。

　騒そう々ぞうしいことや目立つことを嫌きらった阿樹に仕える侍女の数は、極きよく端たんに少なかった。

　その阿樹の身の回りの世話から、心を慰なぐさめることまで、ほとんど柚葉一人でやっていたと言っても過言でないほど、よく働いていた。

　上主すらも柚葉の名を覚えていたのは、役に立つ侍女だったからだろう。

　──その侍女が、文の手しゆ蹟せきで惑まどわされるだろうか。手蹟を読み判じることは、侍女の最も得意とするところだろう。

　幻繕が、訝しげに刀火を見やる。

「何を考えておる、宮よ」

「文を書いたのは、間ま違ちがいなく雅近だろう」

　告げると、立ちあがる。柚葉は目を丸くした。

「けれど雅近様は、覚えがないと」

「覚えはなくとも、おまえが手蹟を間違えるとは考えにくい。その文は、間違いなく雅近の手になるものだ。礼を言う、柚葉。休め」

　それだけ言うと仮牢を出た刀火を、幻繕が慌てて追ってくる。

「宮よ。何かわかったのかの？　まさか雅近殿どのがまたもや、鬼おにに取り憑かれておったか？」

「一いち概がいにそうとも言えないが、わずかに理解出来たことはある。それよりも、御法」

　衛門府の敷しき地ちを出ると足を止め、幻繕をふり返った。

「なんじゃ？」

「暫しばし、待て。いいものをやる」

　微笑すると、幻繕は警けい戒かいするような、訝しげな顔になる。

　刀火は首に連なる珠たま飾かざりを抜ぬき取ると、力任せに引きちぎった。ぱらぱらと地面に珠が跳はねて散ったが、構わずそのままにした。そして、珠と珠を繫つなぎとめていた糸だけを両手に摑つかむ。

　糸を強くしごいて、鋭するどく呪じゆを唱える。

「縛・斬ざん」

　呪を唱え終わると、手にした糸を己おのれの首に何重にも巻きつけた。最後は固く結んで、容易にほどけないようにする。

「宮。何をなさっておられる」

　目を見開く幻繕には答えることなく、刀火は、懐ふところから一枚の参を取り出す。

　白い紙人形の首に、横に真っ直すぐ、爪つめで傷を入れる。傷を入れた部分に指を当て、「縛・同」と唱えると、一いつ瞬しゆん、紙人形が薄うす緑みどりの光を発し、さらに刀火の首に巻きついた糸が、同様の光を発した。

　刀火は、手にした紙人形を幻繕に差し出す。

「この参を、わたしの首につけた縛いましめと連動させた。首の縛めには、漸の呪をかけた。参の首を落とせば、わたしの首にある糸が漸の呪を発動させ、わたしの首が落ちる」

「なんたる危ないことをなさる、宮よ」

　咎とがめるように目をきつくした幻繕に、刀火もまた鋭い視線を返す。

「わたしの首を、御ご法ほうに預けようと言っている。もしわたしが狂きよう乱らんすれば、躊躇ためらいなく刎はねてよい。それを許す。そのかわり、わたしが魔ま王おうとなり狂乱するまでは、わたしの言葉を信じ、わたしに力を貸せ。この参は、御法の力を借りるための、代価だ」

　千樹が見つけ出すはずの、一つの確証。それは春鬼が、本当に人界に彷徨さまよい出ているか、否いなか。彼女がそれを探さぐり出すために危険を冒おかしているとすれば、刀火は、彼女のもたらす確証を得た瞬しゆん間かんに、この一件の構造を理解し、そしてその中心にいるはずの者を、あぶり出す準備をしなくてはならない。

　そのためには、幻繕の協力は不可欠だ。刀火を監かん視しし続ける幻繕が協力的でなければ、刀火は一歩も動けない。

「ご自分の首を、代価になさるか？」

「それ以外、御法が欲しがるものがないだろう？」

　幻繕は大おお仰ぎようにため息をつく。

「まったく、……手に負えぬ宮様じゃ」

「御法の弟で子しだからな」

　刀火は、にやりと笑った。

　呆あきれたように首を振りつつ、幻繕は刀火が差し出した参を手に取ると、懐に入れた。

「宮の首、確かに預かりましょうぞ。して、わしに何をさせたいのじゃ？」

「わたしは、千樹が春鬼を人界へ出現させたとは思っていない。千樹自身も否定している。だが春鬼を目もく撃げきした者がいるのも事実。千樹の仕し業わざでないにしても、春鬼が人界へ彷徨い出ている可能性もある。あるいは、目撃した者が、何者かにたぶらかされたか。どちらにしても、春鬼がこの人界にいるかいないか、それを確かめるのが最も重要なのは、わかるな？」

「そうじゃな。まずは、宮の中の魔王の種が、眠ねむっていてくれるか、否かが、わしにとっても最も重要じゃ」

「そのために千樹が、春鬼の存在が鬼界にあるか、人界にあるか、確かめようとしている」

「やはり姫ひめ君ぎみと連れん絡らくを取っておったか。まあ、よいわ。しかし確かめる？　いかにして？」

「絵の魔ま力りよくを使うと言っていたが、詳くわしくは聞いていない」

　答えながら、苦いものがこみあげる。千樹が今、どのような危あやういことをしようとしているのか、想像するだけで苦しい。できるならば、止やめろと命じたい。

　だが、千樹にしか出来ないことだ。法術で探れないものでも、絵の魔力でならば探れる可能性がある。

　これは刀火にとっても、千樹にとっても必要なことだ。

「千樹が一つ確かな事実を摑むことが出来れば、この一件を引き起こす、渦うずの中心が見えるはず。そうなったとき、御法、わたしに力を貸せ」
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　御お渡わたり橋ばしを渡わたり終えたすぐの所に、都の治安を預かる役所、衛え士じ府ふがある。

　千樹姫ひめの捜そう索さくのために組織された衛士の一団は、衛士府に集められ、そこから四方に散っていた。指揮をとる衛門府頭も衛士府頭も、衛士府に詰つめていた。

　高月雅近はそこで大方の指示を出し終えると、また常宮へ帰るべく馬を歩かせていた。その表情は、苦々しい。眉み間けんの皺しわが深いので、垂れ目も愛あい嬌きようがあるようには見えず、かえって不ふ機き嫌げんさを強調していた。

「雅近？」

　御渡橋を目前にしたところで、頼近にでくわした。彼も馬に乗っていたが、その轡くつわを九反が引いていた。

　真夜中ではあったが、月明かりのために二つの人馬の影かげは、白っぽい地面にくっきりと黒く落ちる。互たがいの表情も詳しよう細さいにわかった。

「雅近。今、おまえを捜さがしに衛士府へ行くところだった。千樹姫捜索の様子は？　なにか手がかりがあったか？」

　馬を並べた頼近に、雅近は渋しぶい顔のまま答えた。

「いや。これといった情報はない。ただ都を出てから、どうやらまた北へ進路をとったらしいというのは、わかっている」

「北？　北、か」

　頼近は言うと、ちらりと九反に目配せした。九反はそっと馬の轡を離はなし、二人に一礼すると、闇やみに溶とけるように早足で歩き去った。

「九反はどうした？」

「千樹姫が逃にげた方面で、九反が法術を駆く使しして探たん索さくすれば、手がかりを得られるかもしれないだろう。だから、行かせたんだ」

「あの目配せで、よくそれほど意思の疎そ通つうがはかれるものだな」

　驚おどろいたらしい雅近に、頼近は笑う。

「共に過ごした時間が長いからな。たいがいのことは、言葉にせずともわかる」

「ああ……。そうか。俺とは、違ちがうな」

　すこしだけ、雅近が寂さびしそうな微笑を見せたので、頼近は弟の背中をどやしつけた。

「どうした雅近。おまえとは血を分けた兄弟だ。離れていた時間で、血が薄うすれることはない」

「そうだな。けれど重ねた時間というのは、恐おそろしいほど効力があると思ってね。俺は頼近がいなくなってからずっと、心の何ど処こかに頼近のことがあった。けれど時間を重ねたのは、曉宮様とだったからな。俺はおまえを心配するように、宮様を心配してしまう」

「その曉宮様は、どうだった？　上北国へ行くことを、承知してくださったか？　ことは早い方がいい。もし承知ならば、わたしは今夜にでも」

「いや。駄だ目めだった。宮様は、逃げぬと仰おつしやった」

　ため息混じりに、雅近は告げた。

「考えれば当然だ。先の桜の屛びよう風ぶ絵えの騒そう動どうのときも、俺がなにを言っても宮様は逃げようとしなかった。逃げるくらいならば、ご自分の身は、ご自分で決着をつけるおつもりだ。だが……」

　雅近は手た綱づなを握にぎる拳こぶしに力をこめる。

「俺は、そうはさせない」

「雅近。安心しろ。わたしが、曉宮様を上北国へとお連れする」

　震ふるえる拳を、頼近が宥なだめるように叩たたく。

「わたしが、やってやる」

「どうする？」

「任せろ」

　にこりと頼近は微ほほ笑えみ、手をあげた。

「とりあえずおまえは、衛門府に帰って詰めていなければいけないだろう？　わたしは、曉宮様を上北国へお連れするため、力を尽つくす。ではな、雅近。また後で」








　四花　人界と鬼界のあわい






「これが……四季鬼界。常とこ春はるの鬼界」

　呟つぶやいた声は、薄い霞かすみがたなびく空間へ吸い込まれる。

　夢の中のように美しい光景だったが、耳元でからからと擦こすれ合う枝の音ははっきりしているし、肩かたに降りかかってくる桜の花びらも、指で摘つまむと、しっとりとした質感を感じる。

　これが神話の世界なのかと、おののくと同時に、美しさと荘そう厳ごんさに圧あつ倒とうされる。

「綺き麗れい」

　桜の屛風絵を描えがいた絵師の気持ちが、このとき千樹にはわかる気がした。

　あの絵を描いた絵師は、神話の物語を読んで、この世界をありありと思い浮うかべられるほどの想像力があったのか。それとも何かのはずみで、この世界を垣かい間ま見みたのか。

　どちらにしても、この景色を知っていたら、絵師ならば描かずにはいられないはず。

　地面は白い砂混じりの土で、その地面の白さの中に、雲うん母もを撒まいたような輝かがやきがある。そして白い輝きを発する地面から、桜の古木の根が、鮮あざやかな緑の苔こけに守られて隆りゆう起きしている。

　桜の幹には青とも緑とも言えない薄い苔がはびこり、太い枝先まで覆おおう。枝先に咲さき乱れる桜は、白とみまごうほどに薄うす紅べに。

　その薄紅が溶け出したように、周囲には霞が漂ただよっている。

　霞は薄紅を基本に、所々、白や薄うす青あおが混じる。

　見あげると、揺ゆれる花の群れの向こう側に、小さな黒い四角が、ぽっかりと浮かんでいた。空間の一部が、そこだけ切り取られたような有様だった。

　あまりに場ば違ちがいなその存在に目を瞬しばたたくが、それが鬼界と人界に穴を空けた絵の存在だと、すぐに気がつく。

「そうか。鬼界から見ると、こう見えるのね」

　その黒い四角は、千樹が描いた常春の鬼界の絵と、寸すん分ぶん違たがわない大きさだった。紙の大きさが通路の大きさになるらしい。ということは、千樹は向こう側へ帰りたくなったら、あの暗い四角へ向けて飛びこめばいいのだろうか。

　その四角い暗くら闇やみの向こう側に、ちらちらと揺れる、蠟ろう燭そくの明かりを見たような気がした。

　──綾峰様や彩遊先生、純鉄には、見えるかしら？

　そう思って手を振ふってみるが、向こう側は暗くて、千樹の目にはなにも見えなかった。

「あの通路が、あまり目立たないのが救いね」

　屛風絵の大きさがあれば、それは易やす々やすと見つけられてしまう。この程度の大きさであれば、頭上に注意を向けて歩いていない限りは、目につく恐れがない。

「まあ……春鬼がいなければ、大きかろうが小さかろうが、関係ないけど」

　もし、春鬼が鬼界にいたときは厄やつ介かいだ。春鬼がこの出入り口を見つける前に、千樹は人界へ戻もどり、さらに春鬼がこの出入り口を通り抜ぬける前に、道をふさぐ必要がある。

「厄介だなぁ」

　と呟いてみるが、実は、春鬼が鬼界にいてくれた方が、千樹にとっても刀火にとっても、ありがたい。春鬼が人界へ彷徨さまよい出ているのならば、刀火はいずれ魔ま王おうとなる。そのまえに春鬼を滅ほろぼせればいいのだが、簡単ではないだろう。

　それよりも春鬼が鬼界に留とどまっている方が、好ましい結果なのだ。

　都に出現した春鬼は、幻まぼろしかなにかであってくれればいい。

　──もし、ここに春鬼がいなかったら。

　それを考えると絶望的な気持ちになるが、とにかく今は春鬼の姿を探すのだ。それだけを己おのれに言い聞かせ、千樹は、神話の世界に足を踏ふみ出した。

　神話の世界を歩くというのは、一歩足を踏み出すごとにぞっとするような、なんとも言えない恐ろしさを感じる。自分がこの場所にいてはならない存在だと、ひしひしと感じるからだろう。ここは人間が踏みこんではいけない場所のはず。

　さわさわと、桜の花が擦れ合って微かすかな音を立てるのが、人の囁ささやき声にすら聞こえる。

　さわさわ、さわさわという音が、人だよ、人だよ、と聞こえる。

『人だよ、人だよ』

　千樹の耳に、はっきりと聞こえた。

　ぎょっとして立ち止まり、周囲を見回す。

　声が、さらにはっきりと数を増やす。しかもその声は、しわがれた老人の声、若々しい青年の声、あるいは幼子の澄すんだ声と様々だ。

『人だよ、人だよ』

『人だよ』

『人』

『人』

『人』

　押し寄せてくる声が恐ろしくなり、千樹は怒ど鳴なった。

「誰だれなの!?」

　千樹の声は空間に吸い込まれ、押し寄せる声も止やんだ。

　背筋が冷える。ここは神話世界なのだから、なにがあっても、いても、おかしくない。

　しかも周囲は同じような桜の古木が林立していて、帰り道がわからなくなりそうだ。そう思って、今来た道をふり返ると、遠くに黒い四角が浮かんでいるのが見える。

　──見失っていない。よかった。

　ほっとしたのも、つかの間だった。

「ほう、人だねぇ。しかも我われには見覚えのある、人だねぇ」

　背後の頭上から、金属をぶつけ合うような、澄んだ硬こう質しつな声が降ってきた。

　急ぎふり返ると、いつの間に出現していたのか、桜の古木の太い枝に、白い髪かみに白い肌はだ、額には二本の角がある、端たん麗れいな容姿の鬼が寝ねそべっている。

　──春鬼！　ここに、いたの!?

　その出現に恐きよう怖ふするのと同時に、喜びがわきあがる。

　──春鬼がここにいるなら、都の春鬼は偽にせ物もの！　知らせないと！

　千樹は、ふり返りたかった。ふり返って駆かけ出して、一目散に、あの小さな通路に飛びこみたかった。しかしそうしてしまえば、春鬼が通路に気がついてしまうはず。俊しゆん敏びんな春鬼の方が、千樹よりもよほど早く、通路を通ってしまうだろう。

　──どうすればいい。

　春鬼がここにいて、都には出現していないのだと、刀火に知らせなくてはならない。それが第一だ。

　千樹はその場にしゃがみ込むと、地面に指を走らせた。

『春鬼　鬼界に　在り』

　大きく、地面に書いた。




　　　　○




　冷えていく千樹の体を膝ひざに抱だき、綾峰は幾いく度ども、千樹の額の髪を指で撫なでる。そうしていれば、少しでも彼女の体が冷えるのを食い止められるような気がして、ただ念じて、触ふれ続ける。

　彩遊と純鉄は、千樹が描いた桜の森の絵と、千樹の姿のみが描かれた絵を並べ、じっと覗のぞきこんでいる。

「森の奥へ、あいつの姿が消えました」

　純鉄が言うと、彩遊が頷うなずく。

　桜の森の中に描かれていた千樹の姿が、するすると動き、桜の森の奥へと隠かくれる。紙の上から消えた。千樹が描かれていた場所には、ぽっかりと不自然な隙すき間まが開く。

「動いたのだね、どこかへ。では純鉄君、そちらの千樹の絵はなにをしている？」

　そちらと彩遊が言ったのは、点てん睛せいされていない、千樹のみが描かれた絵だ。

「立ちあがりました。歩いているみたいです……あれ？」

　純鉄が息を吞のんだ。

「しゃがみ込んで、文字を書いた！」

　その言葉に、綾峰も視線をあげて純鉄が覗きこむ絵に視線を向ける。

　しゃがみ込んだ千樹の指先が動き、白紙の上に、あるかなきかの、砂の上に書く文字のような、薄うすい染しみが浮うき上がる。

『春鬼　鬼界に　在り』

　そう読めた。

　その瞬しゆん間かん、純鉄がはっとしたように立ちあがり、桜の森の絵を手に取る。

　千樹の絵姿が、文字を書いた途と端たんに立ちあがり、白い画面の中で必死に駆け出した。

　純鉄が切せつ迫ぱくした声をあげた。

「春鬼が、出てくる！」




　　　　○




　地面に文字を書き終わると、千樹は駆け出した。通路のある方向とは、逆の方向へと駆ける。

　春鬼を出来るだけ通路から遠ざけなければ、通路の存在を知られてしまう。春鬼を首しゆ尾びよく引き離はなすことが出来れば、その後、通路の場所に帰ればいい。

　ただ、自分が正しく通路の場所に帰れる自信は、あまりなかった。それでも春鬼が人界に出てしまえば、千樹が春鬼を人界へ呼び寄せてしまったことになる。こんな間ま抜ぬけな話はない。

　そうしないためにも、とにかく春鬼を引き離そうとした。

　駆け出した千樹の後ろ姿を見て、春鬼はにっと笑った。

「おやおや、元気だねぇ。よいねぇ、よいよい。よい遊び相手になりそうだねぇ」

　優ゆう雅がに身を起こすと、桜の枝の上に立ちあがる。そしてちょいと膝を曲げ、軽く跳ちよう躍やくした。

　跳躍したその飛ひ距きよ離りに、千樹は目を見張る。

　鬼は千樹の頭の上を軽々と飛び越こえ、千樹の前方に着地していた。

　──とんでもない……。

　こんな神話の生き物を、出し抜けるとは到とう底てい思えない。

　千樹は春鬼に背を見せると、今来た方向に駆け戻ろうとした。しかし慌あわてるあまりに桜の根に足が引っかかり、転んでしまった。

　悲鳴をあげたが、すぐに立ちあがろうと上体を起こす。

　しかし顔をあげた真ん前に、春鬼の白い顔があった。息がかかるほど近くで、春鬼は千樹を覗きこんでいる。

　春鬼の吐と息いきは、花の薫かおりだ。かぐわしさが、かえって恐怖心をかき立てた。

「さぁてねぇ、さて。どこから入り込んできたか、我に教えてくれないかねぇ。ねぇ、人の子」

　絶望感が、喉のどの奥までせりあがってくる。

　──鬼は、通路が開いたからこそ、わたしが入り込んだのだと感づいてる。

　もはや猶ゆう予よはないと思った。

　千樹は俯うつむき、倒たおれた姿勢のまま、指先で大きく地面に書いた。

『燃やせ』




　　　　○




『燃やせ』

　千樹の絵姿が倒れこむと、その絵姿は指で文字を書いた。そのぼんやりとした文字を目にした瞬間、綾峰と純鉄は、同時に目を見開き息を吞む。

　千樹がこの場にいる三人に命じたことは、明白だった。

　桜の森の絵を燃やせということだ。

　しかしそれは、千樹の帰り道を焼き捨てるということだ。

　純鉄は桜の森の絵を手にしたまま、蒼そう白はくで、唇くちびるを震ふるわせた。

「……燃やせって……そんな。できない」

　綾峰は千樹の体を強くかき抱きながら、必死に声をあげた。

「純鉄、燃やすな！」

「でも、綾峰様。春鬼が。このままにしていたら、おそらく春鬼が」

「なんでもよい！　燃やすな、燃やすことはならない！　なにが起ころうとも、わたしが責任をもつ、だから燃やすな！」

　もし春鬼が人界に彷徨さまよい出てしまったら、自分がどう責任をとるのかと、嘲ちよう笑しようする声が頭の中で響ひびく。だが綾峰は、絶対に千樹の帰り道を失いたくなかった。

「燃やすな！」

　沈ちん黙もくして座りこんでいた彩遊が、突とつ然ぜん、思いもよらない素す早ばやさで立ちあがると、純鉄の手にある桜の森の絵を奪うばい取った。

「彩遊先生!?」

「彩遊！」

　二人が驚おどろきに声をあげ、彩遊の腕うでを摑つかむ前に、彩遊は桜の森の絵を、蠟ろう燭そくの炎ほのおにかざしていた。

　火が触れた途端に、万ばん代だい上白紙は油でも染みこんでいたかのように、ぱっと一いつ瞬しゆんにして燃え上がった。

「彩遊、なんたることを！」

　綾峰が片かた膝ひざ立ちになり、純鉄は呆ぼう然ぜんと硬こう直ちよくする。

　彩遊は燃え落ちる万代上白紙を指から離す。

　真っ黒な破は片へんが、蠟燭の炎を覆おおうようにぱらぱらと床ゆかに散らばった。

　力なく散る真っ黒な欠片かけらと同じように、彩遊もまた、その場に力なく膝をつく。

「彩遊！」

　綾峰の怒ど気きをはらんだ声に、彩遊はのろのろと顔をあげた。息をするのも苦しげに、彩遊は、首を振ふりながら言う。

「絵は簡単に燃え尽つきました。それはあの子の、意思だからです。ですからこんなに、あっさり燃え尽きてしまった。だから……あの子は、こうしろと望みました。だから、こうするべきで……」

　彩遊の眦まなじりから、滴しずくが流れる。

　それを目にして綾峰は、どうしようもない絶望感に襲おそわれる。彩遊は正しい。だがやるせなくて、苦しくて、悔くやしくて、哀かなしくて、千樹の体を抱だきしめ、彼女の胸に顔を埋うずめた。

「なぜ、姫ひめ君ぎみ。こんなに簡単に、なぜ……！」

　彩遊は床に両手をつき、項うな垂だれた。

　綾峰と彩遊の様子を呆然と見つめていた純鉄は、視線を千樹の絵姿に移した。ぼんやりとした目でそれを見つめていたが、その目に徐じよ々じよに、思考の輝かがやきが宿ってくる。

「……やるんだ」

　ぽつりと呟つぶやく。誰かを勇気づけ鼓こ舞ぶするように、さらに純鉄は呟く。

「やるんだ。やらなきゃ」

　その呟きは、徐々に力強さを増していた。

「やるんだ」

　決然と言うと、純鉄は千樹の絵姿を手に取った。そして彩遊の傍かたわらにしゃがんだ。

「先生。帰り道を作りましょう」

　ゆっくりと顔をあげる彩遊に、純鉄は励はげますように言った。

「あいつは、言ったじゃないですか。これはあいつを、人界に繫つなぎとめる縁えにしだと」

「……純鉄君？　なにを言っているんだい」

「帰り道を作りましょう。作らなくちゃ、ならない！」




　　　　○




「燃やせ、ねぇ。燃やせ、燃やせとねぇ？」

　春鬼はにたにたと笑いながら、すいと立ちあがる。

「通路を消す工く夫ふうを、してきたのだねぇ。惜おしいねぇ、惜しい。人の子が、そこまで周しゆう到とうでなければねぇ。我われもここから出られただろうにねぇ」

　白い土を握にぎりしめ、千樹は顔をあげて春鬼を睨にらみあげる。

「そうよ。鬼界と人界を繫ぐ通路は、消したわ。あなたが人界へ行く道はない。どうする？　わたしを殺す？」

　すると春鬼が微ほほ笑えんだ。

「勘かん違ちがいをしているねぇ、人の子よ。我はねぇ、人が嫌きらいでもなんでもない。どちらかというと、好きすぎてねぇ、困っているほどなのだから。だから、ねぇ、人の子を殺そうなどとは思わぬ、思わぬよ」

　言うなり、春鬼は腰こしをかがめて千樹の両手首を握った。そしてついと、まるで千樹の体重がなくなったかのように、軽々と千樹を引きあげてたたせる。

　自分の体がふわりと持ち上がり、地面に足がついたので、千樹は目を丸くして春鬼を見あげた。春鬼は白く美しい顔で笑っている。

「時間は、有り余るほどにあるからねぇ。さて、さて、人の子。我と共に桜の森をそぞろ歩くかい？　ねぇ」

　握っていた千樹の両手を離すと、春鬼はふわふわとした足取りで、背を見せて歩き始めた。

　──なんなの？　鬼が……？

　鬼界と人界を隔へだてていた、桜の屛びよう風ぶ絵えを挟はさんで対たい峙じしていたとき、あれほど恐おそろしげだった鬼が、ひどく優やさしげに見える。そのことが意外で、気味が悪い。

「来ぬかい？　来ぬか？　人の子」

　唇の左右に鋭するどい牙きばを覗のぞかせて、春鬼が立ち止まってふり返る。かちかちと、鋼のように鋭く長い爪つめをこすり合わせ、音を鳴らす。

「あなたなんかと、歩けない」

　呻うめくように答える。

「あなたは、賢夕先生をそそのかして、追い詰つめた」

　すると春鬼は、さもおかしなことを聞いたように、くすくす、くすくす笑った。

「それは心外、心外。我はあの絵師を、選んだわけではないのにねぇ。あの絵師が、我を選んだのにねぇ。しかもあの絵師を滅ほろぼしたのは、人の子、そなたじゃないのかねぇ？」

　やわやわとした言葉ながら鋭い指し摘てきに、千樹は青ざめた。

　そうだ。絵の魔ま力りよくを駆く使しして、刀火と賢夕、双そう方ほうを助けたいと願いながら、結局、賢夕が死んでしまったのは、千樹の描えがいた絵のせいだ。

　しかも春鬼は、賢夕が春鬼を選んだと言った。

　それはそのとおりだ。同じように夢の中でそそのかされても、純鉄は春鬼に取り憑つかれなかった。賢夕が自ら望み、春鬼の誘さそいに応こたえたのだ。

　賢夕は選んだのだ。

　春鬼は、囁ささやいただけ。

「人の子よ、我はねぇ、悪ではないよ、ない」

「噓うそだ。あなたは、魔ま王おうの種を持つ者をそそのかし、魔王を目覚めさせる。それが悪じゃないなんて、噓」

「悪ではないよ。我はただ、あるがままに生きよと、人に教えるだけ。魔王の種を抱かかえる者に、らしくあれと囁くのみ。それに従うか否いなかは、人が決めることぞ」

「あなたに囁かれたら、魔王の種を宿す者は、魔王になるしかない！」

「そう。それが、人の本ほん性しようであるからねぇ。我が悪なのではなく、人が悪ぞ」

　春鬼は軽く跳ちよう躍やくし、千樹の面前にやって来ると、顔を覗きこむ。

「魔王の種がなぜ生まれるのか、知っておるかい？　人の子よ、ねぇ。知っておるかい？」

「……え」

　怯おびえのために、足を一歩背後に引きながらも、思いがけない問いに目を瞬しばたたく。

　──魔王の種が、なぜ生まれるか？

　考えたこともなかった質問に、戸と惑まどった。

「人はねぇ、負の気を発するよ。憎にくい、哀しい、恐ろしい、妬ねたましい。ありとあらゆる、負の気を発する。それは人なれば必ず発するものでねぇ。何億何兆と生まれ続け、それが何千年何万年と積み重なってねぇ、この世に凝こごって、どうなったと思う？　思う？」

　そこで春鬼は、にたりと笑う。問いかけながらも、千樹の答えなど求めていないようで、春鬼は続けて口を開く。

「それでねぇ、世に凝った人の発する負の気は、とうとう形になった。そして生まれたのだよ、我が、我らがねぇ。知っておったかい？　言うなれば我は、我らは、人が生み育てた者ぞ。人の子。我らが人の負の気を好むのは、我らが形であるために必要だから。だから、ねぇ」

　白木を彫ほりだしたような端たん麗れいな鬼の顔を見つめ、千樹は目を見開く。

　──人の負の気が凝って、鬼が？

　春鬼はそっと手を伸のばし、鋼のような鋭い輝きの爪で、千樹の頰ほおをつっと撫なでる。

「けれどねぇ、我らは鬼界に封ふうじられた。封じられたら、我らが食うはずだった人の負の気はどうなるのかねぇ？　人は負の気を発し続け、それもいつかは凝って形になる。けれどねぇ、世の理ことわりという奴やつが、凝った負の気を珠たまに丸めて、時々、人の中に放ほうりこむ方法を覚えたのだよ」

「まさか、それが……」

「人の期待や、人の心が集まる支配者の中に、丸めた負の気が放りこまれる。それが魔王の種。そう、種」

　人の負の気が凝って鬼になった。

　鬼が食わない負の気が、凝って魔王の種になる。

　であるならば、鬼も、刀火の中にある魔王の種も、全く同じものなのだ。

　そしてそれは、人が発する負の気。人そのものが生み育てたもの。人そのものが生み育てたものが、魔ま性しようになる。

　それは悪なのだろうか。

　負の気は誰にでもある。

　千樹だって、阿樹を侮ぶ辱じよくされたときに感じた、あの怒いかり。それは負の気であり、それを感じるのは当然だろうと思う。けして悪いとは思えなかった。

　ということは、鬼が言うように、鬼は悪ではない。

　ただ自然の理の中で、そうあるべく振ふる舞まおうとする存在なのだ。

「人の子」

　鋼の爪が、優しく、千樹の頰を上下する。それはまるで愛あい撫ぶのようで、優しいとさえ感じた。




　──鬼は、悪ではない。




　千樹はぼんやりと、春鬼を見つめた。初めてまともに春鬼の瞳ひとみを見つめ、その瞳が、とてつもなく魅み力りよく的だと気がつく。

　千樹のことを全すべて知っていて、受け止め、千樹の気持ちをあやしながら甘やかしてくれるような。なんとも言えない、魅力だった。

「悪ではない。思うがままに、あるがままに、振る舞えばよい。我われはそれを教える。なにが悪い？　我は間ま違ちがっているのかい、ねぇ？　間違っているかねぇ？　ねぇ？」

　春鬼は囁く。

「人の子。煮にえたぎる怒りも、あるはず。なぜそれを認めてはならぬ？　そなたを侮辱し、愛いとしい者を侮辱した者を罰ばつし、打ち据すえ、斬きり裂さき、引き裂いて、なにが悪い？　それは人が当然抱いだく思いで、それを認めることがなぜに悪い？　なぜに？　なぜ？」

　ふふふっと楽しそうに春鬼は笑う。

　千樹の耳に、阿樹を嘲ちよう笑しようした女君の声が不意に蘇よみがえる。

　──許せない。あんな者たち。

　我知らず、千樹の瞳が底光りする。それを認め、春鬼の爪が嬉うれしげに千樹の唇くちびるの方へ滑すべる。

「あるがままに、のぉ、人の子」

　冷たい鋼の感かん触しよくが、千樹の唇に触ふれた。その瞬しゆん間かん、自分の唇に触れた刀火の唇の熱さを思い出す。

　刀火の声と眼まな差ざしが、目の前の春鬼の姿をかき消すほどに鮮あざやかに、目に浮うかんだ。千樹が描きたいと思いつづけている、美しい姿だ。

　──あの人は美しかった。それは……。

　体の芯しんに、稲いな妻ずまが走った。

　なぜ刀火をあれほど美しいと思えたのか、その理由が千樹を正気にした。

　千樹は春鬼から飛び退のく。目の前にいる者を威い嚇かくするように、叫さけんだ。

「あなたよりも、あの人の方が、綺き麗れいよ！」

　容姿の優ゆう劣れつではない。そのありようが美しいと、千樹は刀火のありように惹ひかれ、魂たましいか震ふるえたのだ。

「あなたは……醜しゆう悪あくだ」

　人は負の気を持つ。鬼が生まれた理由も、魔王の種が生まれた理由も、そこにある。

　それを認めてあるがままに人が振る舞えば、溜りゆう飲いんは下がり楽しいのかもしれない。

　しかしそれでは、世界は獣けものの世界になる。

　あるがままでなにが悪いと開き直るのは、怠たい惰だだ。醜悪だ。

　だから人は、本来持ち合わせている負の気を抱えながらも、人らしくあろうと力を尽つくす。

　だから、綺麗に見える。

　それを教えてくれる人がいる。

　ありのままに振る舞い滅びた人もいたけれど、己おのれの欲よつ求きゆうを抑おさえこみ、正しくあろうとした者だっていた。千樹に生意気な口をきくけれど、その人は鬼の囁きに揺ゆれる心を律し、正道の絵師になりたいと願った。その瞳は真っ直すぐで、若い野の狐ぎつねのようで清すが々すがしい。

　千樹は、教えられている。

　春鬼は不ふ愉ゆ快かいげに、眉まゆをひそめる。

「なぜに拒こばむよ、人の子。我の言葉を、ねぇ？」

「あなたは、人をそそのかすのが上手ね。でもずっとそれに抗あらがっている人が、教えてくれたの」

「魔王かい？　けれど魔王は、我の言葉に心を揺らす」

「あの人は揺らがない。揺らぐのは、あの人の中にある魔王の種。魔王の種が、あなたの言葉に揺れ、凝った思いを弾はじけさせる。でもあの人はそれを、必死に宥なだめて抑えこもうとする」

　じりじりと後あと退ずさる。逃にげ切れるとは思えないが、どうにかして、この鬼から遠ざかりたかった。

　しかしこの常とこ春はるの世界。千樹に帰り道はない。

「あなたは、滅ほろびればいい。わたしの手で、今ここで滅ぼせればいいのに」

　春鬼は、さもおかしい冗じよう談だんを聞いたかのような顔をする。

「残念だねぇ、残念。残念。我ら鬼は神話の生き物。神話の生き物は、神話の生き物の理の中に生きておるよ。神話の理を、人の子の刀で斬れようか？　人の子が滅めつせられようか、のぉ。我らを滅するのは、神話の力のみ。しかしねぇ、なぜ神話の力が、我らを封じただけで終わらせたと思う？　形のない、理という神話の力は、形を持った我らを砕くだく方法を持たぬのよ。形あるものには、形あるものしか対たい抗こう出来ぬよ。形ないものは、形ないもの同士。形あるものは、形あるもの同士。そうでなければ対抗出来ぬのが、理というもの。残念だねぇ、人の子。残念。残念」

　冷や汗あせが背筋を伝う。

　──神話の生き物は、神話の生き物の理の中で生きる。

　人は、鬼に対たい峙じ出来る存在ではない。力が違ちがいすぎる。

　鬼と同等の力を有し、真っ正面から対峙出来るのは、神話の中の存在のみ。それは二柱の大祖神か、万龍か。

　しかし二大祖神も万龍も、鬼のように形をもって動き回る存在ではない。それら神々は、形のない存在だ。だからこそ自在であり、あまねく広く、神しん威いを発揮する。

　しかし力はあれど、形がないからこそ対抗出来ないものがある。それが神話の世界の力をもちながらも、形になってしまった鬼だ。

　──では、二大祖神にも万龍にも、鬼を砕く力はないということ？　形がないから……。

　しかしそのとき、追い詰つめられた思考の隅すみで、ふっとなにかが囁ささやいた。

　──形がない？

　しかし。

「頑がん迷めいなる、人の子。百年口説けば、人界の絵を描えがくかねぇ」

　春鬼が、にたにたと笑う。その恐おそろしげな笑えみで、囁かれたなにかが、千樹の耳に届く前に掠かすれて消える。

　鬼は、人界へ出る方法を求めている。千樹がここで人界の絵を描けば、それは通路になるだろう。鬼はそれを知っていて、千樹をそそのかそうとしているのだ。

「百年口説かれたって、描かない」

「人の心は強くないよ。百年、この世界にいてごらんよ。我とて、百年で嫌いやになった。出たい、出たいと、呻うめいても喉のどを搔かきむしっても、出られぬ。ひどいことだねぇ。理ことわりの中で生まれた我らを、理は、容よう赦しやなく封ふうじ込めた。我が悪い？　悪い？　いやいや、悪いのは、理。我を産んだ人、人よ。人の子よ」

　百年と聞き、ぞっとした。

　さすがに百年、この調子で、この場所にいれば、千樹もいつか心を病やんで、人界の絵を描くかも知れない。

　──嫌だ。

　千樹は冷や汗を額に滲にじませながら、心の底から願った。

　──ここから、出たい！




　　　　○




「どうすればいいんだい？　純鉄君。どうやって千樹の絵を点てん睛せいさせると……」

　彩遊は戸と惑まどったように、傍かたわらに跪ひざまずいた純鉄に顔を向けた。

　二人の会話に、綾峰も千樹の胸から顔をあげ、二人を見やる。

「彩遊先生が描くんです。先生は、成る絵を描く力がある」

「しかしわたしの目は」

「俺が」

　純鉄は黒の色しき彩さいを先せん端たんにふくんだ彩いろ筆ふでを手に取ると、彩遊の右手に押しつけた。そして千樹の絵姿を彩遊の目の前に置くと、筆を握にぎる彩遊の手首を握る。

「俺が、的確な位置へ導きます。大きさも、形も、伝えます。先生は、ご自分が描いていたときのように、思い出し、想像して、描いてください」

　筆を手にした彩遊と純鉄に、綾峰は息を吞のんだ。

「そんなことが可能なのか？　純鉄!?」

「知りません！　わかりません。けれど、やるんです！」

　破れかぶれのように答えると、純鉄は彩遊の手首を握る手に力をこめる。




　　　　○




　千樹の耳に、誰だれかが遠く怒ど鳴なりあっている声が聞こえた気がした。

　それを探して視線を巡めぐらせると、その怒鳴り声は、なぜか純鉄と彩遊、綾峰のような気がした。

　帰りたい思いと、帰りたい場所にいるはずのその人たちの声が慕したわしくて、千樹は声に出して呼んでいた。

「彩遊先生！　純鉄、綾峰様！」

　あの三人が待っているはずのあの場所へ、今すぐ戻もどりたい。

　細い命いのち綱づなを、三人に預けてきた。

　──どうか、どうか、元に戻して！

　無理だと思っていた。ほとんど諦あきらめていた。けれど心の何ど処こかで二人の絵師、自分の師し匠しようと、真っ直ぐな心根の若い絵師に期待する、小さな希望は消えていない。

　──お願い！




　　　　○




「駄だ目めだ、純鉄君。駄目だよ。点睛は禁きん忌きだ。千樹の絵を点睛させてしまったら、なにが起こるかわからない。千樹は助かるかも知れないが、千樹の身に、別のなにかが起こったら」

　恐れるように、彩遊の腰こしが引ける。

「あいつは点睛させた。あいつが点睛させて起こったことなら、同じようなことが起こると考えればいいじゃないですか！　それしか、方法がないんです。やるべきです、今！」

「純鉄君。しかし、わたしは千樹ではないんだよ！」

　たまりかねたように、懇こん願がんするように彩遊が震ふるえる声で答えた。その懇願と怯おびえの気配に、純鉄はさらに眉を吊つり上げた。

「迷わないでください、先生！　信じてください、ご自分の力を！　先生はかつて成る絵を描いたんですよ!?　賢夕先生が焦こがれるほどに、素す晴ばらしい絵を描いたんだ！」

　自信なげに手を引こうとする彩遊の手首をさらに強く引き、純鉄は責めるように声を大きくした。

　賢夕の名前に、彩遊が表情を変える。

「賢夕、さん？　賢夕さんが、わたしに？」

「賢夕先生が憧あこがれたほどの人が迷うなんて、俺は許しません！　賢夕先生は、あなたにあんなに憧れたのに！」

「ああ……そうだったんだね……だから……」

　切なげな吐と息いきのような言葉が、彩遊の口から漏もれた。その直後、いきなり彩遊の表情が引き締しまる。覚かく悟ごしたように、固く唇くちびるを引き結び、頷うなずく。

「……わかったよ、純鉄君」

　紙の上へと彩遊はゆっくりとかがみこみ、描く体勢になる。

　純鉄は強く握っていた彩遊の右手首を、軽く握りなおす。彩遊に寄り添そうように、肩かたを触ふれあわせる。

　彩遊の手指の先は、わずかに震えている。

　二人の呼吸が、ゆっくりと静かに重なった。

　彩遊の震えを止めるように、純鉄が、手首を握る力を少しだけ強める。

「彩遊先生。俺も、あいつも、賢夕先生も。信じてます。彩遊先生を、信じているんです」

　その囁きで、彩遊の指の震えが止まった。

「いいですか、位置はここ。筆先を真っ直すぐ下ろした、真下です」

　焦あせるような、脅おどしつけるような純鉄の声に、彩遊はゆっくり頷く。瞼まぶたを閉じると、自分の指先に意識を集中するかのように俯うつむく。

「真下だね」

　彩遊の閉じた目には、なにかが映っている。綾峰には、そんなふうに見えた。

　純鉄が、今度は囁くように、導く。

「そうです。今は、千樹の絵は動いていません。左目から行きます。大きさは、筆先と同じです」

　彩遊が真下へそっと、筆を下ろす。小さく、くるりと筆先を動かすと筆をあげる。

　千樹の左目に瞳ひとみが入った。




　　　　○




　ぐんと左ひだり肩かたを引っ張られたような感覚がして、千樹ははっとした。

　その感覚に、嬉うれしい驚おどろきが全身を走る。

　──まさか!?




　　　　○




「いいですか、次は右目です！」

　純鉄が彩遊の手を導き、右目の方へ筆先を動かす。

「ここだね」

　彩遊の動きには、迷いがなかった。描えがく位置は純鉄に導かれているが、まるで確信があるかのように、落ち着いた指先の動きで彩遊の筆が真下に下りる。

「そうです！　そこへ！」

「瞳だ、千樹の。思い出すよ。見えるよ」

　蜘く蛛もの糸のような命綱を、彼らは手た繰ぐる。

「描けるよ……わたしは」

　自らに囁ささやくように、彩遊は言う。細い筆先が、くるりと動く。右目を描く。

　千樹の絵姿の両目に、瞳が入った。

「点てん睛せい」

　思わず、綾峰は口にした。








　五花　浮きし影






　突とつ然ぜんだった。

　千樹の周囲がぱっと暗くら闇やみになり、ぐるりと体が宙返りするような感覚に襲おそわれる。

　その後真っ白な世界に放ほうり出されるが、水の中のように息が苦しくて、必死にもがいて腕うでを伸のばすと、右掌がぽかりと何処かへ突つき出して、冷たい空気を摑つかんだ。

　すると右手に引っ張られるように、一気に体が、冷たくて暗い空気の中へ放り出される。

　床ゆか板いたらしき上へまろび出て、目を開く。

　驚いたように目を見開く綾峰と純鉄、彩遊の姿が見えた。

　綾峰が膝ひざの上でしっかりと抱だきしめているのが、自分の体だと認めた瞬しゆん間かん、また視界が暗転して、ずしりと体が重くなる。

　その重みに仰ぎよう天てんして目を開けると、自分を見おろしている綾峰の顔が間近にあった。

「あ……綾峰、様」

　かろうじて声を出すと、いきなり、綾峰が千樹の体を強くかき抱いだいた。

「戻もどった！　姫ひめ君ぎみ！　姫君！　姫君！」

「ちょ、ちょっと!?　綾峰様!?」

　容よう赦しやなく抱きしめ、さらに千樹の首に顔を埋うずめる綾峰の髪かみのくすぐったさと、首に触れる吐息に動転して、千樹は悲鳴に近い声をあげた。

「待って、待ってください！　どうなさったんですか、これは！」

「姫君……！」

　感極きわまったらしく、綾峰は千樹を抱きしめて動かなくなる。千樹が焦って周囲に目をやると、純鉄と彩遊が、床板に尻しり餅もちをついて、泣き笑いのような顔で千樹を見ていた。

　千樹と目が合うと、純鉄が、ははっと湿しめっぽい笑い声をあげた。

「まったく、まったく……。あっぱれなくらいの、化け物っぷりだよ、おまえ」

　彩遊はくしゃりと顔を歪ゆがめている。

「千樹……。よかったよ、よかった」

「純鉄、彩遊先生。わたしはいったい、どうなったんですか？」

「おまえの絵姿を、点てん睛せいさせた」

　純鉄は床ゆかに放り出されていた絵姿に視線を向ける。絵の中の千樹は、見えないなにかに奇き妙みように抱きすくめられた形で、目を瞬しばたたいている。

　純鉄ははっとしたように、千樹の絵に這はい寄った。そしてその上に、傍かたわらに置いてあった硯すずりの墨すみを一気にぶちまけた。

　千樹の絵姿が、墨の黒の中に沈しずみ、消える。

　それを確かく認にんすると、純鉄は肩の力が抜ぬけたように長い息を吐はき、再びその場に腰こしを下ろす。

「点睛させたって、成った絵に筆を加えるなんて。成る絵をものする絵師にしか出来ないんじゃないの？　いったい、誰だれが成る絵を？」

「彩遊先生だよ。俺が手伝って、彩遊先生に点睛させてもらった。そしたらその絵から、おまえがぬっと乗り出してきて、床を這って、本物の自分の姿を目にした途と端たんに、ぱっと消えた」

　おそらく千樹は、絵の中から具現したのだ。そのことで、鬼界から人界へと戻ることが出来た。そして絵から具現した自分は、本物の自分の体を目にして、そこへ吸い込まれるように戻った。

　──確かに。目を見張るような化け物ぶり……。

　絵の中からずるずると這い出した自分を想像すると、自分でも、なかなかの怪かい奇き現象だと思う。

「……でも、良かった。良かったです、姫君」

　ようやく落ち着きを取り戻したらしい綾峰が、顔をあげ、千樹を見つめ下ろす。

　膝の上に抱かかえられ、そうやって見つめられると、恥はずかしくてたまらない。だが綾峰はこの状じよう況きように気がついていないらしく、陶とう然ぜんと千樹の姿を見つめ続ける。

「姫君の体が、温かい。あなたの睫まつげも、揺ゆれている。瞳も、こちらを見ている」

　頰ほおを撫なでられると、千樹は、もはや限界だった。

「あ、あの、綾峰様。ごめんなさい。本当にご心配をおかけしたみたいで。でも、あの、感極まっているところに申し訳ないのですが、放して頂けると……」

「……え？」

　なんのことを言われたのかわからないような顔をした綾峰だったが、すぐに気がついたらしい。赤面すると、千樹を放り出すように放してくれた。

「すみません、姫君！　つい、つい……その、嬉しくて……」

「いえ、いいんです。ご心配をおかけした、わたしが悪いんです」

　千樹はようやく自力で床板に座ることが出来て、ほっとしながら、現実の暗闇と、床板の固さと冷たさを感じる。

　抜け出してきた鬼界のことを思い出すと、なんという場所にいたのだろうかと、今いま更さらながらに恐きよう怖ふを覚えた。鬼の優やさしい巧たくみな囁きに、千樹はつい、心が揺れそうになった。

　けれどそれを押しとどめたのは、刀火や純鉄に見せられていた、人のありようというもの。それが千樹に力を与あたえた。

　──ここに帰ってこられて、良かった。

　めそめそ泣く彩遊にも、顔を真っ赤にしながら千樹を見つめている綾峰にも、虚きよ脱だつしたように座りこむ純鉄にも、会えて良かった。

　そしてまた刀火に会える。

　この場所に戻れて、心から良かった。

　千樹は、自分の周囲にいてくれるこの人たちに守られ、助けられ、生きている。

　だからこそこの人たちを、鬼の存在や、あらゆる悪意から守りたい。この人たちが、千樹がうっとりするほどに美しいと思える姿のままでいてくれるように、守りたい。

　千樹はそのために、千樹の世界を乱すものと戦う必要がある。

　恐怖が去ると、嬉うれしさと、そして使命感が胸の奥から沸わきあがる。

　──この人たちに迷めい惑わくをかけず、守る。

　改めて顔をあげ、千樹は綾峰と、彩遊、純鉄を見回して頭をさげた。

「三人のご協力に感謝します。本当に、ありがとうございました。ご迷惑をおかけして、ごめんなさい。でもおかげで、一つ真実が摑めました」

　顔をあげる。

「春鬼は、常とこ春はるの世界、春の鬼界に留とどまっています。これで、今起こっている騒そう動どうの解決が図はかれるかも知れません」

「と、言うと？」

　綾峰が、促うながすように訊きく。

「柚葉に取り憑ついていたのは、冬鬼だと判明しました。それは、冬鬼が頼近様の刀で滅めつしておらず、いまだ人界にいるということです」

　春鬼は、鬼界にいる。

　冬鬼が人界に留まっている。

　頼近が言うように、形を失い、鬼界へと戻ったわけではない。冬鬼は、先に千樹が桜の屛びよう風ぶ絵えを封ふうじたときと同様に、地上を歩いている。

　──でもなぜ頼近様に斬きられて、形が砕くだけ散ったように見えたの？　そう見えたからこそ、冬鬼が滅したと皆みなが信じたのに。頼近様も、そう信じたのかしら。あれは、本物の冬鬼ではなかった？

　理解出来ないことは多い。

　だが今までの、なにが真実でなにが噓うそか、混乱した状況の中に一筋の光明が差したことは確かだ。

「急ぎ、このことを曉宮のあの人に伝えないと」

「しかし兄君が、いつ連れん絡らくをくださるか」

「なんとか、こちらから今すぐ連絡を取る方法はないでしょうか？」

「ならば、わたしが常宮へ直接行きましょう。彩遊も純鉄もいてくれるので、姫君も心細くないでしょう」

　綾峰が立ちあがった。

「春鬼が鬼界に留まっているのだと父上主が納なつ得とくすれば、姫君は、隠かくれる必要などありません。そのためにわたしが、常宮に戻り、父上主に報告いたします。ご心配に及およびません。なにがあっても、わたしの身分では、安易に縄なわをかけられはしないので」

「信じてもらえるでしょうか、春鬼が、鬼界に留まっていること」

「信じてもらえるように、努力します。千樹姫ひめは兄君の仮かり妻づまなので、兄君にはあなたを庇かばう理由がある。けれどわたしには、あなたを庇う理由は、表向きありません。なので兄君の言葉よりは、信じてもらえるでしょう。だからこそ、わたしが行きます。兄君から連絡があれば、兄君には、姫君が摑つかんだ真相をお話しください。そしてわたしが常宮へ戻り、父上主に対面をするつもりであることを、お伝えください。彩遊、純鉄」

　狩かり衣ぎぬの袖そでを絞しぼり馬に乗る準備をしながら、綾峰は硬かたい表情で、彩遊と純鉄に目をやった。

「千樹姫のことを頼たのむ」

「は……はい」

　彩遊はまだくしゃくしゃの顔をしていたが、「頼む」の言葉に、頷うなずく。純鉄も座りこんだままだったが、居住まいを正し頭をさげた。

「承知しました、綾峰様」

　二人の返事を聞くと、綾峰は頼むというように一つ大きく頷き返し、背を見せた。

　その背中が頼もしく、そしてなぜか、二度と会えないような危あやうさも同時に感じて、千樹は思わず鋭するどく呼び止めてしまった。

「綾峰様！」

　切せつ迫ぱくした声に、綾峰はふり返った。千樹を安心させるような微び笑しようを口元に浮うかべると、また背を見せて階きざはしを下りた。馬に跨またがり、背後を見ることなく駆かけ出す。

　千樹の胸の中に、なぜか不安がこびりつく。嫌いやな予感がする。




　　　　○




　北山の隘あい路ろを馬で駆け下りる綾峰は、木の葉を震ふるわせ、月光をかき乱す。

　森しん閑かんとした深い森の中を、騎き乗じようしているとは言え、真夜中に一人駆け続けるのは気味悪いことではあった。だがそれよりも、一刻も早く常宮に帰り着きたい思いが強く、綾峰は恐怖など感じる暇ひまはない。

　──わたしが、父上主を説得出来さえすれば。

　上主は、千樹が春鬼を出現させた可能性を危ぶみ、千樹捕ほ縛ばくの命令を出している。

　しかし春鬼が実際出現しておらず、千樹への嫌けん疑ぎは濡ぬれ衣ぎぬだと理解してもらえれば、その命令は中止されるはずだ。

　綾峰は自分の父上主が、それほど愚おろかではないと知っている。

　そして千樹への嫌疑が晴れれば、彼女はまた曉宮に帰る。

　そのことを思うと、ふと、魔まが差しそうになる。このまま千樹を攫さらい、上北国へでも逃にげれば、彼女は永久に自分のものになるのではないか、と。

　しかし「本当の恋こいをしたんだねぇ」と彩遊に問われたとき、千樹が頰を染め、しかしはっきりと「はい」と答えた声を思い出す。刀火を慕したって、子供のように泣きじゃくっていた姿も、思い出す。

　──姫ひめ君ぎみを攫ったとしても、けして彼女は、わたしのものにはならないだろう。

　それが痛いほど理解出来た。

　そして千樹があれほど泣くくらいならば、千樹の気持ちを受け入れてくれと、いっそ綾峰から刀火に乞こい願ねがいたかった。そう思ってしまうほどに、千樹の心がどれほど刀火を求めているか、綾峰は理解していた。

　──永久にわたしのものにならないとしても、助けたい。

　刀火を慕う千樹を永久に傍かたわらで眺ながめるだけになったとしても、千樹を失うよりはよほどいい。

　慕っていた白しら船ふねが亡なくなってから、幼い綾峰はずっと思っていた。白船が自分を構わなくなり、遠い場所で澄すまして座っているだけになったとしても、生きてさえいてくれれば良かったのにと。

　生きてさえいてくれれば、いずれ、忘れることも出来るはずだ。死んでしまっては、ずっと心の中に美しい姿で留まり続け、綾峰を苦しくさせるばかりだ。

　それくらいならば、生きていて欲しい。生きていてくれれば、美しい思い出になどならずに、いつか必ず忘れられるような気がする。

　──姫君を失いたくない。

　綾峰は必死だった。

　そのための一番の問題は、高月雅近だ。

　雅近は、千樹を危険視している。春鬼を出現させたのが濡れ衣であれ、彼女の能力を危険視している彼が、上主から下された命令を、絶好の機会と思わないはずはない。

　この機会に雅近は、千樹の命を取るか、もしくは絵師としての能力を奪うばうか、そんなことを考えるだろう。

　──兄君は、なんと厄やつ介かいな忠臣を抱かかえておられるのか。

　雅近は、刀火を大切にするあまり、刀火の意思すらも無視する。

　その点でいけば、頼近の方がよほど冷静だ。彼は雅近のように、千樹を危険視していないし、曉宮に対して過度な執しゆう着ちやくもない。

　曉宮の臣下として、本来、頼近こそが相応ふさわしい資質を持っているのではないか。ふと、そんなことを思った。

　この混乱が収束したら、刀火に、雅近を側そばから退け、頼近を曉宮の臣下とするように進言した方が良いかも知れない。なにしろ頼近は、腕うでも立つ。彼が冬鬼を斬る瞬しゆん間かんを、綾峰も目もく撃げきしたのだ。

　──あれは目を見張るような光景だった。

　斜しや面めんは徐じよ々じよにゆるくなり、ようやく平地に出ると、綾峰は馬に鞭むちを入れた。

　まばらな林の中にある道を辿たどり、都へ向かって走る。

　──兄君と幻繕御ご法ほうすら翻ほん弄ろうされた冬鬼を、頼近は一刀で斬り捨て、滅した。

　馬に鞭を入れながら、あのときのことを思い出していた綾峰だったが、ふと違い和わ感かんを感じる。

　──しかしなぜ幻繕御法も兄君も、あれほどに戸と惑まどい、翻弄されたのだ？　上東国、随ずい一いちの法術士が二人ながらに。

　そこまで思い至ったときに、綾峰ははっとした。

　──あの二人があれほど翻弄されたことこそ、おかしい！　もしや！

　あのとき、あの場所にいたのは誰だれだろうか。

　そして誰がなにをしたのか、どんな様子だったか。

　そして千樹が突つき止めた、春鬼は鬼界に留とどまっているという事実。

　思い返すと、気がつくものがある。

　そのとき前方の畦あぜ道みちに、小こ柄がらな人ひと影かげがあるのに気づいた。咄とつ嗟さに子供だと思った。まずいと手た綱づなを引くと、急なことに馬が驚おどろき嘶いななくと、前足が宙を搔かく。

　綾峰は体勢を保てず、馬の背から、畦道の脇わきにある草むらへと放ほうり出された。

　背中を強く打って、一いつ瞬しゆん息が止まる。しかし幸運なことに、草が衝しよう撃げきを和やわらげてくれたらしい。手足の骨が折れたような激痛はない。

　綾峰は呻うめき、歯を食いしばり、目を開けた。

　馬が駆け去る蹄ひづめの音が遠のき、聞こえなくなる。その代わり、月明かりを背負ってこちらを覗のぞきこんだ者の顔が見える。

「……九反」

　日に焼けた小柄な中年男は、いつもの陰いん気きな無表情で綾峰を見おろしていた。

　綾峰がかろうじて声は出るものの、まだ体の自由がきかないと見て取ると、陰気な目がすうっと細まり、笑った。




　　　　○




　刀火は幻繕を伴ともなって、曉宮に戻もどった。

「さて、姫君はなにか事実を摑つかみましたかのぉ」

　幻繕は刀火の前に座し、落ち着いた様子で訊きく。

「簡単に言うものだ。絵の魔ま力りよくは、わからないことが多すぎる。それを勘かんだよりで、一か八ばちかで駆く使しする千樹が、どれほど危険か想像してみるがいい」

　刀火が首から珠たま飾かざりを抜ぬき取り指に絡からませていると、幻繕がにやにや笑う。

「ほほぉ、宮は心配でたまらぬということですかの？」

　幻繕の目にからかう色を見て取って、眉まゆをひそめる。

「心配して悪いのか？　あれはまだ、わたしの臣下だ。わたしのために魔力を使っている」

「愛しておられるな？」

　突とつ然ぜん、幻繕が馴な染じみのない優やさしい声で言う。その優しい声こわ音ねと言葉に、逆にぎくりとした。

「なにを言っている」

「宮は千樹姫ひめを、愛しておられる。自覚しておいでではないか？　己おのれの首を代価にしても良いほどに、姫君を案じ、そのためにわしに協力を請うた」

　千樹に好きと言われたとき、温かいなにかを差し出されたようで、嬉うれしかったのを刀火は自覚していた。しかしその彼女に対して、自分はどんな感情を抱いだいているのか。そこには極力、意識的に、目を向けないようにしていた。

　だが師し匠しようは、刀火が目を背けているものを、直視しろと言わんばかりに突きつけた。

　──己の心の動きを、己が、わからぬわけはないだろう。自分の中の魔ま王おうの種を御ぎよするために、自分の心を見つめることを余よ儀ぎなくされ続けていたのだ。

　だが、その自分の気持ちを直視してしまったら、千樹を手放せなくなる。

　その恐おそれから、見ぬふりをしていた。

　だが結果はどうだろうか。

　視線をそらしても、刀火は無意識に、千樹を生しよう涯がい手放せない立場に置いてしまっていた。

　そして彼女が自分の指の間からすり抜けようとすると、心が大いに乱れて、どうしようもなくなった。

　目をそらし続けるのも、結局は、愚かしいのかも知れない。

　──覚かく悟ごせよ、ということか。

　刀火は微笑した。そして、

「そうだな。愛している」

　素す直なおに答えた。

　すると幻繕は、今まで見せたことのない、慈じ父ふのような目をして目め尻じりの皺しわを深くした。

「大人になられたのぉ、宮」

「十八にもなってやっと、か？」

　苦く笑しようしつつ問いながら、指に絡めた珠たまをしごき、呪じゆを唱える。その様子を見つめながら、幻繕は自分の胸むな元もとを押さえる。そこには刀火が渡わたした参がおさめられている。

「おお、やっとじゃな。宮は、大人になられた」

　意識を、千樹の懐ふところにあるはずの参に集中する。すると目の前の景色がぼやけ、身が軽くなる。

　──参に、意識が移った。

　刀火は蠟ろう燭そくの明かりが揺ゆれる、草深い廃はい屋おくの床ゆかに立っていた。

　周囲を見回すと、円形に蠟燭が配置され、まるでなにかの儀ぎ式しきを行ったようだった。

　蠟燭の円の中には、毛もう氈せんが敷しかれ、筆や硯すずり、絵の具の小皿が散乱している。紙を燃やした灰が周囲に散らばり、そして、床の板目に墨すみを染みこませるほどに、真っ黒に塗ぬりつぶされた万ばん代だい上白紙が放り出されている。

　真っ黒な紙の傍らに、純鉄がいた。

　さらに呆ぼう然ぜんとした様子で座りこむ彩遊と、疲つかれたような顔をしてへたりこんでいる、千樹。

　三人とも、なにかとんでもない出来事の後で、放心しているようだった。しかしそれでも、突然の刀火の出現に驚いたらしく、三人は目を丸くした。

『綾峰が、いないな』

　弟御み子この不在に気がつき、刀火は眉をひそめた。

「良かった。すぐに知らせたかったの！」

　呆然としていたのは一瞬のことで、千樹が立ちあがって刀火の幻に駆かけ寄ってきた。

「綾峰様は、上主様を説得すると言って、常宮に戻られたの！　わかったのよ、春鬼のことが。春鬼は鬼界にいるの。常とこ春はるの鬼界にいて、出口を探している。人界に出ていないのよ。だから都に出現した春鬼は、偽にせ物もの。あなたの魔王の種に影えい響きようはない！」

『本当か？』

「ええ、間ま違ちがいない。わたしが鬼界へ行って、この目で確かく認にんした！」

　嬉しそうに答えた千樹に、刀火は眉を吊つり上げる。

『鬼界へ自ら行った？』

　あまりに恐ろしいことを言うので、思わず詰きつ問もんの口調になった。

　千樹は、しまったというように目をそらす。

「え、えっと。とにかく」

『なにが、とにかくだ。本当にそんな危なっかしいことをしでかしたのか、純鉄、彩遊』

　じろりと二人の絵師を睨にらむと、純鉄は背筋を伸のばして硬こう直ちよくし、彩遊は声の調子だけでおののいたらしく、ひっと声をあげ、純鉄にすがりつく。

　すがりつかれた方の純鉄が、怯おびえながら口を開く。

「あ、あの。はい。その、千樹は、春の鬼界を描えがいて、そこに自らの姿を描いて、点てん睛せいさせて。禁きん忌きを破り、鬼界へ自ら」

『点睛させた!?　本当に、そんなことを？』

「え、え～と。まあ、そうなんだけど」

『この馬ば鹿か者！』

「ごめんなさい！　禁忌破りは。でも仕方なく！」

『禁忌破りを怒おこっているのではない！　そんな馬鹿な真ま似ねをしたことを、怒っている！　おまえの身になにかあったら、どうする』

「でもそうしなければ、なにも摑めなかったの。綾峰様や、彩遊先生や純鉄に、迷めい惑わくと心配をかけたことは申し訳ないと思う。人界にとっても、危ないことをしてしまったのもわかっているし……」

　色々と反省するところはあるらしいが、自分の身の安全についてはまったく無む頓とん着ちやくな反省に、頭痛がしそうだった。

　しかしとりあえず反省はしているらしいので、ため息をつき、自分の気持ちを宥なだめる。

『わかった。もう、いい。それで鬼界に春鬼がいた、ということは確実だな？』

「ええ。間違いない。春鬼は未いまだに鬼界にいて、人界へ出る路みちを探している。人界へ出る路は、今はないのよ」

　たった一つ、確かになった事実。

　春鬼は人界にいない。

　ということは、柚葉に取り憑ついていたのは冬鬼。

　すると騒そう動どうの構造が、刀火には見えた。

　──なるほど。やはり、か。

　刀火の肩かたの傷が、鈍にぶくうずいた。

『千樹。よくやった。これで、この騒動の成り立ちが見えた』

　千樹が目を輝かがやかせる。

「解決出来るということ？」

『この騒動の中心にいる者を、捕とらえる。そして全すべてが終われば、おまえを……迎むかえに行く』

　そう告げると、千樹は照れたように頰ほおを染めた。

「いいわよ、そんな。帰って来いって言ってもらえれば、自分の足で帰れる」

『いや。迎えに行く。そしておまえに、言わなければならないこともある』

　自分の心がどこにあるのか。認めてしまったからには、伝えなければならないはずだ。

　遠く離はなれて触ふれられないのに、もどかしくも目の前に見えている姫ひめ君ぎみは、刀火にまっすぐに気持ちを伝えてくれたのだから。

　刀火は今度こそ、それに応こたえよう。

「それって、なに？　またなにか苦情？　それとも、相手の心が砕くだけ散りそうな嫌いや味みを発明したから、言ってみたいとか」

『わたしを、どんな人間だと思ってる。意地悪に血道をあげているわけではない』

「じゃ、なに？　なんだろう……なに？　嫌味じゃないなら、もっとなにか、心に突つき刺ささるなにか……」

　千樹が本気で警けい戒かいする様子なので、手の届く範はん囲いにいれば、扇おうぎで額を一発叩たたきたくなる。

　これほど警戒されるならば、この際、直接対面したときに気持ちを伝えるなどという礼節は無視し、この場で言ってしまった方がよさそうだ。そう思って、口を開く。

『わたしが言いたいのは……』

　言いかけた、そのとき。背後から、背中から腰こしにかけて鋭するどい風が斜ななめに走ったような感覚がしたかと思うと、刀火の意識は自らの体に引き戻もどされていた。




　　　　○




　突とつ然ぜんだった。

　千樹の目の前にあった、半ば透すける刀火の幻まぼろしが腰の辺りから千切れた。

　純鉄と彩遊はひっと悲鳴をあげて抱だき合い、千樹は息を吞のむ。

　刀火の幻が一瞬でかき消え、簀すの子この床ゆか板いたの上に、真っ二つに切られた参がひらりと落ちる。千樹の目は、刀火の参を引き裂さいた別のもう一枚の参が、素す早ばやく庭の向こうへ飛び去るのを捉とらえていた。

　──なに!?

　千樹は身構えた。

　丈たけの長い草に覆おおわれた門の方に、人ひと影かげがある。

　──誰だれ!?




　　　　○




　──参が！

　衝しよう撃げきのために前のめりに倒たおれそうになり、刀火は床に片手をついた。

「いかがした、宮よ！」

　幻繕が膝ひざ立だちで刀火を支え、顔を覗のぞきこんでくる。

　背中から腰にかけ、鋭い痛みが残っていたが、それは徐じよ々じよに消えていく。

「千樹の元にあるわたしの参が、何者かに斬きられた。おそらく、奴やつらが千樹に近づいた。行かねば、千樹が危ない」

　刀火は幻繕を押しのけ、立ちあがった。

「奴らとは何者じゃ、宮！　真相を摑つかみなすったか!?」

「春鬼は、鬼界にいる。柚葉に取り憑いたのは冬鬼。冬鬼は、滅めつしていない」

　幻繕の眉まゆが吊り上がる。

「冬鬼が、滅しておらぬ？」

「都で目もく撃げきされた春鬼は、何者かが作り出した偽物。その何者かは、おそらく同じ方法で冬鬼も作り出した。そうでなければ、わたしと御ご法ほうが、あれほど冬鬼の動きに戸と惑まどうはずはない」

　言いながらも、刀火は室を飛び出して階きざはしを駆け下りる。

「馬で行く！　北山だ」

「どういうことじゃ、宮」

　庭を突っ切り、曉宮の正門から飛び出した刀火を追って、幻繕も駆け、駆けながらも問いかける。

「春鬼も冬鬼も偽物であれば、当然、それを操あやつる、事件を引き起こした者が誰かわかるだろう」

「しかしなぜ、冬鬼も偽物と断ずるのじゃ、宮」

「御法は、冬鬼と対たい峙じしたとき、あまりに異様な動きだとは思わなかったか？」

「それは鬼であるのじゃから、当然」

「いや、逆だ。鬼であれば、あれほど戸惑わなかったはず」

「どういうことじゃ？」

「法術を利用されたからこそ、戸惑った。あれは鬼の力ではない。法術だ」

「なんですと？」

「柚葉は冬鬼に取り憑かれ、操られた。冬鬼が柚葉に取り憑いたということが、一つの証明になりはしないか？　冬鬼の本体が上東国にあるとするならば、自分の力が及およばない領土で、自分の本体を放ほうり出し、誰かに取り憑くか？　そのような危険を冒おかすと思うか？　そんな真似をするよりも、春鬼の目撃者を増やし、自然と、千樹に疑いの目が向くように仕向ければいい。その方が、時間はかかるが、安全なはず」

　目撃者が増えれば、いずれ春鬼の存在は確実と思われ、そしてそれを出現させる能力がある千樹は、疑われはじめる。真っ先に雅近が疑うはず。

　しかし柚葉が証言したように、性急に捕ほ縛ばく命令が下るほどには、衝撃はない。じわじわと責めていく方法だ。

　しかしそのまどろっこしい方法を、冬鬼はとらなかった。

　なぜなら、柚葉に取り憑く方が手っ取り早いからだ。

　冬鬼が、安全に、身の心配もなく取り憑けるから、手っ取り早いと判断したに違ちがいない。

「本体を放り出し、人を依より代しろにして取り憑き続けるのは、本体が安全である確証がないことには出来まい。自分の力の領土に自分の体が在り、また、知りつくしている土地で、安全な隠かくれ場所を知っているからこそ、憑ひよう依いも出来よう。ということは、冬鬼は実際に、上東国へは来ていない。以前と同様に、取り憑いた精神だけが、この国に入り込んだのだ」

「では、わしと宮が対峙したあれは、冬鬼の偽にせ物もの？」

「わたしは冬鬼の精神が、人ではない、別のものを依り代にして、そこに映った姿と見る」

「依り代とは？」

「参だ」

　短い答えに、幻繕が呻うめく。

「参……！　そうか。参であったか」

　冬鬼と対峙したとき、刀火も幻繕も、冬鬼の動きを封ふうじるために参を放った。

　しかし参を放っても、冬鬼は、まるで参の防ぼう御ぎよをかいくぐるようにして、刀火の前に迫せまってきた。

　しかし違うのだ。参を放ったからこそ、接近を許した。

　あの夜は、月光が美しかった。

　月光は法術に重要なもので、満月の月光を使えば、人の中に隠された正体を、水鏡などに映せる。だから刀火の中にある魔ま王おうの種を明らかにするとき、満月の光が必要で、刀火の正体を暴あばくその日は、満月の夜が選ばれた。

　月光には、見えないものを映し出す力がある。

　あらゆる幻を映すことが出来る。

　隠されたものを暴くには、月光の力が最も強い、満月の光が必要。

　しかし隠されていないもの、例えば、積極的に姿を現そうとする魔ま性しようの姿などは、月光が射さし照らす場所に映すことが出来る。

　それを利用して、冬鬼は出現したように見せかけられていた。

　あの冬鬼は、参で形作られた偽物だ。

　参を束にして人の形に集約させて、そこに幻げん灯とうのように冬鬼の姿を映し、冬鬼の依り代にしたものだ。

　だから参を放てば放つほど、冬鬼は、刀火たちが放った参に映りこみ、刀火に近づいた。

　その様子が、参の障しよう壁へきを搔かき分けて、突然目の前に出現したように見えたに過ぎない。

　相手を鬼だと思うから、その動きに戸惑った。

　参だと思っていれば、あれほど混乱しなかったはず。

　敵は、法術と鬼の能力を融ゆう合ごうさせ、刀火たちを混乱させた。

　だからこそ、頼近が冬鬼を斬ったとき、冬鬼は消しよう滅めつした。

　その姿が消えたのは当然。

　参で形作られていたのだから、形がなくなれば、ただの参の束になる。刀火や幻繕の放った参に紛まぎれ、一いつ瞬しゆんにして消え散ってしまい、紙し片へんと化す。

　紙片が散っても怪あやしまれることはない。刀火と幻繕の放った参が、周囲には散乱していた。それに紛れてしまえば、参の枚数が多少多くとも違い和わ感かんはない。

「では、冬鬼が参を依り代にしたということは、法術士が鬼に協力したということかの」

　走りながら、幻繕が唸うなる。

「そうだ。そして参を斬り捨てた者が、その手て応ごたえのなさに気づかないはずはない。そして依り代にしている参が形を失ったとき、最も近くにいて、参に触ふれ、参を依り代にしていた冬鬼の精神を、自らの体内に取り憑つかせることが出来たのは、誰か」

「左様か、では」

　幻繕の鋭するどい目配せに、刀火は頷うなずく。

「そうだ。頼近と九反。全すべては、二人が仕組んだこと」

　答えると唇くちびるを引き結び、厩うまやへ向けて走る。

　柚葉は、雅近の文で呼び出された。

　柚葉のように長年侍じ女じよをしている者が、その手しゆ蹟せきを見み間ま違ちがうはずはないので、それは確実に雅近の書いた文なのだろう。

　しかし雅近が文を書いたからといって、その文を利用したのが雅近とは限らない。

　雅近のことだ。適当な相手と浮うわ気きをしようと、『万龍の社で会おう』と文だけしたため、それを届けるのを忘れて放り出しておくことなど、日常的にあるはず。

　また柚葉宛あてに書いた文を、紙に包んで宛名まで書きながら、届けるのを忘れたり、届ける前に放りだしておくことなど、結構あるだろう。

　その二つの文を、誰かが盗ぬすんだらどうだろうか。

　浮気相手への文と、柚葉に宛てて出そうとした文と、中身を入れ替かえる。すると柚葉を万龍の社に呼び出す文を作ることが出来る。

　それが出来るのは、怪しまれずに、太だ政じよう大だい臣じん家の雅近の室に出入り出来る者。

　頼近であれば、造作ない細工だ。

　あの日、太政大臣家では、頼近のための祝いの酒しゆ宴えんが開かれていた。それをわざわざ一人、ひっそりと抜ぬけ出した頼近の目的は、刀火に、千樹を上北国へ連れて行くことを願いに来ただけではないのだ。

　偽にせの文を柚葉に届け、彼女に、冬鬼を憑依させるのが目的だったのだろう。

　──わたしの参が斬きられたということは、悪意ある者が千樹に近づいたということ。

　焦あせりが強くなる。

　北山は遠い。今から馬を飛ばしても、敵は千樹の目前にいる。

　──千樹。

　どうにかしてもう一度、会いたかった。千樹の思いに自分は応こたえたいのだと、伝えたかった。生まれて初めて刀火は、神という存在に心の中ですがった。

　呻くように、心の中で祈いのった。

　──どうか悪意ある者に気づけ、千樹。そして逃にげろ。千樹を守りたまえ。理ことわりの神、万龍。この世の全てを司つかさどる大祖神。天日大神、天あま月つき大のおお神かみ。




　　　　○




「誰だれ!?」

　鋭く誰何すいかすると、黒い影かげに見えていた二つの人影が、月光が降る場所へと歩み出てきた。

「千樹姫ひめ。ご無事でなによりでした」

　丈たけの長い草を踏ふみ分け近づいてきたのは、高月頼近だ。その斜ななめ後ろには九反もいる。

　九反はいつもと変わらず感情の読めない無表情だが、頼近は心底安あん堵どしたような、柔やわらかな微び笑しようを口元に浮うかべていた。

「頼近様」

　その穏おだやかな笑えみに、千樹は力を抜いて微笑み返した。

　純鉄と彩遊も、あからさまにほっとした表情になる。

　頼近は、千樹の危機を刀火に知らせてくれた。千樹を捕縛しようと躍やつ起きになっているらしい雅近や幻繕と違い、味方になってくれる人だ。

「どうしてここが……」

　そう言いながら一歩踏み出すと、爪つま先さきに、かさりと触れるものがあった。刀火の参だ。

　刀火の姿を映していた参は真っ二つに切られ、床ゆか板いたの上へ落ちている。
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　はっとした。

　──この参を斬り裂さいたのは、もう一枚の参だった。

　参は法術士が使うもの。この場で参が使えるのは、頼近の背後にいる、法術士の九反のみ。ということは、刀火の参を引き裂いたのは彼だ。

　しかし九反がなぜ、刀火の参を引き裂いたのか。

　──あの人が邪じや魔まだから？

　千樹を助け、刀火の命令に従おうとする者であれば、刀火が邪魔なわけはない。

　──ということは九反は、曉宮の命令で動いているわけではないし、曉宮の意思を尊重しようともしていない。ならば、わたしを助けようとしているわけでは、ない？

　警けい戒かい心しんが強くなり、一歩踏み出した足がそれ以上動かない。

　──そして、その九反の行動を咎とがめる素そ振ぶりがない頼近様も、九反と同じ？　そんな馬ば鹿かな。頼近様は、わたしの危機を知らせてくれたのに。

　頼近はこちらに向かってきながらも、月光を受けて白く輝かがやく桜の花に目を向ける。余よ裕ゆうと落ち着きのある態度だ。雅近と同じ顔で、優やさしげな垂れ目で花を見つめる。

「良い隠かくれ家ですね。しかし、ここに潜ひそんでいることを知られてしまった可能性があります。急ぎ、移動した方が良いでしょう」

「知られたとは、どういうことですか？　どうして頼近様は、この場所を知ったのですか？」

「二に之の御み子こ様が教えてくださいました。二之御子様からお話を伺うかがい、急ぎ参りました。雅近の指揮する衛え士じが、姫君たちが北に向かったという情報を摑つかみました。近々この辺りも捜そう索さくする手はずになっていると二之御子様に申し上げましたら、ご自分は常宮へ戻もどられるので、代わりにわたしが姫ひめ君ぎみを、別の場所へお匿かくまいしろと命令されました」

「綾峰様が？」

　綾峰のように臆おく病びようで慎しん重ちような人が、隠れ家を移動するという重大事を、安易に人に任せるだろうか。綾峰ならば、隠れ家に捜索の手が伸のびていると知れば急ぎ引き返し、自ら千樹を、さらに安全な場所へ移そうとするはず。

　しかも綾峰は刀火から信しん頼らいされて、千樹を託たくされたのだ。元来生き真ま面じ目めな綾峰が、それを人の手にゆだねる真ま似ねはしないはず。

　──なにか、おかしい。

　疑念が、黒い雲のように胸の中にわきあがる。

　近づいてくる頼近の笑顔を見つめながら、千樹の思考はめまぐるしく働く。

　──春鬼が鬼界にいるのだから、柚葉に取り憑いたのは冬鬼。その冬鬼を滅めつしたのは、頼近様。けれど冬鬼が滅していないということは、頼近様もまた、冬鬼の巧たくみさに翻ほん弄ろうされ、冬鬼が滅したと思い込んだか。もしくは、本当は滅していないことを知っていながら、滅したと、皆みなに思わせたか。

　もし後者であれば、頼近がこの災わざわいの中心にいる人物だ。

　──どちら？　頼近様は、敵？　味方？

　頼近が、ふと不可解な表情になる。

「千樹姫、どうされましたか？　顔色が優すぐれませんが」

「いいえ。すこし……疲つかれていて」

　答えながらも頭の中では、今まで起きた出来事の全てが、玻は璃りの破は片へんのように鋭く煌きらめき乱らん舞ぶする。

「頼近様。どうして曉宮様の参を斬らせたのですか。あれで曉宮様と、連れん絡らくが取れていました」

「あれが？」

　驚おどろいたように、頼近は背後の九反をふり返る。

「そうだったのか？　九反？」

「わかりません。わたしには、姫君が参に脅おどされているように見えたもので、てっきり幻繕様の参かと」

「曉宮様の姿を映していました。見えなかったのですか？」

　鋭く問い返すと、九反は目をそらしぎみにして、頭をさげた。

「申し訳ありません。こちらから、見えませんでした」

　頼近は眉まゆをひそめる。

「すみません、千樹姫。宮様と再び連絡をつける算段は、また安全な場所に移動してから、考えましょう」

「そう……ですね」

　彼等の驚きの表情も言葉も、信じていいのだろうか。

　──なにを、誰を信じれば……。

　迷ったそのとき、ここにやって来た純鉄の誇ほこらしげな顔を思い出す。

　純鉄は、「曉宮様は綾峰、彩遊、純鉄だけは信用出来ると言った」と言っていた。

　だから千樹を逃がすのを綾峰に託し、そこに必要なものを届けさせるのは、純鉄と彩遊にやらせた。本来ならば絵師の二人よりも、もっと適任の者がいるはずなのに、彼ら二人の他ほかに信用出来る者がいなかったのだ。

　──誰を信じればいいのか、あの人の思考に従えばいい。信じるのは、綾峰様と彩遊先生、純鉄のみ。

　千樹の目の奥に鋭するどい光が宿る。

　──ならばそれ以外の人を、信用してはいけない。

　信じるべきことと、自分のとるべき行動が、やっと定まる。

「どうした、千樹？　逃げる準備をしよう」

　千樹の様子の変化に不ふ審しんを感じたらしく、純鉄が気き遣づかうように背後から囁ささやく。

　──頼近様は怪あやしい。確証はないけれど、油断してはならない。ならば……純鉄と彩遊先生だけは、守らないと。

　純鉄と彩遊に向きなおると、千樹は告げた。

「ここを出て、頼近様と一いつ緒しよに行きます。けれど純鉄と彩遊先生は、ここに残ってください」

　彩遊が、目を瞬しばたたく。

「え、なぜ」

「追われる身は、わたしだけです。これ以上、先生や純鉄に迷めい惑わくをかけられません。ですから、ここで別れます」

　頼近が言うように、本当に捜索の手が伸びているのならば、逃げる必要がある。

　頼近が実は災いの中心人物で、千樹を陥おとしいれようとしているのであれば、その手を逃のがれなければならない。だがその前に、彩遊と純鉄を守るべきだ。

　どちらにしても千樹は、純鉄と彩遊、二人と離はなれる方がいい。

　もし頼近が敵であったら、千樹だけになったそのときに、逃げる算段をすればいい。

「おまえ一人で行かせられるか！　おまえは、化け物じみてても女だぞ！」

　純鉄が、かっとしたように声を荒あらげるが、

「千樹姫の言うとおりにするのが、いいでしょう。残ってください、お二人とも」

　頼近が静かな声で告げる。

「身の安全はもちろんですが、お二人がいては、申し訳ないのですが、正直足手まといです」

「足手まとい……」

　その言葉に、彩遊は残念そうに肩かたを落とす。山道を逃とう走そうする場面での、自分の足手まといぶりには自覚があるらしい。

　純鉄は悔くやしそうに俯うつむく。彼とて、彩遊ほどではないにしても、馬にも乗れず、法術が使えるわけでもない。

「純鉄。彩遊先生。二人は、足手まといなんかじゃありません。二人がいなければ、わたしは、なにも真実を摑めなかった。そしてこの世に戻ってくることも出来なかった。感謝しています。助けてもらいました」

　しおれた様子の彩遊と、悔しげな純鉄に、千樹は急いで言った。本心だった。二人の存在に、これ以上ないほど感謝していた。

「だからこそ、これから先は二人に甘えたくないんです。二人を巻きこみたくありません」

「千樹。君は、なにをするつもりだい？　二度と会えないような、そんな口ぶりに聞こえる」

「違ちがいます。わたしは、死ぬつもりも、捕つかまるつもりもありません。また、先生に薄うすいお酒をふるまってもらうために、お屋や敷しきに帰ります。だから先生に死なれては困るから、ここにいて欲しいんです。わたしが、先生の振ふるまい酒を飲みに行くのを、待っていてください」

　微ほほ笑えむと千樹は、彩遊の傍かたわらに散らばっている線せん描びよう筆ふでや万ばん代だい上白紙に目をやった。

　──お守りになるわ。

　急いで、万代上白紙を巻き取って懐ふところに入れ、筆先に墨すみをふくんだ線描筆は、別の万代上白紙を重ねたもので巻いて、手に持った。

「純鉄、頼たのんだね。彩遊先生を、無事にお屋敷に連れて帰ってね」

　不満そうな純鉄の背をどやしつけ、千樹は身をひるがえし、階きざはしを下りる。

「おい！」

　背後から呼ばれたので、一いつ瞬しゆんだけ足を止めてふり返る。

　純鉄は簀すの子こに駆かけ出して来て、泣きそうな顔で言った。

「おまえも、帰ってこい！　待っていてやるから！　帰ってきたら、今回のおまえの邪じや道どうっぷりを、三日三晩かけて罵ののしってやるんだからな！」

　そのくしゃくしゃの顔と、彼らしい言葉がおかしくて、千樹は声を出して笑った。

「帰るわよ。待ってて」

　手を振り、また前方に目を向けて歩き出す。

　頼近が、導くように手を差し出す。

「行きましょう、姫君。わたしの馬に乗ってください」

「わかりました」

　頷うなずくと、頼近の手を取った。




　　　　○




　刀火の馬が繫つながれているのは、上主一族のためにある厩うまやだ。衛え門もん府ふの近くにあるそこへ到とう着ちやくすると、急いで青毛の馬を引き出した。幻繕にも、適当な馬を使わせた。

　騎き乗じようし、馬をならすように徐じよ々じよに速度を上げ、常宮内のゆるい坂道を下り御渡橋に向かう。

　月光は明るく、林立する杉すぎの幹の向こうにある境さかい川がわの水面みなもが、青白いさざ波を光らせて流れている。

　御渡橋の近くまで来たとき、前方から、馬に乗った青年が近づいて来た。月光の明るさで、派手な模様の狩かり衣ぎぬと、愛あい嬌きようのある垂れ目が見て取れた。雅近だ。

　刀火は舌打ちしたい気分で手た綱づなを引き、馬を止めた。幻繕も馬を止めた。

　逆に雅近の方は、刀火と幻繕の姿を認めると、馬を急せかして近寄って来た。そして道をふさぐように、馬を横向きに停止させる。

「こんな夜中に、どこに行かれるのですか。曉宮様。幻繕御ご法ほうも」

「そこをどけ、雅近。時間が惜おしい」

「どこへ行かれるともわからないのに、道をあけられません」

「千樹を助けに行く。この一連の騒そう動どうを操あやつる者が誰だれなのか、わかった。千樹は無実だ、そして陥れたのは、高月頼近だ」

「なんですって？　言うに事欠いて？」

　雅近の目が、鋭くなる。

「宮様、如何いかがなされましたか。正気とは思えません。幻繕御法もご一緒ということは、御法も宮様の言うことに納なつ得とくされているのですか？」

　幻繕は、頷く。

「納得しておるぞ、太だ政じよう大だい臣じんの嫡ちやく子し。宮は、首をわしに預けるほどに、真しん剣けんじゃ」

「わたしの言葉が信じられないと言うなら、真実を見せてやる。共に来い、雅近」

「そのような世よ迷まいごとに、おつきあいは出来ませんね。如何なされましたか、宮様？　あの姫ひめ君ぎみに、妙みような術でもかけられてしまったのですか？　上北国へ身を隠かくすならまだしも、千樹姫を助ける？　しかもこの騒動は頼近が起こしたことで、頼近が姫君を陥れた？　姫君を庇かばうのもたいがいにしてください！」

　雅近は馬から飛び降り、刀火の青毛の轡くつわを押さえた。

「離せ！」

「離しません！」

　苛いら立だった刀火も馬から降りると、雅近の腕うでを摑つかんだ。

「雅近、轡を離せ！」

「宮様はどうかしておられる！」

　歯ぎしりし、睨にらみ合う。

　──埒らちがあかぬ！　この、馬ば鹿か者が!!

　苛立ちが憤ふん怒ぬになり、罵ば倒とうになって口をついて出そうになった。

　しかし、その瞬しゆん間かん。視線が絡からみ合い、刀火は、雅近の目の奥に異様な昂たかぶりの光を見た気がした。しかしそれは昂ぶってはいても、暗くよどんだ光だ。

　その光に、はっとした。

　千樹が、刀火の仮かり妻づまを辞やめたいと言ったときに、ひどく気弱な目の色をしていたことを思い出す。彼女の噓うそを見み抜ぬけなかった自分は、あの目の光を目にしていながら、意味を考えようとしていなかった。

　けれど慎しん重ちようで臆おく病びような綾峰は、人の目の奥にある光を読む。

　人の目の奥にあるものを、読むべきときがある。

　それは必ず、相手が刀火を苛立たせるときのはず。相手の言動に苛立つのは、刀火が相手の言動を理解していないから。だから、そのときこそ読むべきだ。

　刀火は、雅近の目を見つめる。

　──……雅近？

　その眼めの光は、理解出来ない状じよう況きようで、必死にもがいている少年のような危あやうさだ。

　雅近は刀火よりも五つも年上で、生まれたときから、刀火を守るために刀火の傍らにいた。刀火は、雅近が自分を守るのは当然だと思っていた。雅近も、そう思っていた。

　だから今まで気がつかなかった。

　──そうか、雅近。

　刀火は卒然と悟さとった。

　雅近は刀火の臣下だ。千樹と同じ、ときによっては刀火が守るべき臣下だ。

「曉宮様、千樹姫の居所を知っているなら、俺に教えてください！　俺が姫君と春鬼をなんとかします。そしてその間、宮様は頼近と共に上北国へ身を隠してください！」

　今、雅近は必死で刀火を守ろうとしている。

　だが、刀火は気がついていた。逆に今は、刀火が雅近を守るべきときだ。

　──これは、雅近にかけられた呪のろい。わたしを守れと教え込まれた呪いだ。

　刀火は、摑んでいた雅近の手を突つき放す。

　──呪いを解く。

　腰こしにある黒鞘さやの太た刀ちに手をかけると、一気に抜ぬいた。それに反応し、雅近は一歩飛び退すさり、刀の柄つかに手をかける。

「宮様？　俺を斬きりますか？」

　刀火は答えなかった。

「宮」

　刀火の殺気を感じたらしく、幻繕がいさめるように鋭するどく呼ぶ。

　しかし刀火は刀を構え、切っ先を雅近の首元へ向け続けた。

　雅近は、柄に手をかけたまま身構え、じりじりと切っ先をさけるように横へ移動する。

　夜空に雲が流れ、月が陰かげった。

　その瞬間、刀火は踏ふみ出して、雅近の喉のどへ向けて真っ直すぐ刀を突く。雅近は身をそらし、抜いた太刀で、下から刀火の刃やいばを撥はねあげた。その動作で、雅近の正面ががら空きになる。

　刀火は弾はじかれた刃を返し、雅近の首筋を狙ねらって、真横から、渾こん身しんの力で刀を振ふり抜く。

　雅近が、それをかわすために、身をそらした体勢から体を捻ひねり、体の均きん衡こうを崩くずす。

　それを見計らい足あし払ばらいをかけた。

　雅近が、仰あお向むけに地面に倒たおれた。

　仰向けに倒れた雅近は、したたか背中を打ち付けたらしく、くぐもったうめき声をあげた。

　その拍ひよう子しに、雅近の手から離はなれた刀を拾い上げ、刀火は、左右の手に太刀を構え、雅近の体をまたいで見おろした。

　雅近が目を見開く。

　刀火は左右の手にある太刀を、おもいきり突き下ろした。

　雅近の首を、二本の太刀が交差して、その場に釘くぎ付づけにした。刃は雅近の首と、薄うす皮かわ一枚の距きよ離りしかない。大きく息でも吸ったなら、それだけで刃に皮ひ膚ふが触ふれ、血を流しそうだ。

　肩かたの傷のうずきを押して、刀火は渾身の力を振るったのだ。息が上がっていた。嫌いやな汗あせが背筋を這はうが、それに気を散らすことなく、雅近に向けて声を張った。

「高月雅近！」

　主人の声で呼んだ。

「おまえの主人は、誰だ！」

　以前にもした質問だった。しかしあのときとは、刀火の覚かく悟ごが違ちがった。

　目をそらさず、怒おこるのではなく説くように、真っ直ぐに雅近の目の奥を見る。異様に昂ぶる、危うい光を抑えこむように睨みつける。

「それは曉宮様ですよ、しかし！」

　雅近は首を動かしかけるが、刃に皮膚が触れ痛みが走ったらしく、頭を地面につけて眉まゆをひそめる。

「だからこそ、俺は」

「おまえは、わたしを主人だと思っていない」

　断言した。

　雅近は、それだけは譲ゆずれないとばかりに眦まなじりを吊つり上げる。

「いいえ、俺は宮様を俺の主人だと思えばこそ！」

「おまえは、わたしを主人だと言う。そう思っている。だが、おまえの心の奥にあるものに、わたしが気づかないと思っていたか。いや、おまえ自身すら気がついていないのだろう。ならば暴あばいてやる」

　鋭く、刀火は雅近を見おろす。

「おまえはわたしを、突とつ然ぜんいなくなった兄弟の代わりに守ろうとしたんだ。五つの年に、いなくなった兄弟の代わりにわたしを託たくされ、おまえは、守りきれなかった兄弟の代わりに、今度こそは守りきるのだと無意識のうちに誓ちかったのだろう。主人として、仕え守ろうとしたわけではない。失った者の代わりにしたのだ、わたしを！　それはおまえが、長年かけ、周囲の大人たちの思おも惑わくの中で育てられ植え付けられた呪いだ！　呪いであることは、自覚しているはず！　ただその呪いのありかが、おまえにとっては兄弟だった！」

　怒いかりばかりだった雅近の目に、戸と惑まどいの色が浮うかぶ。それでも、

「俺は、そんな……！」

　と、反論しかけるが、刀火はそれを許さず、たたみかける。

「わたしは、おまえの弟でも兄でもない！　わたしはおまえの主あるじで、おまえは、わたしの臣下だ！　おまえは、わたしが守るべき臣下だ！」

　その言葉に、雅近が目を瞬しばたたく。理解出来ない言葉を聞いたような顔をする。

「本物の頼近が帰ってきても、幼い頃ころからずっと思い込んでいた意識は消えないのだろう。だがわたしは、おまえの弟でも兄でもない。おまえの兄は頼近だ。頼近が出現したことで、あれが本当の兄弟だと実感するはず。その今なら、わかるはず。わたしはおまえの主で、おまえは臣下だ」

　雅近は蒼そう白はくだった。

　刀火が、これほど冷静に、淡たん々たんと、雅近を叱しつ責せきしたことは今までなかった。雅近のやることに反発し、怒り、怒ど鳴なったことは多々ある。その勝手な行動を、なじったことも数知れない。

　刀火自身も、意外だった。

　物心つく前から傍かたわらにいて、雅近は刀火を守っていた。だからすこし刀火は、雅近に甘えるところがあったのかも知れない。

　守られることは当然と思っていた。

　千樹を守るように、自分が雅近を守ってやるのだと思ったことは、今までなかった。

　だが千樹という、奇き妙みような臣下を置いてしまったばかりに、刀火もまた臣下に対してどのような主人であるべきか、否いや応おうなく学んでしまった。

「雅近」

　刀火は腰をかがめ、雅近の顔を覗のぞきこむと、囁ささやく。

「雅近。心配することはない。わたしは、おまえの主なのだから、幼かったおまえの兄のように、突然消えることはない。そして主なのだから、おまえに守られるばかりではない。わたしは、おまえを守るべき立場でもある。それが、主だ」

　あやすように言いながら、太刀の一方を地面から抜き取ると、放ほうり投げる。

「いいか、雅近。おまえが千樹を危険視しているのは、わかる。千樹の能力は危険だ。それは疑いようもないこと。だが、千樹自身は危険な姫ひめ君ぎみではないと、おまえも知っているはず。彼女の今までの働きを、思い出せ。千樹が春鬼を出現させたというのが噓うそであれば、千樹は我々の知っている、生意気で不作法だが、裏表のない姫君だと、おまえも納なつ得とくするはず。いいか、そして千樹は、春鬼が人界に出現していないことを確かめた。それによって、わたしはことの一いつ切さいを引き起こした者が、頼近であると判じた」

　さらに、もう一方の太刀を引き抜くと、腰の鞘に収める。

「信じられないだろう。その気持ちも、わかる。頼近はおまえの兄だ。しかし信じられないのならば、共に来るのだ。わたしが、おまえに真実を見せてやる」

　まるで今まで出会ったことのない人を見るように、雅近は刀火を見あげていた。

「曉宮様……」

「雅近。来い。わたしは、おまえの知りたいことを全すべて教えてやれる。真実を教えてやれる。恐おそれず、不安がらずに、来るのだ。我が臣」

　手を差し出すと、雅近が、すこし怯おびえるようにゆっくりと右手をあげた。その手首を握にぎると、力をこめて一気に引き起こしてやる。

「曉宮様」

　身を起こした雅近は、その場に跪ひざまずき、刀火を真っ直ぐに見あげる。

「本当に、真実を教えてくださいますか。噓であったなら、宮様が俺の主人であっても、許せなくなるかもしれません」

　刀火は微笑した。

「初めて、わたしに対して許せないと言ったな？」

「それは」

　雅近の方が、自分の言葉に驚おどろいたような顔をした。咎とがめられたと思ったのかもしれない。

「それでいい、雅近」

　雅近は、刀火の全てを許容していた。無ぶ愛あい想そだろうが、常宮の評判に頓とん着ちやくしなかろうが、仮かり妻づまを作らなかろうが、魔ま王おうの種を抱かかえていようが、全てを許容した。それは刀火を、ただ一心に守るべき相手、兄弟の代わりと、無意識に感じていたからのはず。

　しかし本来、臣下と主人の間あいだ柄がらであれば、臣下は、主人に対して不満や不ふ審しんを抱いだいてもいいのだ。許容出来ないものがあっても、いいはず。それすらも反逆の意思に繫つながるという考えから、太だ政じよう大だい臣じん家の嫡ちやく子しは、幼い頃から、曉宮を守ることを使命として、兄弟に近い愛着を意図的に育てられる。

　だがそれは、呪のろいであり、歪ゆがみだ。

　雅近の場合は、それに兄弟を失ったという呪いが付ふ随ずいした。

　そうやって無む理り矢や理りに、呪いで臣下の信しん頼らいを繫ぎとめるのは、主人が臣下に対して怯えているからだ。

　主人が臣下に怯えているなど、滑こつ稽けいだ。

　呪いの呪じゆ縛ばくなく、人として臣下の心を繫ぎとめなければ、本当の主人として立てないはず。

「教える。だから、来い。高月雅近」








　六花　形なき神の加護を願え






　芽め吹ぶきはじめた木々のまばらな葉の陰かげから、月光が落ちている。

　千樹を抱えるように馬に乗る頼近の手の甲こうにも、頰ほおにも、まだらに月光が落ちていた。

　背後からは、九反が騎き乗じようする馬もついて来る。

　左右から突つき出た枝葉に遮さえぎられがちだったが、馬が進むのは、細いとはいえ、長年使われ続けているらしい山道だ。その勾こう配ばいはきつくなく、山やま肌はだを蛇だ行こうして、ゆるゆると山頂へ向けて進む。

　──ここは北山。二大祖神を祀まつる神しん殿でんがあるはずの山。

　こんな山深い場所に、細いながらもこうやって道が造られているのは、おそらく神殿への往来のために整備されている道なのだろう。

　神殿の建築、維い持じは、上主の務め。神殿を守ることは、自分の治める国に、神の加護を願う行こう為いと同じなのだ。

　神殿の運営は、神職や巫み女こたちが独立して行っている。俗ぞく世せとの接せつ触しよくを極力さける神殿の性質から、頻ひん繁ぱんに人の往来はなく、道は細くとも支障はない。しかし道があるということこそ、上主がきちんと神殿を維持している証あかしなので、年に数度、道みち普ぶ請しんが行われているのだ。

「神殿へ向かわれているのですか？」

　警けい戒かいしながら問うと、頼近は微笑み、千樹を見おろす。

「まさか。あそこも、上主様の息がかかった場所です。すぐに知らせが行くでしょう」

「では、どこへ」

「このまま北山を越こえます。そして上北国へ脱だつ出しゆつします」

「上北国？　なぜそんな、いきなり」

　眉まゆをひそめた。

「姫君には、春鬼を出現させた嫌けん疑ぎがかかり、上東国ではお尋たずね者です。他国へ逃のがれるのが最も安全です」

「春鬼は、出現していません」

「姫君が春鬼を出現させるはずはないと、わたしも信じています。しかし春鬼が実際に、都に出現してしまったのですから。そんな真ま似ねが出来るのは、姫君だけで」

「いいえ、春鬼は都に出現していません。証明出来ます」

「どうやって証明出来ます？　法術で探さぐれない方法で、春鬼が都に潜ひそんでいる可能性もある。法術士の力では、探れません」

「絵の魔ま力りよくで、春鬼が鬼界に留とどまっていることを証明出来ます。わたしは、この目で見ました。そして望まれるならば、上主様の信頼あついお方と共に、わたしはまた、春鬼が鬼界にいる姿を目にすることが出来ます。上主様の御ご前ぜんでその方法を実じつ践せんすれば、信用してくれるでしょう。逃にげるよりも、上主様の説得を試みるべきです。そのために綾峰様は、常宮に向かわれたのですから」

「絵の魔力で、その目で、春鬼が鬼界にいる様を見たと仰おつしやる？」

「ええ。見ました。そして、見せることが出来ると思います。見せるお方には、多少、危険はあるかもしれませんが」

　千樹は鬼界へ行き、戻もどってこられた。同じ方法を使えば、誰だれかと共に、再び鬼界へ赴おもむき、そこで春鬼の姿を見ることは可能だろう。

「春鬼は、鬼界にいます。都に出現した春鬼は、偽にせ物ものです」

　断言すると、頼近は微笑したまま視線を前方に向ける。

「そうですか」

「信じていませんか？」

「いいえ。信じます。というよりは、……知っていますよ。春鬼が、鬼界に留まっていることなど」

　微笑んで、頼近はそっと優やさしい声で、千樹の耳に声を落とした。

「それでは、曉宮にも知らせたわけだな。春鬼が鬼界にいることを。そうだね？」

　今までの丁てい寧ねいな口調が砕くだけ、甘く優しい声で、睦むつ言ごとのように囁ささやかれ、千樹はきっと頼近を睨にらみつけた。

「やはり、……あなただったのですね」




　頼近は笑っている。

　周囲を吹ふく風の温度が、いきなり下がったような気がした。




　疑いが、現実のものになった。

　意外に冷静に頼近の顔を見られたのが、救いだった。

「すべて、あなたの策ですか。全すべて、噓うそですか。冬鬼が滅めつしたのも。上北国の再建の意思も」

　今まで散々近くにいて、騙だまされ続けたことが悔くやしくてたまらなかった。

　上北国を再建しよう、などというのも噓。

　封ふう印いんを頼たのみたいなどというのも、噓。

　義務感をたきつけられ、心を決した自分が、愚おろかしく哀あわれだ。

「春鬼が鬼界に留まっていると知られれば、柚葉に取り憑ついた鬼は冬鬼だとわかる。曉宮ならば、そこから当然、怪あやしいのはわたしと九反だと判断するだろうね。そもそも曉宮は一度も、わたしを信頼することはなかった。常に警戒していたのだから。姫ひめ君ぎみが逃とう走そうした場所すらも教えてくれなかったのには、参ったよ。姫君の危機を注進したのだからね、当然、仲間として認めてもらえると思っていたのに。宮は、用心深い」

　敵の手中に落ちた。

　自分の現状をはっきりと認にん識しきした。しかし、こうやって彼らと共に行動することで、彩遊と純鉄を守れただろうことが、わずかな救いだ。

「あなたは、冬鬼を操あやつっているの？」

　問うと、頼近は軽く声をあげて馬ば鹿かにするように笑う。

「神話の鬼を操れると思うかい？　姫君」

　砕けた口調は、雅近が千樹をからかうときの声に似ているが、彼のような明朗さがなく、何ど処こか暗い穴から吹く風の音のようだ。

「あなたが、冬鬼に取り憑かれて操られているの？　もしや、今わたしと会話しているあなたは、冬鬼？」

「あたらずとも、遠からず」

　頼近は、自分の胸の辺りを軽く叩たたく。

「ここに、冬鬼がいる」

　ぎくりと、頼近の体から身を離はなそうとするが、頼近の両手に阻はばまれる。

「心配ないよ姫君。わたしの中に取り憑いているが、お互たがい、折り合いをつけているから。わたしが望まないときには出てこないし、わたしの意思を阻そ害がいすることはない。しかしわたしの体を通して、誰にでも取り憑ける。そうだね、姫君。あなたの中に取り憑いてもらってもいい」

「止やめて！」

　悲鳴をあげ、頼近の手から逃れようと身をよじったが、頼近の手が肩かたに触ふれた。

　その瞬しゆん間かん、肩から一直線に体の芯しんへ、冷たいものが、突き刺ささるように入り込んだ感覚がした。千樹は悲鳴をあげ、縮こまって両りよう肩かたを抱だく。

　──嫌いや！

　しかし悲鳴をあげたはずの声は、音になっていない。

　千樹は真っ暗くら闇やみに押しこめられていた。なにも見えない、感じない。意識が朦もう朧ろうとし、眠ねむくなる。すると、

『ああ、これこれ。眠るのはなしにしや。面おも白しろくない。目を開けよ、ほら。開けよ』

　頭の上で、がんがん割れ鐘がねを叩かれるような大音量で、千樹は目を開かざるを得なくなる。すると、今までと同じ景色が見える。しかし体の自由は全くきかない。

「ふぅん。悪くないものよ。この姫君の体。幼き頃ころの姿は、見かけたことがあるが。良き娘むすめになったもの」

　意識ははっきりしているし、目も見えている。しかし自分の意思で、瞬まばたき一つ出来ない。

　それなのに口が勝手に動き、言葉を紡つむぐ。

「あなたがその体を使えば、成る絵を描かけそうかい？　冬鬼」

　頼近が打ち解けた口調で問う。まるで長年の知ち己きのように、鬼に語りかけている。

「無理よのぉ。おそらく成る絵は、この姫ひめの魂たましいが描くものであろうから。我が描いても、春鬼の世界へは通じはせぬ」

「では姫君を、説得するしかないのか」

「誘ゆう惑わくしてみてはどうかや、頼近。そなたに心寄せてしまえば、言いなりになるやもなぁ。もしくは九反のように、そなたに心しん酔すいさせてみるかえ」

　いつの間にか馬を並べていた九反は、すこし不ふ愉ゆ快かいそうに眉を動かした。すると頼近が、ふふっと笑った。

「冬鬼。九反は、わたしに心酔しているわけではないよ。わたしを哀あわれんでいるだけだ」

　すると九反が、きっと頼近に目を向ける。

「頼近様。わたしは、あなた様を哀れんだことなどございません」

「言い方が悪かったか。しかし、さてね。姫君には、どんなお気持ちになって頂くか」

　頼近は、つっと千樹の顎あごに指を添そえ、千樹を上向かせる。

「心を寄せるかどうかは、わからない。けれどわたしのものにしてしまえば、恥はじ入って、曉宮の前に姿を見せられないだろう」

　ぞっとした。心底恐おそろしいのに、千樹の両りよう腕うでは、勝手に頼近の首を抱くようにして体を擦すり寄せる。

　──嫌。嫌だ！　助けて！

　悲鳴をあげたいのに、声が出ない。

　しかし頼近の方が、邪じや険けんにその腕うでを振ふり払はらう。

「しかし、擦り寄られては面白くない。こちらにお戻り願おう、冬鬼」

「何な故ぜぞ？」

「抵てい抗こうする姫君を組み伏ふせる方が、面白い。しかも、それはまだ先だ。今は、上北国へ入るのが先決」

「つまらぬなぁ。しかし、法術士の監かん視しの目から抜ぬけたのだから、致いたし方なしか」

　千樹の口がそう言葉を紡ぐと、また頭の奥の方から、がんがんと割れるような声が響ひびく。

『置き土産みやげじゃ。よいもの、見せてやろうではないかや』

　その途と端たんだった。

　頭の中に、突とつ然ぜんどっと、凄すさまじい勢いで、見たこともない光景が入り込んできた。







　幼い頼近だ。いや、もう一人同じ顔の子供がいる。おそらく雅近だ。二人とも、五、六歳の幼子で、その二人と共に九反がいる。

　九反はひどく困った顔をしていた。

　雅近と頼近の二人は、一人が必死の形相でなにかを訴うつたえ、一人は泣いている。

　会話も聞こえた。そして、この場にいたはずの頼近の心の声が聞こえた。

　頼近の必死さに、千樹は息が止まる思いがした。

　──そんな……！







　場面が、一変した。

　土つち壁かべが剝むき出しの質素な小屋の中に、九反と頼近がいる。頼近は七つ、八つの年に見えた。

　頼近の前には、紙人形の参がふわふわ舞まい踊おどり、頼近はそれを見て目を輝かがやかせている。九反が何事かを言うと、頼近は、嬉うれしそうに顔をあげ、九反と目を合わせて微ほほ笑えんだ。

　九反が笑っていた。その笑え顔がおは、今の九反から想像も出来ないほどに砕けた笑顔だった。

　頼近も、笑っていた。







　また景色がすり替かわる。

　見覚えのある混乱した光景に、千樹は体が強こわばった。戦いくさの真っ赤な炎ほのおと、悲鳴と怒ど号ごうが入り交じり、なにがなんだかわからない。誰だれかに襲おそわれた誰かが逃にげ、襲っていたはずの誰かが、別の誰かに襲われて血を流す。

　千樹の父上主が倒たおれた、あのときの戦の混乱だ。

　十一歳ばかりに成長した頼近がいた。九反と共に、必死に逃げ惑まどっている。

　頼近の心の叫さけびが聞こえた。その叫びに胸が痛くなり、声を限りにこちらに呼び寄せ、手を差し出して助けたくなる。







　しかしそうしたいと思ったときには、また景色が変わった。

　青年になった頼近が、黒く焼け落ち、かさかさに乾かわいた都の中に、九反と共に立っている。

　彼は微笑んでいた。彼の心の声が聞こえたが、戦の中で必死に逃げ惑っていたときのような、憎ぞう悪おや苦痛が消えていた。

　ただ一つ、心に突き刺さる不愉快さを除けば、頼近の心は満たされていると言ってもよかった。







　突然、千樹の背骨の辺りからなにかが引っこ抜かれたような感覚がして、千樹は、体を支えていられなくなりぐにゃりと頼近の方へ倒れかかった。

　すぐさま力が入らず、千樹は震ふるえながら肩を抱き、前まえ屈かがみに背中を丸めた。

　──あれは頼近様の過去。

　肩で息いきをして、鬼が千樹に「土産」と称しようして見せたものに、全身が擦り傷きずだらけになったような痛みを感じる。

　まるで人形みたいに、冬鬼は千樹を軽々しく扱あつかう。千樹が人であり、意思も感情もあることになど、まったく頓とん着ちやくしていない。いや冬鬼は、頼近に対してすらそうなのだろう。

　だからあんな過去を、千樹に見せるのだ。

　──頼近様が……、雅近様を……。いや、逆。けれど、どうして、こんなことに。

　怖こわいと思った。

「なぜ、こんなふうになるの？」

　震えながらも、千樹は口を開く。

　負けたくなかった。かちかちと歯が鳴りそうだったが、それでも、低く声を絞しぼる。

「今、あなたの過去が見えた」

　言うと、頼近が舌打ちする。

「冬鬼か。悪あく趣しゆ味みなことばかりするね。いいや、策略かい？　姫ひめ君ぎみの同情をかうための」

「なんでも、いい。なんでもいいわよ。どうしてなの？　五歳のとき、あんな決断が出来たあなたが、なぜ今こんなふうになっているの。わたしだって姉様のために、あそこまで出来るかどうか、わからない。それくらい尊い決断だった。それなのに、なぜ？　なにを考えているの？」

　頼近の過去を見せられたことで、人のありようというものが、あまりにも不安定で、恐ろしく哀かなしく感じられて、問わずにはおられなかった。

「あなたも、そうよ。九反。あんなに純じゆん粋すいだった頼近様を、なぜこれほど」

　九反は無表情だったが、頼近が、ぴしゃりと軽く千樹の頰ほおを叩たたく。

「姫君。九反を責める言葉だけは、言わないでもらおう」

「構いません。頼近様」

　九反は背後から静かに告げるが、頼近はふり返りもせずに、千樹に答えた。

「九反は、わたしを上北国に連れて行き、そこでわたしを守り育てた。冬鬼が見せたのならば、わかっているだろう。わたしが、窮きゆう屈くつなしきたりも礼れい儀ぎもない場所で、九反と共に気ままに過ごしたこと。わたしは九反と共に、満ち足りて過ごした」

「見せられた。あなたが九反と一いつ緒しよに、乱れた国で苦しむ様も見た。九反はあなたを守っていた。二人とも魔ま王おうに、鬼が引き起こしたことに苦しんだはずなのに、なのになぜ今、身内に冬鬼を宿すなんて出来るの」

「わたしは、五歳の己おのれの決断を……後こう悔かいした。後悔したことを恥じた。恥じて苦しんだ」

　淡たん々たんと、頼近は告げる。

　──後悔を、恥じた……？

　鈍にぶい刃やいばが胸にめり込むような、そんな痛みを千樹は感じた。

「しかし乱れる人々の中に在り、気がついた。人とは結局この程度の生き物で、この混乱した世界こそが、人らしくある世界だと。そうすると後悔もなくなり、恥はじもなくなった。兄弟にも父にも、憎にくしみなど感じなくなった。それが、人のありようなのだから当然だとね。わたしが後悔するのも、醜みにくいのも、当然だと。上北国こそが、人が人らしくある真の世界だ。しかしそんな人の本ほん性しようを隠かくし、安あん穏のんとしている故郷の存在は苛いら立だたしかった」

　千樹は、虚きよ脱だつ感に似た絶望を覚える。

「だからなの？　あなたが、わたしや曉宮を欲しがる理由は……。あなたの故郷を、上北国と同じ壊こわれた世界にしたいの？　わたしの力で春鬼を呼び出し、曉宮を魔王にして、上東国へ鬼や魔王を放ほうりこんで、国を壊したいの？」

「壊れた世界ではない。あれこそが人の世界。わたしは、わたしの故郷を、人の世界にする」

「ならなぜ、こんなまどろっこしいことをしたの。人をこんなに無む慈じ悲ひに扱うなら、冬鬼の姿を見せたり、消したり、わたしを陥おとしいれたり、まどろっこしいことなどしなければ良かった。わたしは、あなたの姿を都の雑ざつ踏とうで見ている。あのときに、わたしに触ふれればおしまいじゃない。わたしに冬鬼を取り憑つかせて、上北国へ、共に駆かけ去ってしまえば良かったじゃない」

「あのとき、そうしようと思って、あなたを捜さがしたんだよ姫君。けれどあなたには参がついていた。人に貼はりついた参は、透すけているから見えなくてね。貼りついているのは気配でわかるのに、どこに貼りついているかわからず、九反も引きはがせなかった」

　確かあのとき、千樹は幻繕に見張られて、しょっちゅう参を貼りつけられていた。

　しかし外出の前に、幻繕の参は刀火が引きちぎった。ということは、そのかわりに密ひそかに、刀火が参を貼りつけていたのだろう。

　千樹の危あやうい能力を、刀火もまた気にかけていたようだったから当然の処置だ。

　しかしそのことで、千樹は守られていたのだ。

「あのまま冬鬼を憑ひよう依いさせたら、すぐに気づかれて追われる。冬鬼が取り憑いても、あなたは人の体。人以上の力は出せない。そしてわたしも、残念なことに人でしかない。すぐさま追われれば、上北国の国境を目前に捕つかまるのは目に見えていた。だから、あなたが納なつ得とくして上北国へ行ってくれるように、あれほどの段取りをした」

　全すべては、千樹を上北国に攫さらうための仕し掛かけだったのだ。

　冬鬼が出現し、それを刀火たちの目の前で滅めつしたことも、頼近の策略。そうして常宮に入り込み、信用を得て、上北国へ千樹を導く算段だったのだ。

「なのに曉宮は、上北国へ向かうあなたに幻繕御ご法ほうをつけると言った。それでは意味がない。幻繕に邪じや魔まされるし、幻繕を亡なき者にしようとするならば、幻繕は我々の目的に気がつき、すぐさま、あなたを殺すだろうからね。だから今度は、あなたが幻繕抜ぬきで参の監かん視しもなく、自分の意思で上北国へ行かざるを得なくなる立場にした。春鬼の出現を装ってね。うまくすれば魔王の種を宿している曉宮も、手に入るかも知れなかったしね」

　千樹が上北国へ行くと決意し、仮かり妻づまを辞やめると言ったとき、刀火は、幻繕を共に行かせると言った。

　そのことで千樹は、知らずに巡めぐらされていた罠わなから、一いつ旦たん、逃のがれられたのだろう。

　千樹はずっと、知らずに刀火に守られていたのだ。

　だが頼近たちは、すぐさまに二つ目の罠をはった。

　それが春鬼の出現だ。

　このときも、頼近はわざと千樹の危機を知らせ、信用を得ようとした。しかし結局刀火は、頼近を信用しなかったので、ここまで時間がかかったのだろう。

「曉宮も、あなたは欲しいの？」

「欲しいね」

「それは、雅近様が曉宮を大切にしているから？　奪うばってやりたいの？」

　頼近は、意外なことを訊きかれたような顔をした。

「そんなことは、考えていなかった。宮は、魔王だから欲しいだけ」

　引き裂さかれた刀火の参を思い出す。

　あれが、最後の頼みの綱つなだったのだ。

　あれが千樹の体に貼りついていれば、彼らはまだ、正体を明かしていなかっただろう。

　しかし幻となって出現した刀火の姿を映すため、参が千樹の体を離はなれたその隙すきが、命取りだった。

　──もう、この人たちに連れ去られるがままなの？

　唇くちびるを嚙かむ。

　自分がここにいるのだということすらも、刀火に伝えられない。参があれば、法術士はその気配を辿たどって、千樹を捜してくれるはずなのに。

　──方法がない。

　絶望感に取り憑かれそうになった。泣きたかった。

　──ここまでか。

　俯うつむく視線の先に、馬の蹄ひづめで荒あらされる下草の地面が見える。蹴け散ちらされる草葉は白い月光を弾はじき、ぱっと小さく宙に舞まう。

　細い草葉が月光を受けて散る様が、波間から突とつ然ぜん、小さな白い笹ささ舟ぶねが躍おどり出たようだった。白い小さな舟ふねが散る。唐とう突とつに、場ば違ちがいに、その景色が美しいと思った。

　白い船。

　──白船。

　その言葉がぼんやりと浮うかぶと、いきなり思考の中でなにかが光った。

　白船は、刀火の母。そして北山の神しん殿でんの巫み女こ。そしてここは北山。二柱の大祖神を祀まつる神殿のある山で、山そのものが神域だ。

　千樹は神の懐ふところにいる。

　終わりではないのだと、誰だれかに囁ささやかれたような気がする。

　懐に収めた万ばん代だい上白紙と、握にぎりしめていた筆を包んだ紙。それこそが千樹の業わざであり武器だ。

　俯いたまま、怯おびえた様子を演じながらも、千樹の呼吸は落ち着いていた。

　思考が冴さえる。

　──わたしの武器。けれどここで描えがけば、気づかれ妨ぼう害がいされる。どうする？　どうするの!?

　己を叱しつ責せきする。

　──考えて、考えて。純鉄だったら、どうする？　彩遊先生だったら、どうする？　わたしは？　いままで、わたしがやってきたこと全て。いいことも、悪いことも、全てひっくるめて、わたしが出来ることはなに!?

　揺ゆれる馬の振しん動どうを全身で感じながら、一つ、閃ひらめくものがある。

　──そうか……！

　唇を嚙み、千樹は俯き薄うつすら笑った。

　──わたしには、力がある。魔ま性しようと言われても。魔性を操あやつるからこそ！




　　　　○




『綾峰様。綾峰様』

　優やさしく呼ばれる声が、懐なつかしくて慕したわしくてたまらなかった。

　それは幼い頃ころ、ずっと大好きだった美しい人の声だ。その美しく優しい人が、自分の母であったらどんなに良かったかと、綾峰はずっと思っていた。そしてまた同時に心の奥底でその大人の女性に、ほんのりと恋こいをしていた。

『起きてください。起きてくださいませ』

　美しい人だった。とても美しくて、儚はかなげで、神秘的な人だった。

　北山の神殿の巫女であったというその人は、ときおり、この世のものとは思えない不思議な気配を纏まとって、ふっと小さな未来のことを言い当てたりした。その人に匿かくまってもらえば、けして怖こわい母親に見つかることはなかった。まるで神の加護があるようだと、ずっと思っていた。

「綾峰」

　はっきりと聞こえた声に、綾峰ははっとして目をあげた。

　こちらを覗のぞきこんでいたのは、綾峰が幼い頃に恋した人とよく似た面おも差ざしの、しかし中身は似ても似つかない、意地の悪い兄御み子こだった。

「兄君……」

　刀火の頭の上には、明るい月と、枝葉の影かげが覆おおい被かぶさるように見える。どうやら綾峰は、畦あぜ道みちの脇わきにある林の中に、仰あお向むけに倒たおれているらしい。夜よ露つゆに湿しめった土の香かおりが強い。

「無理に動くな。怪け我がはないか？」

「ええ……骨など、折れてはいないと思います」

　と答えたが、肘ひじをついて起き上がろうとすると、全身が鈍にぶく痛んで、呻うめいてしまった。

「動くなと言っている。なにがあった」

「……わたしは……」

　徐じよ々じよに意識がはっきりとする、はっとした。

「そうだ、兄君！　千樹姫ひめが確かく認にんしたのです！　春鬼は、鬼界にいました！　人界には出ていないのです！　それを知らせるために、常宮へ向かうつもりでした。できれば父君にお話しして、千樹姫捕ほ縛ばくの命を中止して頂けるように！」

　痛む背中を無視して、綾峰は刀火の両りよう腕うでにすがりつく。

「春鬼のことは知っている。しかしなぜ、おまえがこんなところで寝ねる羽目になった」

「九反です。九反が突然現れ……」

「九反？」

　と、おうむ返しに訊いたのは、刀火の背後にいる雅近だった。

　気がついてみると、刀火の背後には雅近と幻繕もいる。綾峰はしまったと、一いつ瞬しゆん血の気が引く思いがした。雅近と幻繕に知られてはまずいなにかを、自分は口走らなかっただろうか。

　しかし刀火が、綾峰の顔色の変化を見て、宥なだめるように頷うなずく。

「心配するな、綾峰。二人は、わたしの命に従う。安心して話せ。それで九反がどうした」

「九反が現れたのに驚おどろいて、落馬しました。そして九反が……」

　それ以降のことは、ぼんやりしている。

　動けない綾峰の首に、九反は、懐から出した珠たま飾かざりを巻きつけ、額に参を押し当てた。そしてなにやら呪じゆを唱えた。

　すると額に押し当てられた参が、薄うす紫むらさきに輝かがやいた。そしてゆっくりと身を起こすように額から離れ、宙に浮かんだのだ。

『これで、二之御子様が辿った道がわかります。頼近様』

　確か、そう聞こえた。

　その後、綾峰は闇やみに引き込まれるように気を失ったのだ。

「九反が、わたしの額に参を押し当てて、これでわたしが辿った道がわかると、そう言ったのを聞きました。そして、気を失い……」

「それで、千樹の居場所が知れたか」

　刀火は立ちあがり、月で明るい夜空の彼方かなた、黒々と立ちあがる北山の稜りよう線せんへと視線を向ける。

「彼らは、千樹の元へ行った。千樹は……」

　月光に光る刀火の横顔に、悲痛なものがよぎる。その表情に綾峰は、落馬する直前、自分の心に浮かんだ疑念を思い出す。辛つらい体を必死で支え、焦あせり問う。

「兄君。もしや、頼近と九反が!?」

「おまえも気がついたか。頼近と九反。彼らが、災わざわいの元げん凶きようだ。頼近が我々に、姫ひめ君ぎみの危機を知らせたのも策略だ」

「では、彼らが千樹姫の元へ向かったのなら、今いま頃ごろ……！」

　嫌いやな想像が、頭の中を駆かけ巡めぐる。

　──わたしのせいか!?　わたしが、彼らに姫君の居所を知らせてしまったのか!?

　絶望感に呆ぼう然ぜんとなりかけたとき、刀火の表情が動いた。

　なにかに気がついたように、目を細め、青白い月の表面を睨にらむ。

　つられて、綾峰も月を見あげた。

　なにも見えなかった。

　幻繕も雅近も、つられるように月を見た。

「鳥」

　刀火が呟つぶやく。

　月の表面を横切るように、数すう羽わの小さな鳥が、群れ飛んでいる。

　遠い場所で飛び回るそれは、小さな点にしか見えない。

　しかもそれらの鳥は、赤い輪りん郭かくで、透すけている。赤い輪郭線だけがほの光る、小さな小さな鳥の群れだ。幻のような姿なのに、戯たわむれる様は、春の日ひ射ざしの中を飛ぶ雲雀ひばりのように、気まぐれで楽しげだ。

　だが夜に飛ぶ鳥はいない。

　ましてや透けていて、赤い輪郭だけの鳥などいるわけはない。

　いないものを形にし、それを動かし、具現する。それは絵の魔ま力りよくのなせる業わざだ。

「千樹姫」

　息を吞のむ。

　刀火は綾峰に向きなおると、鋭するどく命じた。

「ここを動くな、待て。ことが終われば迎むかえに来る」

「しかし、わたしに出来ることを！」

「その体で、出来ることは一つ。祈いのれ、姫君のために！」

　馬に跨またがると、刀火はすぐに鞭むちを入れ駆け出した。幻繕と雅近も、彼に続く。

　駆け去る後ろ姿を見つめ、次には、月光の中、戯れて飛ぶ小さな鳥を見あげた。

「姫君。ご無事で」

　赤い鳥が戯れ飛ぶのは、北山の深い場所らしい。

　──北山。白船様のいらした、北山だ。

　綾峰は目を閉じた。

　──もし白船様のお心が、この世の何ど処こかに残っているなら、おそらく北山にあるのだろう。

　白船はいつも、見えるはずのない北山の方ばかりを見つめていた気がする。帰りたかったのだろう。

　──白船様。もしお心が残っていて、そしてもし、わたしのことを、すこしでもお気にかけてくれていたのであれば……お願いです。姫君を救うために、お力をお貸しください。兄君と千樹姫をどうか、再会させてください。姫君はわたしの思い人で、そして兄君は……白船様の、御子なのですから。

　目覚める直前に耳に聞こえた優しい声は、刀火の声を聞き違ちがえただけとは思えない。

　神に願うことを、綾峰は思いつかなかった。

　綾峰が当然のように祈ってしまったのは、幼い頃に、いつも綾峰を庇かばってくれた不思議に優しい、北山の巫み女こであった女性にだった。




　　　　○




　馬の背に身をかがめて顔を伏ふせ、絶望したように振ふる舞まいながらも、千樹は唇くちびるの端はしで笑う。

　──飛べ。飛ぶがいい。この人が国を壊こわすと言うならば、わたしは、それを妨さまたげる。全すべての力で。魔ま性しようと呼ばれても、いい。あの人の国を守る。

　ずっと顔をあげない千樹が、もはや観念したと思ったのか、頼近は無言で馬を進める。

　千樹はその間も、顔の両りよう脇わきに垂れた長い髪かみで手元を隠かくし、馬の背に指を走らせていた。

　指先に血が滲にじんでいる。密ひそかに、歯で食い切ったのだ。

　血の滲む指先を細かく動かし、千樹は、掌てのひらに収まるほどに小さな、小鳥の絵を描かいていた。馬の、濃こい栗くり毛げのつやつやした毛並みの上へ指を滑すべらせ、血の線で、執しゆう念ねんを込めて描く。

　一羽目。

　点睛させると、それは赤い輪郭の透けた小鳥の姿になって、馬の毛並みの上からすうっと浮うき出し、ぱたぱたっと羽ばたき、音もなく千樹の手元から滑り出して飛び去った。

　輪郭のみが赤く、透けているので、気配も色も闇に紛まぎれ、雅近も九反も気づかない。

　それを確認すると、千樹はさらに描き続けた。

　──点睛させ具現したものは、おそらく、絵から離はなれて遠くへは飛び去らない。

　猫ねこを具現させたときも、猫たちは庭にたむろして、動く気配がなかった。絵からそれほど遠くへは行きたがらない習性があると、千樹は見た。

　もしそうであれば、この北山の中で、鳥が飛び交かう場所に千樹がいると気づいてもらえるはず。

　──あの人は、来る。来ないわけない。

　突とつ然ぜん断たち切られた参に異変を感じ、刀火は必ず、千樹を助けに来てくれると信じていた。

　さらに描く。

　血の線で描く鳥は六羽ほどになり、馬の背の上で羽ばたいて、戯れ飛んでいる。それを次々点睛させると、鳥は千樹の髪の隙すき間まからさっと羽ばたき飛んでいく。

　おそらく具現した鳥は、空高く舞いあがり、そこで戯れ飛んでいる。

　次に千樹は自分の膝ひざの上へ、左袖そでを広げる。広げた白い袖の上へ、指を滑らせた。

　──こんなもの、描いたことないけれど。

　描いたのは、千樹の手に合う、握にぎり心ごこ地ちがよさそうな小刀だ。柄つかは簡素な白木で、刃やいばだけは鋭く強くと、輝きを強調するため、指の血をなすりつけ、陰いん影えいを濃くする。

　指先の血が固まりかけているので、千樹はさらに深く指先を嚙かみ、鋭い刃の線を引く。

　口の中に血の味がする。

　千樹が布地から指を離すと、布地に描かれた赤い輪郭の刃が、うっすらと浮かんで見える。

　右手を柄の部分に伸のばす。手の気配に反応するように、描かれた柄の部分が、まるで水の中から浮ふ上じようしてくるかのように浮かび出た。

　柄を摑つかんだ。一気に引きずり出すように肘ひじを引くと、赤い刃が目の前で輝いた。

　──成った。

　千樹は呼吸を整えた。

　ゆっくりと顔をあげ、頼近を見た。整った顎あごの線を見あげる。

　──体の中に鬼おにを匿かくまっているとはいえ、所しよ詮せん、この人の体は人。

　千樹は、握った赤い刃の柄を両手でしっかり握ると、呼吸を止めた。

　そして一気に、鋭く、渾こん身しんの力で頼近の脇わき腹ばらに向けて刃を突つき出す。硬かたいものに刃が食い込む感かん触しよくを感じると同時に、勢いよく引き戻もどす。

　頼近が呻うめく。

　なにが起こったのか、頼近は一いつ瞬しゆんわからないらしく、驚おどろいた顔で自分の脇腹に手を当てる。掌が血に濡ぬれているのを確かく認にんし、頼近は目を瞬しばたたき、そして千樹の顔を見た。

　唇に、自分の血の味がする。その赤い唇で、赤い刃を手にする自分の姿は、頼近の目にどう映るのか。

「魔性……？」

　頼近は、心底驚いたように呟いた。それが隙だった。

　千樹は馬から飛び降りた。

「九反！」

　馬から飛び降りた千樹は、赤い刃を握りしめたまま、馬が入り込めない、雑木林の中へ駆け込んだ。

　細い若木が千樹の行く手を遮さえぎり、その小枝が、頰ほおや、手の甲こうに、鞭のようにしなって当たる。駆かけ抜ぬけようとする足元も、熊くま笹ざさが繁はん茂もしていて足首をこする。

　背後で馬を下りた九反が、参を構えた気配がした。

　ひゅっと千樹の耳元をかすめ、参が数枚飛来して、行く手を遮ろうとする。

　千樹は手にした血の刀で、破れかぶれで、その参をたたき切った。参は千切れ、力をなくして落ちていく。

　頼近も馬から下り、追ってくる気配がした。二人の男が背後から迫せまる。距きよ離りは、あっという間に縮まる。所詮、千樹の足では二人に敵かなわない。

　息が上がり、喉のどがからからになる。賢けん明めいに足を上げようとするが、うっかりと木の根に足をとられ、前のめりに転んでしまった。

　──ここまでなの!?

　可能な限り考えた。力を尽つくした。

　しかしやはり逃にげ切れない。

　今であれば、誰だれも巻き添ぞえにせずに済む。今こそ千樹は覚かく悟ごして、危険な己おのれの存在に決着をつけるべきときだと、背後から迫る災わざわいの影かげが千樹の耳に囁ささやく。

　千樹は手にした血刀を握りしめ、自分の首筋へ近づける。手が震ふるえる。

　──もう、あの人に会えない。

　そのとき目の前の、細い笹ささ舟ぶねのような形の草葉が、月光できらりと白く光る。その白さが眩まぶしくて、地面から目をあげると、雑木林の向こうに揺ゆらめく篝かがり火びを見た。

　小さな篝火が焚たかれているそこは、こんな山深い場所にあるのが唐とう突とつで、不似合いなほどに立派で、手入れをされた、檜皮ひわだ葺ぶきの門だった。

　──北山の神しん殿でん！

　そこに行けば、頼近たちを倒たおしてくれる何かがあるわけではないだろう。

　だが、その聖域の存在に勇気づけられている気がして、千樹は立ちあがっていた。

　全力で駆けた。

　雑木林を飛び出し、門もん扉ぴを力ちから一いつ杯ぱい押す。すると門が開いた。重量感はあるものの、まるで千樹を迎むかえ入れるかのように開く。

　転げるように中へ入る。

　そこは広大な庭だった。

　木々や岩など、趣おもむきを凝こらした風ふ情ぜいある常宮の庭とは、全く違う。

　門がある一面は、白板いた垣がきで囲われ、他ほかの三方は、等とう間かん隔かくに白木の柱を配した回かい廊ろうだ。

　正方形の広大な庭なのだが、そこにはまったく何もない。白い布を敷しきつめたようにすら見える。

　細かい白い砂が、意図的に敷きつめられているのだ。

　砂の上には、隆りゆう起きもなければ溝みぞもない。どんな形すらもなく、信じられないほどに真っ平らだ。

　転げ込んだ千樹の足あし跡あとが、白い砂の上にくっきりと残る。

　──まるで、紙。

　月光に照らされた、巨きよ大だいな純白の紙だ。

　千樹は背後を見やった。

　雑木林の中に、千樹を追ってくる者の影がある。

　門を閉めようと、門扉に手をかけたときだった。

「千樹！」

　ずっと待っていた声が、自分の名を呼んだ。








　七花　獣の世に花の散る






　呼ばれた方向をふり返ると、神殿から真っ直すぐ延びる道の向こうから、駆けてくる人馬の影が三騎。先頭は、見事に艶つやめく青毛の馬を駆る刀火だ。その背後には幻繕と雅近。

　幻繕と雅近の存在に、千樹はまずいと焦あせりかける。しかしすぐに、刀火が彼らを従えているのだと気がつく。

　幻繕も雅近も、刀火に従えられている。刀火が主あるじとして、彼らを支配している気配が強い。

　──来てくれた！

　信じていた。

「刀火！」

　突然、参を斬きり裂さかれた刀火が、千樹の身に起こった異変に気づかないはずはないと、信じていた。信じたとおり、彼は来てくれた。

「雑木林の中に頼近様と九反がいるの！　早く！　早く！」

　千樹は、雑木林と道とに、交こう互ごに素す早ばやく視線を走らせる。

「刀火!!」

　刀火の姿が近づくにつれ、我が慢まんに我慢を重ねていた、泣きたい、苦しい、耐たえる気持ちが、助けを求めるような声になった。

　雑木林の中の影と、駆けてくる人馬。どちらが早く、門前に着くかといったところだ。

「千樹！」

　わずかに、馬の方が早かった。

　刀火の馬が門前に駆けつけ、彼は馬から飛び降りるやいなや、門の内側に駆け込んで千樹を抱だきしめ、参を構えて門に対面する。

「千樹！　無事か」

　刀火が、門の方を警けい戒かいしながらも問う。

「刀火！」

　しゃにむに、刀火の衣ころもにしがみつく。彼の衣の薫かおりが、愛いとしくてたまらない。

「大だい丈じよう夫ぶ……。なんとも、ない。平気……平気」

　言いながらも、声が震えた。嬉うれしくて震えていた。刀火の腕うでの強さと温かさが、これほどまでに頼たのもしくて、心地ここちいい。

　震える声に気がついたのか、刀火はさらに強く千樹の肩かたを抱だく。そして宥なだめるように、千樹のこめかみあたりの髪かみに口づけをしながら、囁く。

「落ち着け。わたしが来た。わたしが守ってやれる。頼近か？　千樹？　奴やつか？」

　短い問いで、刀火が全すべてを悟さとったのだと理解した。

「そう。全て、そう。……あの人が」

「よくやった。彩遊と純鉄とは、引き離はなしたな？　しかも、わたしにこの位置を知らせた。上出来だ」

　恐きよう怖ふに耐えながら、必死にやったことを褒ほめられて、嬉しくて泣きたくなる。怖こわかったのだと泣き言を言いたいのに、褒められると、泣きながらでも、もっとがんばれると思う。

　幻繕と雅近も馬を乗り捨て、門の中へ駆け込んできた。

　刀火は千樹の肩を抱かかえ、幻繕と雅近は、その二人を左右から守るように、門を正面に見み据すえじりじりと後退り、庭の中央へと退く。

「気をつけてください。頼近様の中に、冬鬼が取り憑ついています。頼近様に触ふれたら、取り憑かれてしまいます」

　先刻の恐怖を思い出しながら、警告した。

　雅近が眉まゆをひそめる。

「そんな馬ば鹿かなこと、あるのか？　頼近は、頼近だ。鬼に取り憑かれているようには、見えなかったぞ、ずっと」

「鬼と折り合いをつけている、と言っていました。支配されることはなく、共存しているみたいです」

「まさか」

　と雅近は言いながら、まるで刀火を頼たよるように目配せする。刀火は、安心させるように頷うなずく。

「焦るな、雅近。待て。頼近が来るならば、すぐにわかる」

　雅近が、なぜか刀火を頼っているような表情に、千樹は驚おどろいた。雅近が、こんなふうに刀火を慕したうような表情を見せることは今までになかった。

　ゆっくりと、頼近が門を潜くぐった。九反も続く。

「頼近」

　太た刀ちの柄つかに手をかけて構えながらも、雅近は慕わしげに兄を呼んだ。だが頼近の目は、全員を、まるで石ころかなにかのように、無感動な目で均等に眺ながめる。

「全ては、露ろ見けんしたようだな」

　面めん倒どうそうに、呟つぶやく。そして背後の九反に告げる。

「力ちから業わざで、いくしかないらしい。九反、頼む」

「承知しました」

　九反が、懐ふところに手を入れて参を摑つかみ出すと、幻繕と刀火が、同時に懐から参を摑み出す。

　双そう方ほうが参を手に睨にらみ合う中、幻繕が挑ちよう発はつする。

「ほうほう、九反。上東国、随ずい一いちと言われる法術士のわしと、わしと比ひ肩けんする法術使いの曉宮に、一人で立ち向かうとは、いい度胸じゃのぉ」

　九反の、垂れさがったまぶたの下にある濁にごった目が、剣けん吞のんな光に輝かがやく。怒おこっているのだろう。

「試ためしてみるか、老いぼれ！」

　意外なほどの大声で怒ど鳴なると、九反は参を投げあげた。

　九反の参が鋭するどい小鳥の群れのように、三人に向かって襲おそいかかろうとするが、その前に、刀火と幻繕も同時に参を宙に投げる。

　九反の参よりもはるかに、圧あつ倒とう的に力強い鋭さで、刀火と幻繕の参が、九反の参に襲いかかり、宙で絡からまり合って引きちぎりはじめるが、その途と端たん、頼近が高笑いした。

「違ちがうな、幻繕！」

　言うやいなや、頼近は懐に手を入れた。そこから摑み出したのは参だ。

「なに!?」

　幻繕と刀火が同時に目を見開く。

　頼近は参を投げあげ、それは真っ直ぐに三人に飛来した。

　刀火は咄とつ嗟さに刀を抜ぬき、千樹を胸に庇かばいながら刀を振ふるった。幻繕も雅近も刀を抜き、飛来する参を斬り散らそうとしたが、頰ほおや手の甲こう、袖そでや、袴はかま、あらゆる場所が、鋭い参で斬り裂かれる。

　千切れた参が月光の中、まるで花はな吹雪ふぶきのように散り、白い地面に落ちていく。

「法術を修めていたか。だからこその、あの鬼の出現か。なるほど。あの技わざの冴さえは、九反ではなかったか」

　合が点てんがいったというように、刀火は不敵に薄うつすら笑わらって呟く。

「笑っておる場合ではないぞ、宮よ。これは厄やつ介かいじゃ」

　頰から血を流し、幻繕が呻うめく。

「九反を師として、習い修めた。悪くはあるまい？　わたしの技も」

「おお、悪くないわい。さすがじゃわい。九反よりも、技が冴えておる」

　すると九反が、にいっと口の端はしを吊つり上げ、

「頼近様は、わたしがお育て申し上げた。わたしよりもはるかに、お強い」

「頼近、おまえは！」

　刀を下げ持ち肩で息いきをしながら、雅近が怒いかりを堪こらえるように怒鳴った。

「おまえは、どうしたんだ頼近！」

　ようやく、頼近は雅近に視線を移す。

「おまえもいたか雅近。まあ、おまえは数に入らない。わたしが欲しい者は、千樹姫ひめと、できればそちらの曉宮だけだ」

「なにを言っている、頼近」

「わたしは、姫君と宮を上北国へお連れする」

　また、頼近が参を構える素そ振ぶりをした。それを見て取った刀火は、突とつ然ぜん、千樹を背後へ向かって突つき放した。

「え!?」

　不意のことによろめく千樹に向かって、刀火は、懐から取り出した参を投げた。そして『参・周』と鋭く唱える。

「無む闇やみに動くな、千樹。参が守ってやれる」

　ばらりと宙に広がった参が、千樹の周囲をくるくると廻めぐり、結界を作る。

「でも」

「動くな！」

　鋭く命じ、刀火は参を左手に構え、右手に刀を下げ持って、頼近と九反を見据える。

　雅近は頼近に向かって怒鳴り続けていた。

「馬鹿なことを、上東国の曉宮様に向かって！」

　雅近が声を荒あらげると、頼近は口元で笑った。

「曉宮には違いないが、魔ま王おうだ。その宮はね、魔王だ。魔王が魔王らしくなられるようにと、わたしが手をお貸ししようと言っている。今のような窮きゆう屈くつで苦しいお姿よりも、よほど自由で愉ゆ快かいで、闊かつ達たつでいられよう。その自由なお姿こそ、わたしは見たい」

「頼近……！　おまえ！」

　雅近は、青ざめていた。手が震ふるえているようだった。

「上東国随一の法術士、幻繕。そしてそれと比肩しうる、曉宮。しかしこちらは九反と、わたしがいる。わたしの中には鬼がいる。鬼の魔ま力りよくというのは、侮あなどれないぞ」

　頼近の余よ裕ゆうの微び笑しように、千樹は唇くちびるを嚙かむ。

「はったりでは、なさそうだな」

　刀火が、面おも白しろそうに言う。

　法術合戦なら、幻繕と刀火が、おいそれと他ほかの法術士に負けるわけはない。

　だが頼近の中には、冬鬼がいる。

　鬼を宿した者が使う法術は、おそらく強い。普ふ通つうの人よりも、はるかに強いはず。だから頼近は堂々と、上東国最高の法術士二人に対たい峙じしている。

「あなたと幻繕様と、頼近様と九反、どちらが強い？」

　思わず千樹が問うと、背中を向けたまま刀火が言う。

「おそらく、五分五分。それ以上であれば、頼近はそもそも、おまえを攫さらうのに、あのような策を弄ろうする必要はない。わたしと幻繕を向こうに回し、力ちから尽ずくで奪うばえばいいだけなのだから」

　その答えに、千樹は閃ひらめく。

　──彼らにも、絶対の自信がない。

　ここまで追い詰つめられるまで、力尽くで千樹を攫おうとしなかったのは、刀火と幻繕に対し、絶対の勝利の確信があるわけではないからだ。

　刀火と幻繕。鬼を宿した頼近と九反。互ご角かくだ。

「手伝う！」

　千樹は跳はねるように立ちあがり、背後へ向かって駆かけ出した。千樹を囲む参が、慌あわてたように千樹を追い、まといついて守ろうとする。

「なにをしている、馬ば鹿か者！　おまえはわたしが守ってやると言ったはずだ！」

　刀火の叱しつ責せきを背中で聞きながら、千樹は、懐から筆を摑み出す。筆先をくるりと返し、柄えの部分を下にして持つと、地面に押し当てた。刀火の参に守られながら、千樹は刀火に強い眼まな差ざしを向け、囁ささやくように、しかし力強く、決意を込めて言う。

「加勢する」

「なに？」

「五分五分なら、わたしが加勢すれば、こちらの方が有利になれる。信じて。あなたがわたしを守ってくれるように、わたしも、あなたを守れる」

　視線が絡み合う。信じて欲しいと、訴うつたえる。すると刀火の目に、一いつ瞬しゆん迷いが見える。

「信じて」

　重ねて言う。すると千樹の真しん剣けんさを受け止めるように、彼は静かに頷く。

「信じよう。わたしの、姫君」

「混こん沌とんを生む姫君。そして魔王たる曉宮。共に来て頂きましょう」

　頼近は、笑えみを浮うかべながら近づこうとする。

　千樹の胸にやるせない、怒りのようなものがこみあげる。

　──冬鬼が見せた過去は本物だ。だからなの？　けれどどうして、人はこんなふうになってしまうんだろう!?

　刀火は確かめるように呟つぶやく。

「おまえが欲しいのは、世の混沌のみか頼近。そのために我らを欲ほつするか」

「さすが、宮。察しがいいですね」

　頼近は、にやりとする。

「まさに鬼の欲よつ求きゆうだ。鬼に取り憑つかれ、鬼に心まで支配されたか、頼近」

「違いますね。そもそも、わたしが冬鬼を探して、この身に入れと誘さそった。わたしが冬鬼を求めた」

　己おのれから鬼を求めたと聞き、刀火の目に嫌けん悪おの色が浮かぶ。

　幻繕が呻く。

「そこまで世を呪のろうたか。高月頼近」

　頼近は嬉うれしげに目を細める。

　鬼そのもののような思考で、頼近は世界を壊こわし、混沌を招こうとしている。

「俺を……父君を、全すべてを怨うらんでいないというのは、噓うそか……」

　雅近が呟くと、頼近は哀あわれむような顔をした。

「噓ではない。わたしは、おまえも、父君も、怨んでいない。無む慈じ悲ひで、残ざん酷こくで、どうしようもないのが人間で、それが人間の本ほん性しようだ。それを教えたのは、わたしの身の上だ。しかしそれが人間の本性であるならば、怨むのは筋すじ違ちがい。それが当然のことだからだ。しかしそれが人間の本性ならば、あるがままに振ふる舞まえばいいのだ。あるがままに思うままに振る舞い、そしてあるがままの世になるのが、あるべき姿だ。違ちがうか、雅近」

　問われた雅近は、唇を震わせた。しかし、

「違う！」

　雅近の代わりに、千樹は声をあげた。

　全身で否定し、千樹は地面につけた筆の柄で、地面を引っ搔かき、刀火たちの周囲を巡めぐるように移動する。

「違わないよ、姫君」

「違う！　あなたが願うのは獣けものの世界だ！　人は、その本性が獣だと知っているから、己を律し、人らしくあろうとする。それが人の世だわ！」

　声を張って、千樹は、自分の信ずるものが筆で具現するようにと、願いを込める。

　鬼の心が芽め吹ぶいたときに、千樹は刀火に教えられた。だから春鬼に囁かれたときも、千樹は、自分の心を守れた。

　人があるがままに振る舞い生きるのは、自然で自由で、当然のことのように思えてしまう。

　しかしそうではない。

　刀火の生きかたを見ていれば、千樹は理解出来る。

　あるがままに、自ら律することもなく生きる者は、怠たい惰だなのだ。

　獣の欲求を抱かかえる自らを律し、人らしく生きようとすることこそ、人の努力だ。

　──鬼は人の努力をあざ笑う！　あんな者、砕くだけてしまえばいいのに、人の力では砕けない！　神の力でさえ。神に、形がないから対峙出来ないなんて！

　怒いかりに胸が燃え立つような感覚を味わった瞬しゆん間かん、自分が必死で動かす指先が、白く光を発した気がした。

　ここに必要なものがあると、千樹に教えるかのような光だ。

　息を吞のんだ。

　──形。そうだ！

　ある方法が閃いた。

　春鬼と春の鬼界で対峙したとき、ぼんやりと気がつきかけていた一つの方法が、今、はっきりと形になって見える。

　勇気と決意とが同時に沸わきあがる。気持ちが奮い立つ。

　──そうか、そうか、そうか!!　やってみるんだ！

　歓かん喜きに躍おどりあがるような興奮を覚えながら、千樹は筆で地面を引っ搔く。

　──まずは、これだ。これが、守りの盾たてになる！

　その動きに危険を察したらしく、頼近と九反が参を投げようと構える。

　雅近が、千樹の手元に素す早ばやく目を移す。一瞬だけ、雅近と目が合った。雅近が、千樹の意図を理解したように、目顔で頷うなずいた気がした。

　次の瞬間、雅近は気合いの声と共に太た刀ちを構え、真っ直すぐに二人に向かって駆けていた。

「雅近！」

　刀火と幻繕が、同時に声をあげて参を投げようとした。

　だが、頼近が参を投げる方が早かった。

　頼近の参は雅近に襲おそいかかり、彼の体の至るところを斬きり裂さいた。雅近の膝ひざが崩くずれた。そのまま、頼近の前に膝をつく。

　刀を地面に突つき立てたまま、雅近は、顔をあげられずに肩かたを上下させている。ぱたぱたと、白い砂の上に幾いく筋すじも血が滴したたり落ちる。もはや、動けないらしい。

　──雅近様。

　千樹には、わかった。雅近は、千樹のために時間を稼かせいでくれた。

　頼近は、ちらりと雅近を一いち瞥べつしただけで、懐ふところから再び参を取り出す。

「姫ひめ君ぎみ、なにをしている！　止まって頂こう！」

　頼近が参を放った。それに抗こうしようと幻繕が参を放つ。

　しかし幻繕の動きを読んだ九反が、幻繕の参へ向かって参を放つ。

　幻繕の参が、九反の参の群れとぶつかって、ぱっと夜空に散り散りになり弾はじける。

　頼近が放った参は、幾百もの刃やいばのように鋭するどく、千樹に向かって飛来する。

　千樹が悲鳴をあげそうになった瞬間、目の前に刀火の背中が立ちはだかった。刀火が飛来する参を、剣けん舞ぶのような軽かろやかさで斬り散らしていく。

　四方に、月光を受けながら参が散る。春の夜に、突とつ然ぜん激しく吹ふきすさぶ風に散る、花びらの旋せん風ぷうのようだ。

　斬り損そこねた参が刀火の頰ほおや手の甲こう、衣ころもを薄うすく切り裂くが、千樹の所へは届かない。刀火の参が千樹の周囲を巡っているので、その程度のこぼれた参なら、簡単に弾き飛ばして散り散りにする。

「宮。お怪け我がをしますよ！」

　気き遣づかうようなからかうような頼近の声に、鋭く刃を閃ひらめかせ参を斬り散らしながら、刀火は怒ど鳴なった。

「ならばわたしの姫君へ無礼な真ま似ねを働くな！　高月頼近！」

　刀火の頰に、血の筋が走る。流れる衣の袖そでが、断たち切られる。舞う髪かみの先が斬られ、散る。

　──いまのうち、もうすぐだ！

　千樹は、再び筆の柄を握にぎりなおした。

「守って、もう少し！」

　懇こん願がんするように千樹は声を張るが、それをさせまいとするように頼近は、二度三度、参を投げ打つ。九反も、投げる。幻繕も対たい抗こうし、刀火は、舞うようになめらかに、鋭く銀の刃を閃かせるが、息が上がりはじめている。

「なんの企たくらみをしている、わたしの姫君は!?」

「これよ！」

　千樹が顔をあげたとき、千樹の手にした筆の柄は、地面から離はなれていた。

　刀火と幻繕が立つ場所を中心に、白い紙のような砂の上に、火か炎えんの形が浮うかび上がっていた。

　千樹が顔をあげるのと同時に、その火炎が、地面の上でわずかに動き、そして一気に燃え立つように、刀火たちをぐるりと囲んで、幻の炎ほのおが燃えあがった。

　真っ白な火炎だ。色はない。

　ただ凄すさまじい熱と、その熱によって起こる風が、周囲に吹き荒あれる。

　頼近が放った参は、白い火炎に触ふれ、一いつ瞬しゆんで真っ黒い塵ちりになる。

　幻繕が、力を得たような感かん嘆たんの声をあげる。

「よいぞ、姫君！」

　頼近は舌打ちをし、再び参を投げる。九反も投げる。

　しかし今度は、こちらに直接投げるのではなく、炎の周囲を囲むように、ぐるぐると回り始める。

　刀火と幻繕は参を構え、炎を囲む敵の参を目で追う。

「風を起こし、炎を散らすか」

　刀火が呟つぶやく。

　周囲を激しく巡る敵の参が、渦うず巻まく風を起こしている。その風が、具現した炎を吸い込む。炎の背せ丈たけが、みるみる低くなる。

「駄だ目めだわ。別の、なにかを！」

　焦あせり、千樹はまた走った。

　炎の円の内側の地面に、またもや筆の柄を走らせる。参を寄せ付けない守りはなんだろう。

　──魔まを封ふうじる茨いばら、棘とげ蔓づる紅べにだ！　封じるのだから、侵しん入にゆうも防ぐ！

　棘蔓紅を、大きく太く、地面に描えがく。三人を囲むように地面に描く。鋭い棘のある、うねる蔓の強い質感と、固い実の丸さと艶やかさ。魔ま性しようを封じる象しよう徴ちようだ。

　幻の炎が風に吸い取られきってしまった瞬間、千樹は、筆の柄を地面から離す。

「できた！」

　周囲に立ちあがったのは、白い茨の障しよう壁へきだった。白く太い茨の蔓は、相手を威い嚇かくするかのように、うねうねと動く。

　頼近は薄うつすら笑う。

「これは、これは。また、妙みようなものを出したね、姫君。しかしあなたは、わかっているかい？　そうやって自分たちを守ることは、その中に、自分たちを追い詰つめていると」

「千樹」

　刀火が、どういうつもりかと問うように目配せをする。

　しかし千樹は、確信を持って頷く。

「百も承知なの」

　千樹は頼近を止めるだけではもう、足りないと思っている。

　──わたしは、鬼おにを砕く！

　やるせなかった。

　鬼は人の負の気が作った存在だ。そのことがやるせなくて、また鬼によって引き起こされる様々がやるせなくて、同時に、怒りを覚える。

　だから、そのやるせなさの源である存在こそ、消したかった。

　常に生まれ、増え続けるものだとしても、今、目の前にあるやるせなさも憎ぞう悪おも、消し飛ばしてやりたかった。

　千樹の瞳ひとみの輝かがやきと力強さに、刀火はなにかを察してくれたようだった。ひとつ頷くと、

「おまえに、託たくそう。おまえの導くままに、戦う」

　そう答えた。

　信しん頼らいの言葉だ。命を託すのと同等の言葉に、千樹はさらに強い力が湧わく。信じてもらえるから、それに応こたえるのだ。

「お願い」

　短く返事すると、刀火は、

「御ご法ほう」

　と、了りよう承しようを確かく認にんするように、幻繕に声をかける。

　ぬかりなく周囲に目を配っていた幻繕も、頷く。

「承知した。早く決着をつけねばならん。あのままでは、太だ政じよう大だい臣じんの嫡ちやく子しが、出血で死ぬ」

　膝をついた雅近は、動かない。彼の周囲には、みるみる血だまりが広がっていく。

　頼近と九反は、うごめく白い茨の近くまで来た。そして頼近が、再び参を摑つかみだし投げあげる。

　ばらりと、月光を受けて夜空に光った参は、いくつかの固まりに分かれ、ぼんやりとした人の形になる。

　その数、八つ。

　そしてその人の形をとった固まりが地面に足をついた途と端たん、それは青白い鬼おに火びのような髪色をした、額に真っ白な角が一本ある、冬鬼の姿になった。

　刀火も幻繕も、千樹も、息を吞のむ。

　それは三人が初めて冬鬼と遭そう遇ぐうした、そのときと寸すん分ぶん違たがわぬ冬鬼の姿だった。そしてその数が、八つ。八人の冬鬼は、ふわふわと茨の周囲を巡めぐり歩く。

「月光を参に集め人形に映せば、こうやって形に見える。七つはただの形。しかし一つには、本物の冬鬼が憑ついているぞ」

　嬉うれしげに頼近が言う。

　言いながら脇わき腹ばらを押さえている。千樹が怪我をさせた脇腹だ。おそらく予想以上に深い傷を負って、自分自身が刀を振ふるうことが不可能なのだろう。

　だからこうやって参を駆く使しする。そして鬼の力を、参に移す。

「厄やつ介かいな」

　幻繕が呻うめく。

　参で出現した、八人の鬼。そのうちのどれかが、本物の冬鬼を宿している。ということは本物の冬鬼を宿した参に触れれば、取り憑かれてしまう危険がある。

　刀の先でも触れようものなら、そこから取り憑かれかねない。

「来る気だな、冬鬼は」

　刀火が、幻繕に確認するように問う。

「そうであろうな。狙ねらいは姫ひめ君ぎみか宮、いずれか。姫君の可能性が、最も高い。姫君さえ操あやつれれば、攫さらうのは簡単じゃ。誰だれも姫君を斬きれぬ」

　ぞっとした。取り憑かれたあの感覚を思い出し、背筋が冷える。

「千樹。気をつけろ。参に触れるな」

　刀火が注意を促うながす。そして『解かい・燃』と呪じゆを唱えると、千樹の周囲の参が、ばらりと力をなくして落ち、ぱっと燃えあがり灰になる。

　──そうか。参に、乗り移られたらことだから。

　千樹に触れなくても、千樹の周囲を巡る参の一つに冬鬼が触れれば、それを依より代しろにして、冬鬼は千樹に近づく。それを阻そ止しするために、参の守りを解いたのだろう。

　刀火と千樹は、背中合わせに立っていた。背中に刀火の体温と気配を感じる。それが頼たのもしい。

「どうする、千樹」

　刀火が問う。千樹に従うと明言した刀火は、今この戦いの場で、千樹を、幻繕と同様に信頼している。

　千樹は筆の柄えを握にぎりなおし、刀火から離れ、再び地面に筆の柄をつける。

「描くわ。あれが、棘蔓紅を越こえるまで」

「それで？」

「それからは、臨機応変にして」

　千樹の考える方法に期待していたらしい幻繕は、びっくりしたように口をあけ、絶句した。

　刀火は、一瞬だけきょとんとしたが、すぐに吹ふき出す。

「なるほど、臨機応変か。素す晴ばらしい策だ。姫君らしい」

「馬ば鹿かにしてる!?」

　しかし、これ以上詳くわしくは言えなかった。これは相手に仕し掛かける罠わなだ。

　必死で地面を引っ搔かき、描えがき、移動しながら、目をあげずに眉まゆだけ吊つり上げる。

「いいや、感心している。従おう、姫君」

　刀火の気配が微笑していた。

　──棘蔓紅の内側は、外側から見えないはず。

　背中に嫌いやな汗あせが滲にじむ。必死で描きながら、願う。

　棘蔓紅を描いたのは、自分たちを守るためだけではない。自分たちのやることを、敵の目から隠かくすためだ。

　──ここは聖域。二柱の大祖神を祀まつる神しん殿でん。であるならば、加護を願う。見えない形でありながらも、存在する神ならば。直接の力はなくとも、加護ならば願える。それが形なき神の力を頼たよる方法。

　棘蔓紅の周囲を巡る八つの冬鬼の姿が、茨の隙すき間まから見え隠れする。刀火と幻繕は、油断なくそれを目で追う。

　冬鬼は攻せめあぐねているような、あるいは、獲え物ものをいたぶって楽しんでいるような、どちらともとれる気配だ。

　頼近は微笑し、茨を見つめている。背後に跪ひざまずいた雅近など、まるで忘れ果てたようだった。九反は頼近の傍かたわらに立ち、暗い目で笑っていた。

　千樹は描き続けた。白い地面を引っ搔いて、最後の一線を引く。

　──出来た。

　千樹は、白い砂の上に最後の絵を描ききった。

　描かれたものを認めて、刀火と幻繕の目の色が変わる。おそらく、彼らは千樹の意図を理解した。

「やるわ」

　千樹が囁ささやいた。

　刀火と幻繕が目を合わせ、頷うなずく。

　千樹はさらに、声を極限まで細くして囁く。

「わたしが動いたら、ここから出て」

　その囁きが終わるか終わらないかの瞬しゆん間かんに、千樹は、手にした筆を放ほうり出していた。そして地面に身を投げ出すようにして、今、自分たちを守っているはずの棘とげ蔓づる紅べにの絵に手を伸のばす。地面に描いた茨の絵を、掌てのひらで撫なで消した。

　立ちはだかっていた茨いばらが消えた。

　八つの冬鬼が一いつ斉せいに笑った。

　頼近は眉をひそめた。

　八つの冬鬼が、一斉に、待ちかねたように三人のいる輪の中心へと躍おどりかかった。そうと見るや、刀火と幻繕は身をかわし、千樹が描いたものの外へ転げ出た。

　その瞬間、頼近は息を吞み声をあげた。

「罠だ、冬鬼！」

　声と同時に頼近は、参の束を摑みだし、千樹に向けて鋭するどく放っていた。

　千樹は跳はね起き、自分が描いたものを飛び越こえ、尻しり餅もちをついた。しかしそのまま這はい寄るようにして、地面にすがりつく。

　八人の鬼が頼近の声に反応し、千樹と刀火と幻繕へと、警けい戒かいするように視線を向ける。三人の誰に襲おそいかかるか、あるいは同時に三人を襲うか。それを、一いつ瞬しゆん迷ったようだ。

　這いつくばった千樹へ向けて、参が飛来する。千樹は参が襲ってくる気配を感じながらも、ふり返ることもなく、必死に、自分が描いたものへと手を伸ばす。

　刀火が走った。

　千樹に襲いかかる寸前の参を、刀火の刃やいばが斬り散らす。月光に、紙し片へんが散る。

「急げ、千樹！」

　千樹は指先で、今、描ききったものを完成させるために必要な、その一点を、力ちから一いつ杯ぱい、描き込んだ。

　──点てん睛せい！

　描いた瞬間、呼んだ。

「今一度、降臨を請こう！　形となれ、理ことわりの神万龍!!」

　八つの冬鬼の周囲に、まばゆい光が立ちあがった。

　月光が降る真っ白い庭の中央に、八つの鬼をぐるりと取り囲むように、長い尾おをくねらせ、髭ひげをそよがせ、ぐうっと立ちあがったのは、世の理を司つかさどる神、万龍。

　以前、千樹が描いた万龍と、姿は寸すん分ぶん違たがわない。しかし色がなく、真っ白い。

　身を覆おおう鱗うろこも、純白。二本の角も、理を乱す者を斬り裂さく爪つめも、純白。ぎょろりと大きな目すらも、真っ白い輝かがやきだ。

　それは色しき彩さいに艶つやめく万龍よりも、はるかに神こう々ごうしかった。

　神域の白しら砂すなから生まれたその輝きは、あらゆる理を乱す者の穢けがれを許さない、決然とした、荘そう厳ごんな姿だった。白の輝きは、まばゆいほどに他を圧する。

　しかし真っ白い輝きを帯びながらも、万龍の体は半分透すけている。

　透とう明めい感かんと輝きが共存していることが、また、えも言われぬ美しさだった。

　その万龍は美しかった。
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　千樹は、刀火のように美しいと思った。理を守ろうとするものは、なんと美しいのだろうか。これこそが理を守るに相応ふさわしい神だ。

　真っ白い万龍は、八つの鬼を睨にらみおろす。

　八つの鬼が立ち尽つくす。

　万龍の尾の中にいては、さすがの冬鬼も身動き出来ない。

　万龍は、この世で唯ゆい一いつ、鬼を御ぎよする力だ。しかもここは神の加護の強い聖域。

　しかし突とつ如じよ、八つの鬼を見おろしていた万龍が、戸と惑まどうように首をぐらぐらと揺ゆらす。

　万龍がなにかに迷っている気配を感じ、千樹は焦あせった。

　──冬鬼の精神が取り憑ついている本物が、どれかわからない！

　焦りはしても、千樹はどうすれは良いか思いつかない。




　　　　○




　千樹も、そしてあろうことか万龍も戸惑っている。

　──わたしが、やらねば！

　それを見て取った刀火は、咄とつ嗟さに懐ふところの参を摑つかみだした。誰だれに教えられたわけでもなく、それは反射のように閃ひらめいた方法だった。

　──わたしの中に、北山の巫み女この血が流れているならば！

　その血が、刀火を動かすのだろうか。抱だかれた記き憶おくすらない母も、今この瞬間、このとき、やっと刀火に少しだけ力を貸すのだろうか。

　ここは自分の国だ。そしてこの場所は、国を治める者が守るべき神域だ。神しん威いが、国を守ろうとする者の中へと、鋭い閃きを投げたようだ。それに従い、刀火は叫さけぶ。

「天日大神、天月大神！　加護を請う！」

　刀火は地面に手をついた姿勢から、懐から取り出した参を構えた。

「あるべきものを、あるべき所へ返したまえ！」

　かつてこの神殿に仕えていた、美び貌ぼうの巫女とよく似た、美しい顔に、刃のような鋭い厳しさと威い厳げんとを備え、曉宮として国を守る者の声が、神殿を圧するように響ひびく。

「参・燃！」

　刀火は参を、八つの冬鬼の中心へ投げ込んだ。

　万龍の尾を飛び越え、参は一直線に、まるで白い矢のように鋭く、八人の冬鬼の中心へ飛んだ。

　それは彼らの中心で、いきなり、的に突つき刺ささったように停止した。と、思うと、ぱっと赤い炎ほのおがあがった。

　炎は、あっという間に八つの鬼の姿を燃えあがらせた。

　刀火は、理の神を具現させた魔ま性しようの姫ひめ君ぎみの名を、彼女の中にある力を引きずり出そうとするかのように、力の限りに呼んだ。

「千樹!!」

　彼女が、目覚めたような瞳ひとみの輝きでこちらを見る。

　──魔性の姫君であれば、鬼を滅めつすることも出来るはず！　わたしの姫君！




　　　　○




　──そうか！

　引きつるような声があがり、一瞬にして真っ黒い塵ちりとなった八つの参の中心から、青白い、ぼんやりとした霧きりが立ちあがる。

　──鬼が依より代しろを失った！　どれが本物かなんて、考えなくていい！　依り代をすべて消してしまえばいいんだ！

　千樹は息を詰つめる。

　──依り代が消えても、見える！　青白い霧の形として、見える！　形がある！

　しかしこのままでは、依り代から抜ぬけ出した冬鬼の精神は、上北国に飛び去り、自らの本体に舞まい戻もどる。

　──させるものか！

　ここまで追い詰めた。千樹の父上主を魔ま王おうにし、故郷を滅ほろぼし、姉の阿樹に哀かなしい生しよう涯がいを強しいた鬼を、こんなに弱々しい形にまで追い込んだのだ。

　──砕くだいてやる、今！

　神話の世界の生き物、鬼に対たい抗こう出来るのは神の力のみ。

　そして形ある鬼に対抗出来るのは、形あるもの。

「乞こい願う、万龍！」

　声の限りに千樹は叫んだ。

　形ある鬼に直接対たい峙じ出来るのは、同じ形ある神話の力。すなわち、万龍。

　万龍には今、千樹が与あたえた形があった。

　形ある鬼に対抗出来る、神話の力だ。

　自らが描えがき具現させた神の力に、全身で祈いのった。

「形あるその存在で、形ある、理を乱すものを滅したまえ！」

　万龍の髭が、応こたえるように大きくしなった。

「理の神、万龍!!」

　大きく開いた万龍の口には、真っ白い、しかし鋼の鋭さのある牙きばがある。その牙が、青白い霧をがつりと嚙かんで、一気に口の中に吸い込んだ。

　──砕けた！

　直感した。千樹の故郷を滅ぼした神話の鬼が、万龍の裁きで砕け散った。

　万龍の牙に嚙み砕かれた冬鬼の精神が、無傷であるとは思えなかった。春鬼も『我らを滅するのは、神話の力のみ』と言ったではないか。

　万龍は、世の理を司る神。

　神の牙に砕かれた鬼は、直接、万龍の裁きを受けたことになる。

　突如、万龍が首を反らし、満月に嚙みつくような大きな口を開き、深山の木々全すべてを揺るがすような轟ごう音おんで吠ほえた。

　それは歓かん喜きの咆ほう吼こうだった。

　理を守る神が歓喜に震ふるえ、理のありかを、この世にある全ての者に知らしめようとするかのように吠えている。

　北山全体を揺るがし、木々を震わせ、夜空を覆い、おそらく永冶の都の上を巨きよ大だいな波は紋もんのように流れて広がっているはずの、とどろく万龍の声。

　その咆吼に、千樹の中にも喜びが突き上げる。

　しかしそのとき、尻しり餅もちをついた千樹の首筋に、ひやりと冷たく固いものがあてがわれた。

　目で探さぐると、太た刀ちの刃やいばだった。

　長く長く、凄すさまじい音で尾を引き続ける咆吼の中でも、耳元にある、乱れた呼吸がはっきり聞こえた。頼近の呼吸だった。

「立ってもらおう、姫君」

　苦しげな息だ。

　千樹のつけた傷が痛むのではなく、冬鬼が滅した衝しよう撃げきだろうと思った。

　咆吼する万龍の声に、怯おびえているのかも知れない。

　冬鬼が身内に宿っていればこそ、頼近と九反は、刀火と幻繕に対抗出来た。しかし冬鬼を失った今、法術の力では太刀打ち出来ない。追い詰められた者の、苦痛の呼吸だ。

　万龍の咆吼が夜空に溶とけるように止やむと、万龍はぐうっと首を下げ、地面を見おろす。

　万龍が大きな目を見開き、真っ白い姿で千樹と頼近を見た。その万龍を回りこみ、刀火と幻繕が千樹に近づく。

　刃を向けられた千樹を目にしても、刀火も幻繕も落ち着いた目の色だ。もはや頼近を取り逃にがす可能性も、千樹が傷つく可能性もないと、確信しているようだった。

　神話世界の力が形になり、出現し、その場を支配している。

　世の理ことわりを乱す者は誰だれ一人、この場から逃げられないと、その場を満たす神威が告げている。

「頼近様。諦あきらめて。あなたが逃げ出せる可能性はない」

　この状じよう況きようで、刀火と幻繕を向こうに回し、頼近は逃げられない。千樹を傷つけようとすれば、その前に頼近の命がなくなるはず。

「五つのとき、わたしが生き残る可能性はないと誰もが思った。だがわたしは生き残った。九反」

　震えるように笑い、頼近は背後に向かって呼んだ。

　答えはなかった。

「九反」

　今一度、頼近は呼んだが、答えがない。頼近は不ふ審しんを感じたように振ふり向き、千樹もまたつられて背後を見た。

　小こ柄がらな九反は、頼近のすぐ近くに立っていた。しかし動かない。そのかわり、口の端はしから、つっと血の筋が垂れる。

「九反？」

　頼近が三度呼んだとき、九反の体がその場にずるりと崩くずれた。

　九反の立っていた背後には、膝ひざ立だちでそこまで這はい寄ってきたらしい、雅近の姿があった。手にある太刀が血で濡ぬれていた。九反の血だ。彼の太刀が、九反を背後から刺したのだ。




　　　　○




　──俺が、千樹姫ひめを助けないと……。助けないと、せめて。

　出血で朦もう朧ろうとしてはいたが、雅近は、頼近の刃が千樹の首に当てられているのを見て、咄とつ嗟さに思った。

　全ては、頼近の仕組んだこと。雅近や幻繕が千樹に抱いだいていた危き惧ぐを利用されたと、悟さとっていた。

　頼近は混こん沌とんを望んでいる。彼をこのままにしておけば、いずれ、刀火の中にある魔王の種を目覚めさせようとするはずだ。それだけは、させてはならない。

　膝で地面を移動し、九反の背後に近づいた。もはや雅近は動けないものと思っているのだろう。九反は、背後にまったく注意を払はらっていなかった。

　杖つえがわりにしていた太刀を、両手で構え、気力だけで九反の背中へ向けて突つき出した。その動きの激しさに目め眩まいがして、目を開けていられなくなった。

　しかし、手て応ごたえがあった。

　──やったか……！

　そう感じた瞬しゆん間かんだった。

　いきなり、閉じた瞼まぶたの中で明るい光が弾はじけた。

　その光が、瞼から額を通過し、頭の後ろへ突き通った気がした。そしてその光が突き通った場所に、今まで、隠かくされていた鮮あざやかな記き憶おくが見えた。

　──これは……。

　雅近は声もなく、ただ心の中で呻うめいた。

　──そうだった。俺は、忘れていた……。俺は……。……頼近。




　　　　○




「九反！」

　千樹を突き放し、頼近は九反に馳はせ寄った。

「九反、九反！」

　頼近は取り乱し、倒たおれた九反を膝に抱かかえて揺ゆすぶった。

「九反！」

　しかし九反の濁にごった瞳ひとみは動かない。いくら揺すられても、瞼を閉じることもない。頼近は、歯を食いしばり、血まみれで、血刀を支えに膝をつく雅近を睨にらみつけた。

「おまえは……、おまえは……」

　恨うらみをこめて囁ささやく声に、雅近は、血に染まった目を開き、口元を歪ゆがめた。

「九反が、大事だったか？　血の繫つながった兄弟や親よりも、大事だったか？」

「なにがわかる、おまえに。九反が、わたしを、どれほどに守ってきたか。おまえなど、おまえたちなど、数多あまたの、わたしにとって無価値な者どもと同じだ。怨うらむ価値すらない。血の繫がりに、意味などない」

「俺はもう、おまえにとって……価値がなくなったか……。あのときは、おまえは、自分そのものと引き替かえに俺を守ったのに……」

　その言葉に、頼近は歯ぎしりした。

「思い出したか。九反の術が解けたか」

「思い出した、全部。おまえは、俺を守った」

「そして後こう悔かいをした。あの後、何年も、何年も、後悔し続けた。おまえの価値など、その後悔の中で消えた。血の繫がりの意味など、消えた。残ったのは九反だけだった」

「そうだな。意味なんか、なかったんだな。わかったよ。俺も、……おまえと宮様、どちらをとるかと言われたら、宮様だ。血ではない。どれほど深く、互たがいに絆きずなを結び合っているかだ……。だが、俺は」

　頼近は九反の体を膝から下ろすと、腰こしにある太刀を抜ぬき立ちあがる。

　雅近は目を閉じ、裁きを受けるかのように、顔を伏ふせた。

「けれど俺は……おまえが、まだ……おまえの価値が、消えない」

　雅近は呟つぶやいた。だが頼近は、その声が聞こえていないかのように、大きく刀を振りあげた。

　千樹は、悲鳴をあげる。

「雅近様！」




　　　　○




　──哀かなしいよな。

　血が流れ込んで、そのせいで開かなくなった目を閉じて、雅近は覚かく悟ごした。

　五つのときまでは確かに、雅近と頼近は、お互い、かけがえのない存在だった。

　その兄弟が突とつ然ぜん消えてしまったことで、自分の中のなにかが壊こわれてしまった。その壊れたものを必死で修復するために、自分は刀火に仕え続けていた。

　そしておそらく、壊れたものを修復出来たのだ。

　だからこれほどまで、刀火を守りたくなるのだ。

　だが再び兄弟が現れ、修復したものに亀き裂れつが入り、壊れかけた。

　けれど再び壊れることがなかったのは、自分には刀火がいたからだ。刀火の存在が、修復したものを守ってくれた。

　けれど兄弟には、壊れた自分の心を修復する術すべがなかったのだ。

　九反は、壊れた兄弟の心を修復出来なかったのだ。ともに壊れ続けるしかなかったのかも知れない。そのくらいに、彼らの人生は過か酷こくだったのだろう。

　自分の存在など、兄弟の心の中ではすっかり小さくなって、虫けら程度の存在になっているのだろう。

　だが自分の中では、兄弟はまだ五歳以前の、仲の良かったあのときの、大切な兄弟のままだった。

　相手が壊れて変わってしまって、自分を虫けらだと思うことが、哀しかった。

　ただ嫌きらいになれなかった。憎にくくもなかった。

　変わってしまう前、兄弟がどれほど自分を愛し、守ろうとしてくれたのか思い出したのだ。

　相手が自分を虫けらだと思っているにしても、自分は、相手を虫けらだとは思えない。

　兄弟だ。その存在の消失で、心が壊れるほどに哀しんだ、兄弟だ。だからいくら相手が変わっていても、憎めない。

　──憎めるほど、もっと時間があれば良かった。

　変わった兄弟を間近で見つめ、嫌けん悪おし、憎める時間があれば良かった。

　──そうすれば俺は、おまえを憎めたんだろう。けれど……。

　頰ほおに熱いものが流れるのを感じた。

　五歳のとき、自分を守るために必死になっていた兄弟の言葉を聞いた、あのときに頰に流れたものと同じものだった。

　十八年、その熱さを忘れていた。

　──まだ、憎めない。あれほどの犠ぎ牲せいを払ったおまえを、憎めない。頼近。いや……違ちがう。




　　　　○




　振りあげられた頼近の刀が、地面に落ちた。

　まるで黒い影かげのように、刀火が、頼近の背後に立っていた。刀火の太た刀ちが、頼近の背から腹にかけて刺さし貫つらぬいていた。

　ゆっくりと刀火が刀を引くと、頼近がその場に膝ひざをつく。

　雅近は顔をあげ、目を瞬しばたたき、倒れかかる頼近を抱だき留める。

　頼近は、もはや動かなかった。睫まつげすら動かず、目を閉じていた。

　刀火の慈じ悲ひだろうかと千樹は思った。苦しむことなく一いつ瞬しゆんだった。

　雅近は頼近を抱き寄せ、その肩かたに顔を埋うずめた。

「雅近」

　慕したわしげに、雅近はそう呼んだ。

　千樹の耳に、そう聞こえた。

　──ああ……。やっぱり……。

　千樹は、心の中でやるせない思いで呻く。

「雅近」

　囁くように、眠ねむる相手をそっと揺り起こそうとするかのような、優やさしい声で、雅近は呼んでいる。なぜか、雅近と。

「雅近……」

　そこで、雅近の声が途と切ぎれる。それ以上、雅近も動かなかった。

　強い風が、白い砂を舞まい立たせるほどに強く吹ふき抜けた。

　人の世の有様を凝ぎよう視ししていた白い万龍は、強い風に乱れた砂の形が崩くずれるのに呼応して、さらさらと、月光に溶とけるように消えた。

　回かい廊ろうの向こうから、白い装束を纏まとった神職たちが次々と姿を現した。彼らは整然と歩み出てくると、立ち止まり、消え散る万龍の残像に恭うやうやしく頭をさげた。

　驚おどろいた様子がないのは、彼らは、この場でなにが起こったかを、その特とく殊しゆな力で察したからなのかも知れない。

　それでも幻繕が事情を説明するためにだろう、神職たちの方へ向かって行く。

　神職たちは幻繕と二言三言会話を交かわすと、静かに、滑すべるような足取りで庭の中央へ集まってくると、動かない雅近と頼近を取り囲む。さらに九反の体も取り囲む。

　たくさんの白い背中が、壮そう絶ぜつな者の姿を隠かくす。

　ひどく静かな光景を見つめていると、今までの出来事が、まるで悪夢だったような気さえした。

　くっきりと鮮あざやかな悪夢が、ただ、心の中に鋭するどいひっかき傷を残して、消え散ってしまったみたいだ。

　千樹がぼんやりと座りこんでいると、刀火が傍かたわらに来て膝をつく。

「大だい丈じよう夫ぶか？　千樹」

　問われたので、ぼんやり見あげる。

　緑を秘ひめた神秘的な瞳ひとみと、月光に照らされ、長い睫の影が頰に落ちる様は美しい。

「頼近様と雅近様が……。九反も……。わたし……。でも、鬼おにを……」

　自分がなにを言いたいのかわからないが、途切れ途切れに言葉が出る。

　刀火が、そっと千樹の髪かみを撫なでた。

「終わった。よくやった、わたしの姫ひめ君ぎみ」

　さらさらと、いい子、いい子をするように、何度も優しく髪を撫でられる。

「よくやった、千樹」

　優しい声だ。それを聞くと、

「会いたかったの」

　思わず、言ってはいけない言葉が、無意識に口から出てしまった。

「こんなことを、言ってはいけないのに、わたしは……あなたの側そばにいるべきじゃないから」

　呆ぼう然ぜんとしながらも言い訳のように言うと、刀火は、やさしく千樹を抱き寄せた。たった一日離はなれていただけなのに、その衣ころもの薫かおりがえも言われぬほど懐なつかしい。

「わたしは、正直者のおまえが好きだ」

　抱き寄せられると、彼の存在が愛いとしくて、我が慢まん出来なかった。駄だ目めだと思うのに、刀火の衣に頰をすりつけて甘えてしまった。

「会いたかった。会いたかった」

　何度も口にすると、抱きしめる刀火の腕うでに力がこもった。

「わたしも、……触ふれたかった」








　千花　綾なす光






　曉宮の桜は、ほとんど散った。わずかに枝の先に残った花が一つ、二つ、若々しい緑の葉の隙すき間まに見え隠れするだけで、桜は、若葉の緑に包まれている。

　千樹は、すっかり葉っぱだけになった桜を、東の対たいの屋やの廂ひさしに座り見つめていた。

　目の前に硯すずりと線せん描びよう筆ふで、万ばん代だい上白紙がある。

　北山の神しん殿でんで起こった騒そう動どうから、三日後だった。

　ことの真相が明らかになり、千樹への捕ほ縛ばく命令を、上主はすぐさま破は棄きした。

　頼近のことで、太だ政じよう大だい臣じんが咎とがめられることはなかった。彼の存在を正式に認め、常宮に入り込むことを認めたのが上主自身であったのだから、当然かも知れなかった。

　千樹に対しては、上主から正式な謝罪が行われた。

　北山の神殿から曉宮に帰き還かんし、上主の謝罪を受け入れたのが昨日だ。

　柚葉は、三日前に牢ろうから出されていた。曉宮に戻もどった千樹と再会した彼女は、おいおい声を出して泣いて謝罪した。泣いてくれる彼女が可か愛わいらしくて、千樹は、おもいきり柚葉を抱きしめてやった。

　柚葉は今け朝さから元気を取り戻し、あれこれと忙いそがしく立ち働いている。

　刀火は昨日きのうに引き続き今朝から、綾峰と幻繕と共に上主に呼ばれ、新宮に行っている。上主は事件の顚てん末まつを、詳くわしく聞きたいらしかった。

　騒動から三日も経たつと、千樹も冷静になっていた。

　このまま、ここにいてはいけないという思いが強い。

　騒動が終わっても、千樹の能力が消え失うせたわけではない。

　成る絵で鬼界を描えがき、鬼界の通路を開く危険がある。

　春鬼を描き点睛させて、この世に、春鬼そのものを具現させる危険もある。

　こんな危あやうい自分を、どう扱あつかえばいいのか。自分自身も戸と惑まどってしまう。そしてこんな自分が刀火の側にいれば、また今回と同じように、怪あやしげなものを呼び寄せるはず。

　さらに、千樹にはもう一つ使命があるのだろう。

　──上北国を、蘇よみがえらせる方法を探さぐるべきだ。わたしは、上北国へ向かわなければ。

　万龍の牙きばに砕くだかれた冬鬼は、滅めつした。存在の根幹である精神が滅したので、おそらくそれに付ふ随ずいしていた抜ぬけ殻がらの本体も、上北国の何ど処こかで消え散ったはず。

　しかし春鬼も言っていたように、鬼が人の負の気が凝こごって生まれるものならば、いずれ冬鬼は冬の鬼界で復活する。

　その前に、上北国にある冬の鬼界の屛びよう風ぶ絵えを、千樹は封ふうじる必要がある。

　それは上北国が復活する一歩となる。

　図はからずも、高月頼近が弄ろうした虚きよ言げんが、現実になる可能性がある。

　──頼近様。

　刀火の手にかかって果てた青年の心の内が、千樹はどうにも気になった。

　一度は、阿樹と自分に姿を重ねたほどに、あの兄弟の再会を喜んでしまったからなのだろうか。

　それとも冬鬼に、頼近の過去を見せられてしまったからなのだろうか。

　千樹は、自分が冬鬼に見せられたものを、雅近に話すべきか否いなか迷っていた。

　話すことで、雅近は救われるかも知れないし、逆に絶望するかも知れない。

　雅近に話すことで、苦く悩のうの末に鬼に近い思考にまで辿たどり着いてしまった頼近の魂たましいは、救われるのか、逆にいらぬ世話だと思うのか。

　それを知りたかった。その決断をするために、千樹は一つの方法を思いついた。

　目の前にある筆を手に取ると、筆先に墨すみを含ふくませ、万代上白紙に滑らせる。さらさらと描いたのは、優しい垂れ目と落ち着いた表情の青年。身につけた狩かり衣ぎぬは落ち着いた地模様で、正面を向いてすんなりと立っている姿。高月頼近だ。

　描き終わると、紙の中の頼近は、ふと不思議そうに周囲を見回す。

　──成った。

　今まで、死者の姿を描いたことはなかった。しかし、自分の姿を描き、鬼界に入り込むような真ま似ねをしたときから、人の姿を描くことに躊躇ためらいがなくなった。そして点睛に関しても、ある程度の感覚のようなものが摑つかめていた。

　点睛した人の絵は、その人そのものではなく、その人の魂を引き込む。

　ならば死者を描けば、その絵には、彷徨さまよう死者の魂が引き寄せられるはず。

　一呼吸を置き、千樹は頼近の目に瞳を入れた。

　すると頼近の表情がぐっと引き締しまり、そして意思ある者の表情になる。

　頼近は顔をあげて手を伸のばす。すると、ぼんやりとした手から腕、そして肩かた、顔が、万代上白紙の表面から浮うき出てくる。

　半ば透すける頼近の姿は、刀火が、参を通して出現させる幻まぼろしに似ている。向こうの景色が透けて見える。

『わたしに形を与あたえたのは、姫君か？』

　頼近が、皮肉な微び笑しようで千樹を見おろしていた。

「そうです。あなたに訊ききたいことがあって、あなたの絵を描いて点睛させました」

『死者に形を与えるか、姫君。まさしく魔ま性しようの姫君だね』

「ええ」

　真実なので、認めた。こんな真似が出来るようになってしまっては、魔性呼ばわりされても仕方ない。

『全すべて世はこともなく、かい？　姫ひめ君ぎみ』

「ええ。落ち着いています。いつもの上東国です」

『残念だね、姫君。わたしが望んだ人らしい国となれば、あなたもさぞ、生きやすいだろうに。その力を使って、思いのままに振ふる舞まえるだろうに』

「残念ではありません、それは人らしい国ではなく、獣けものの国です」

『姫君とは、意見が違ちがうようだね』

「そうですね。でも、あなたは……。五歳のときのあなたは、獣の国を望むような人ではなかったのに」

　告げると、頼近は眉まゆをひそめ、すこし嫌いやな顔をした。そしてふいと、千樹の前に腰こしを下ろすと、葉桜の方へ視線を向ける。

『五歳か。なにも知らぬ幼子だったからね』

　そう言った横顔の表情が、笑っているような気がした。

『彼は死んだと父が答えたとき、噓うそだと直感した』

　頼近が、懐なつかしそうに言う。

「彼？」

『わたしの兄だ。ある日、突とつ然ぜん、兄の寝しん所じよが空になった。数日前から大人たちの不ふ穏おんな動きを察していたわたしは、屋や敷しきに仕える連中に訴うつたえ、聞き出した。彼。兄の頼近は、法術士の九反に連れられて上北国へ旅立ったのだ、と。太政大臣家の嫡ちやく子しが二人いることは、認められないので、病弱な頼近が他国へやられるのだ、と』

　千樹は、黙もくして頼近の言葉の続きを待った。

『しかしわたしには、それが頼近が殺されるという意味なのだとわかった。九反に連れられた頼近は、屋敷を出たばかりだというから、わたしは頼近と九反を追った。都の外れで、二人に追いついた。大人しいのに芯しんの強い頼近は、自分の運命を悟さとりながらも、取り乱すこともなく、九反の操あやつる馬に乗っていた。その姿を見るのが、たまらなかった。わたしは、九反に懇こん願がんした。病弱な頼近が上北国へ行けば、すぐに死んでしまうだろう。わたしならば、丈じよう夫ぶだ。すぐに死ぬことはない。だから頼近の代わりにわたしが行く。頼近とわたしの衣ころもを取り替かえ、わたしを頼近として、上北国へ連れて行け、と』

　九反は、戸惑っていた。

　千樹は冬鬼に見せられて、それを知っていた。

　頼近は、絶対にそんなことはさせられないと、泣いた。

　長い時間必死になって、弟は九反を説得した。泣きながら制止する兄を無視して、ただ懇願を続けた。そして九反が、折れてしまった。

『九反は、折れた。しかし頼近が納なつ得とくしなかった。だからわたしは九反に願い、頼近が、自分は雅近であると思い込むように術をかけてもらった。そして衣を取り替え、術をかけられた頼近を屋敷へ一人で返した。心底、安あん堵どした。彼を守りたかったから、それを果たせたのだと思うと、満足だった』

　その日から彼は、頼近になったのだ。

　千樹は、鈍にぶい痛みを胸に感じる。

　──わたしは、姉様のためにそんなことが出来ただろうか？　けれどこの人は、迷いなく身代わりになった。たった五歳で。五歳だったからこそ、かもしれないけれど。そんなことが出来た人なのに。人らしい愛情を持っていたのに。

「どうして。獣の世界を望むのですか？　あんなに尊い決断をした、あなたが。それほど苦しい世界でしたか？　わたしの故郷は……上北国は」

『いや、最初は、とても楽しかったよ。兄を守れたと思うと、不満はなかったしね。九反との生活は、気楽で楽しいものだった。しきたりも礼れい儀ぎも作法もなく、気ままだった。九反が法術を教えてくれたのも、新しん鮮せんだった。成長すれば、わたしの血筋であれば、法術士として上北国の常宮に仕えることも可能だろうと、九反は言ってくれた』

「なぜ九反は、頼近様を置いて上東国へ帰国しなかったのですか」

『わたしも不思議に思って訊いたことがある。すると九反は、「いくらわたしがひねくれていても、あなたのように兄君を守った子を、放ほうり出せない」と言った。誇ほこらしかった、心から。偽いつわりなく、純じゆん粋すいに、誇らしかったんだよ、そのときはね』

　目の前で穏おだやかに語る青年は、三日前に千樹の前で果てた人だ。しかも上東国を獣の世界にしようとした人だ。そうとわかっていながらも、こうやって向かい合っていると、なんのわだかまりもないのが不思議だった。

　生者という形あるものと、今は仮そめの形を与えられてはいるが、死者という形のないものの、隔へだたりがあるからなのだろう。

　形のある鬼に、形のない神が直接手出しは出来ないと、鬼は言っていた。

　その理ことわりがあるからこそ、お互たがい向き合っていながら手出しが出来ないと、互いがなんとなく感じ取っている。だから落ち着いて向き合える。

　理とは、残ざん酷こくなときもある。

　けれどこうやって、優やさしいときもある。

『だが、上北国の上主が乱心した』

　その一言に、千樹は顔を歪ゆがめた。やはり、それが原因なのだ。

『国はみるみる荒こう廃はいし、わたしは九反と共に、自分たちの命を守るだけで精せい一いつ杯ぱいになった。悲ひ惨さんなもの、残酷なものを数多あまた目にした。飢うえたし、恐きよう怖ふした。なぜ、こんなことになったのか。なぜ自分が、こんな目にあっているのか。わたしは、そのとき、初めて自分がやったことを後こう悔かいした。頼近を守るために、頼近の身代わりになる。こんなことをしなければ、自分は太だ政じよう大だい臣じんの嫡子として、安あん穏のんとしていられたのだろう。自分が後悔したことに、わたしは絶望した。

　自分は、自分の高潔さを後悔したことが、恥はずかしかった。しかし後悔は、止まらなかった。日に日に強くなった。国が荒あれれば荒れるほど、後悔は強くなる。残酷な決断を下した父親を、憎にくんだ。そしてともすれば、自ら望んで身代わりになった筈はずなのに、兄を憎みそうになる自分に、吐はき気がした。そんな自分を嫌けん悪おした。認めたくなかった。だがこれが、本来の人間の性さがだとも悟った』

　一呼吸置き、頼近は満足そうに微笑んだ。

『認めると、楽になった。後悔は当然だ。自己犠ぎ牲せいなど、愚おろかなことだった。もはや自分は、そのような愚かさを、捨てよう。あるがままに、ふるまえばいい。すると不思議なことに、兄を憎む気持ちはなくなった。わたしは、わたしのままでいい。欲ほつするままに、感じるままに、あればいい。それはとてつもなく、気分がいいことだった。上北国の上主は倒たおれ、国は国としての態ていをなさぬ無法地帯となった。人間の性が、遠えん慮りよ会え釈しやくなく発揮されている有様に、わたしは安堵した。わたしだけが醜みにくい性を抱かかえているのではないと思うと、まるで、ぬるい湯に浸ひたされているような心地ここちよさだった。これこそが、人が、人らしくある世界だ。それを思うと、この有様こそが、混こん沌とんこそが、本来あるべき人の世なのだと理解した』

　微笑む頼近の横顔を、千樹は痛ましい思いで見つめる。

　──この人は……きっと……。きっと……だから……。

『だからわたしは、わたしの故郷が、自分の性を認めるわたしを責めるかのように、未いまだに整然としてあり続けることが我が慢まん出来なくなった。全すべて世が混沌となれば、後悔を続けるわたしの醜さを責める存在が、この世から消えるだろう。わたしは、自分の故郷を壊こわす方法を探さぐった。その一歩として、冬鬼を探した』

　頼近は目を細める。まるで楽しい思い出を語るようだ。実際、彼は、自分の中にある獣の性を認め、あるがままに振る舞って、楽しんだのだろう。

『そして先の冬、ついに冬鬼を探し当てた。そして混沌を広げる策を練ろうと誘さそってみた。冬鬼は面おも白しろがり、そして、一つの方法があると言った。春鬼を上東国に呼び出す方法があると言うからね。どうするのかと問うと、封ふう印いんを壊せばいいと教えてくれた。冬鬼が、人を依より代しろにして上東国へ出向き、封印を壊すという。その間、冬鬼の体は法術で守ってやると約束した。冬鬼は上東国へ向かったが、結局、突然、自分の体に戻もどってきた。失敗したと冬鬼は言ったが、その代わりに面白い話を聞かせてくれた。成る絵をものする姫君の話。そして魔ま王おうの種を宿す、曉宮の話。そして、その曉宮を守る、太政大臣家の嫡子、高月雅近の話』

　先の冬。千樹が刀火に突とつ然ぜん召めされ、常宮に足を踏ふみ入れるきっかけとなった事件だ。

　──だから冬鬼が、七年も興味を示さなかった隣りん国ごくに、突然、手を出した。このお方の、望みで。

『兄は、無事に雅近として成長したらしい。病弱だったのも、九反の術で記き憶おくを操った影えい響きようなのか、すっかり治っている様子だった。懐なつかしい名前を聞くと、いても立ってもいられなくなった。なんとしてでも、混沌を招こうとする決意が強くなった。兄を怨うらんでのことではない。彼の存在は、わたしには既すでに、小さなものになっていた。彼の存在よりも、わたしの心を苛さいなむのは、わたしの性を責めるように存在する安あん寧ねいの国だ。わたしの性を責める、平安の中にある国を壊したかった。だから、わたしは今度こそ、混沌を招くためにと策を立てた。十八年の時を経へて、頼近として、上東国へと帰る決意をした。わたしが上東国を、人の世としてあるべき姿に変えたかった。この手で、ね』

　深いため息をつき、それから千樹は、やるせなさや苦しさを振ふり払はらうように顔をあげ、頼近にはっきりと告げた。

「けれど上東国は、変わりません。獣けものの国には、させません。あの曉宮がいる限りは、けしてそうさせないし、ならないでしょう」

　確信を持って、断言した。

『そのようだね、残念だよ』

　頼近は千樹の方を向くと、変わらぬ微び笑しようで答えた。悔くやしがっているというよりも、その現実を飄ひよう々ひようと受け止めているだけのようだった。

『しかしそんな国は、あなたには生きにくい世界だろうね。あなたは、こうやって死者を呼び出し、神を呼び、鬼を呼ぶ。鬼界へ出向く。絵の魔ま力りよくを自在に操あやつる。あなたは魔ま性しようだ。魔性には、安寧の国は生きにくい。安寧を望む者たちに、追われるからね』

「追われても、いいんです。わたし自身さえ獣にならなければ、わたしは、わたしを醜いと思わずにすみます」

『そうかい。では、姫ひめ君ぎみ。わたしの絵姿も、早々に墨すみで塗ぬりつぶして消すのが良いだろうね。このまま形があれば、わたしはあれこれと考えを巡めぐらし、なにかを画策しないとも限らない。こうやって蘇よみがえらされたが、消されれば、再び死者として、形のない不確かな存在に戻る。二度目の死に臨のぞむよ、姫君』

「あ……」

　静かに告げられた千樹への糾きゆう弾だんの言葉に、蒼そう白はくになる。

「そういう、ことなんですか？　死者の絵を点睛させるというのは。なら、わたしは……」

　死者を形にすると、そこに魂たましいが呼び戻されて蘇る。意思が宿る。

　しかし消されれば、その意思は消える。ということは、千樹が蘇らせたものを消せば、絵姿に描えがかれた者は、二度目の死を迎むかえるということ。

　二度の死に直面させるというのは、残酷なことではないのだろうか。

『責めているのではない、姫君。魔性のあなたの手で、死を賜たまわろう。それがわたしに相応ふさわしいだろう。ただ、あなたの姉君の絵姿は、いくらあなたが会いたくとも、点睛させない方が良いだろうね。あなたが姉君を好きならば、その手で姉君は殺せまい。そしてわたしも、二度と、点睛させないで欲しい。わたしは穏やかに緩ゆるやかに、無になっているだろうから。おそらく九反も、そうやって穏やかに緩やかに、無となって形ない者として、わたしの傍かたわらにいるのだろうから』

「はい」

　己おのれの至らなさを恥じ、俯うつむきながらも、千樹は決意を持って答えた。

「けして、あなたを描きません。そしてあなたを描いてしまったのは、わたしだから。だから、あなたに死をもたらすことも、わたしが、しなければなりません。責任を持ちます。魔性の者として」

『魔性の姫君。絵の魔力を知りつくし、自在に操る姫君』

　千樹は硯すずりを手に取ると、頼近が描かれている万ばん代だい上白紙の上へ移動させた。そして硯を傾かたむける。

『あなたは魔性の姫君。まごうかたなき、千せん花か』

　ばたばたっと墨が一気に流れ出て、頼近の姿が真っ黒な色しき彩さいの下に消えた。するとぼんやりと浮うき出していた頼近も、すうっと、霧きりが晴れるときのように薄うすくなり消えた。

　──泣くまい。

　唇くちびるを嚙かんだ。

　千樹は頼近を、二度目に殺した。これがその瞬しゆん間かんだ。

　かつて兄の身代わりになって満ち足りていた少年が、獣の国を真の人の世界と信じ、鬼おにすら身内に宿してしまう。人のありようというのが、どれほど不安定で、脆もろいのか。その不安定さや脆さが、やるせなくて切ない。

　涙なみだが出そうだが、それを吞のみこむ。

　自分もそんな脆い人の一人であるからこそ背筋をのばし、強がりでも、刀火のように美しくありたい。

　硯を置き、立ちあがる。

　墨で塗りつぶされた万代上白紙に背を向け、階きざはしを下りて庭に出た。

　葉桜の下まで来ると、上を見あげる。若葉の隙すき間まを通し、春の光がまだらに落ちている。

　大きく呼吸した。

　自分のこれから進む一歩を、決めよう。

「とりあえず、約束どおり仮かり妻づまを辞やめてここを出なけりゃね……。柚葉は、泣くかなぁ」

　独りごちると、いきなり背後からぎゅっと抱だきしめられた。

「だぁ～れだ？」

　千樹はぎゃっと悲鳴をあげ、思わず肘ひじ打ちを背後へ繰くり出した。肘は相手のみぞおちに入ったらしく、うめき声と共に解放される。

「雅近様!?」

　横っ飛びに飛び退のいてふり返ると、蒼白な顔をして、みぞおちを押さえる雅近の姿があった。

　全身、細かな傷を負った雅近は、首や両りよう腕うで、頭に晒さらしを巻いて、痛々しい姿だ。その彼に肘打ちを食くらわせてしまったことに、千樹の方も青くなる。

「だ、だだ、大だい丈じよう夫ぶですか!?　雅近様！　なんてことを、わたし！」

「いやいや、たいしたことないよ」

　手をひらひらさせながら、雅近は顔をあげた。いつものように軽けい薄はくな雰ふん囲い気きで、愛あい嬌きようのある垂れ目も変わらない。

「立ち歩いて大丈夫なんですか？　雅近様。もう暫しばらく、大人しくしていらした方がいいんじゃないですか？　なにしろ、あのときあの場にいたみんな、雅近様は死んだと思ったくらいなのに」

「いやだねぇ、人を死に損ぞこないみたいに」

　明るく、いつもと変わらず振る舞まおうとする気配に、千樹は沈ちん黙もくした。どう対応すればいいか、戸と惑まどってしまう。頼近のことを話題にしないのは空々しいし、あえて話題にするのもどうだろうか。

　すると雅近は桜の幹に背をつけて、息をつく。やはり傷が痛むのだろう。

「ねぇ、千樹姫ひめ。雅近と九反の亡なき骸がらは、どうなったか知っているかい？」

「さあ……」

　先ほど、千樹は頼近と会話をしたばかりだ。唐とう突とつに質問され、どぎまぎしていると、雅近は葉桜を見あげて微笑した。

「上北国の国境の向こうへ、父君の命令で埋うめられたそうだよ。切ないな。死しても、故郷に戻もどることは許されない。まぁ、巻きこまれた君にしてみれば、獣の餌えさにでもしてしまえと思うかもな」

「いいえ」

　千樹は、即そく座ざに否定した。

「そうは思いません」

「なんでだい？」

「だって……」

　千樹は、自分の感じたことを上手に言葉に出来る自信がなかった。けれど雅近が待つ気配なので、ゆっくりと考え、慎しん重ちように言葉を選んだ。

「わたしは、あのお方は、兄弟や父君を憎にくみたくないから、獣の、混こん沌とんの世界を望んだような気がしたんです。憎むべきは自分を放ほう逐ちくした個人ではなく、人のありようそのもので、兄弟や父君だけが特別ではない。それがあるべき姿であると認めれば、特定の人だけを憎まずに済むから……そうだから、自分も鬼のような思考になった。それが苦く悩のうを消す方法だったから」

「ふぅん、そうかねぇ」

　気のない返事をしながら、雅近は不意に、鋭するどい視線を千樹に向ける。

「君はどうして、おかしいと言わない？」

「え？」

「俺は、『雅近と九反の亡骸』と言ったのにな」

　どきりとして、雅近の瞳ひとみを見返す。雅近の瞳は、千樹の隠かくすものを見み透すかそうとするように、鋭い。

「君は、知っているのか？」

　雅近が責めるのではなく、ただ乞こうように訊きく。その不安げな声に、千樹は、自分が見せられたものを雅近に伝えるべきだと決心した。そうでなければ雅近は、生しよう涯がい救われない。

　姿勢を正し、千樹は雅近を真っ直すぐ見つめた。

「冬鬼に見せられたんです、頼近様の記き憶おくを。雅近様……いいえ、あなたは、本当は高月頼近として生まれた、高月家の双ふた子ごの、病弱だった兄。そうですね」

　言うと、雅近はふっと笑って頷うなずいた。

「そうだよ姫君。俺は、頼近だった。雅近の兄で、五歳の頃ころまでは病弱で、床とこの中にばかりいた。頑がん固こで、鬱うつ々うつとした子供だった。五歳のとき、突とつ然ぜん寝しん所じよに九反がやって来て、父君の命令で、上北国へ行くことになったと言われて連れ出されたとき、直感したよ。殺されるとね。九反の馬に乗せられ屋や敷しきを出るときは、恐おそろしくてたまらなかった」

「けれど弟君が、雅近様が追ってこられたのですね」

　千樹は、切なすぎてため息が洩もれた。

「そうだ。来たよ。雅近は九反の馬の前に立ちはだかって、俺の代わりに自分を連れて行けと、九反に迫せまった。病弱な俺が上北国へ行けば、すぐに死ぬ。しかし健康な雅近ならば大丈夫だと、必死になって九反を説得した。俺は、……止やめてくれと言った。いくら怖こわくても、雅近を身代わりには出来ない。しかし雅近は頑がんとして譲ゆずらずに、必死で……結局、九反が折れた。それでも俺は、納なつ得とく出来なかった。だが」

「弟君が九反に頼たのんで、法術で記憶を操あやつったんですね。あなたは雅近である、と」

「ああ」

　雅近がため息のように返事をすると、木こ漏もれ日の降る青葉を見あげた。

「俺は、自分を雅近だと思った。病は気からと言うが……自分が雅近だと思い込んだからか、病弱であったのも徐じよ々じよに健康になった」

　雅近は、軽薄で愛嬌があるように見えて、実は冷れい酷こくな本ほん性しようを抱かかえている。それはまるで違ちがう二人の人間の性質を、抱き合わせたようだった。

　そうなったのはおそらく、慎重で鬱うつ屈くつした、そして頑固な本来の性質の上に、雅近という、朗ほがらかで愛嬌があった弟の記憶を重ねてしまったからなのだろう。

「頼近は上北国で、ずっと……俺の身代わりとして苦しんだのだろうな。だから」

　千樹は、強く首を振ふった。

「少なくとも、上北国がわたしの父上主によって混乱するまでの間は、弟君は九反とともに、笑っていました」

　雅近が、目を瞬しばたたく。

「なぜ言える？　そんなこと」

　頼近から聞いたと、そう言うべきか、否いなか。暫しばし迷って、告げた。

「見せられたんです、冬鬼に。頼近様の記憶を。上北国が国として成り立たなくなってからは、頼近様は苦しんだみたいです。兄君の身代わりになったことを後こう悔かいし、後悔する自分を恥はじていました。けれど、それも……あのお方が、頼近を名乗っていたお方が、高潔な人だったから。高潔だからこそ、苦悩し、魔ま性しようの思考に落ちてしまったんです」

　千樹も同様だ。人と魔性の紙かみ一ひと重えの場所に、立っている。

　紙一重の場所から、均きん衡こうを失い、落ちてしまった人を責められるほど、千樹は立派ではない。いつ均衡を崩くずし転げ落ちないか、自分でもひやひやするのだ。

　沈黙の後、雅近は急に、にっと笑った。

「知っているよ、俺の弟が、どれほど高潔だったかは」

　桜の幹から背を離はなし、雅近は千樹の正面に立った。

「だから俺は、未いまだに、あいつを憎いとは思えない。曉宮様にあんな危険を及およぼしたのにな」

　千樹は、阿樹のことを思い出す。

　阿樹の本当のいたわりを理解するまでは、置き去りにされたことが哀かなしくて、哀しくて、どうしようもなかった。けれど千樹は阿樹を憎めなかった。ただ哀しいだけで、怨うらむことも出来なかった。

「そんなものですよね」

　寂さびしく、千樹は微ほほ笑えんだ。

「ああ、そんなものだ」

　同様に微笑むと、雅近は沈黙し、二人で葉桜を見あげていた。

　暫くすると、雅近が思い出したように口を開く。

「千樹姫。俺は君に、君は曉宮様の側そばにいるべきではないと言った。危険だと言ったな。覚えているだろう？　君のその能力も危険も、未だに変わらないのは、君もわかっているな？」

「わかっています」

　自分でも気がかりだったことを言われ、千樹は慌あわてて雅近の言葉を遮さえぎった。またあれこれと、文句を言われるのはごめんだった。

　自分は、自分の立場をよくわかっている。

「わかっていますから、ことが落ち着いたので、早々にここを離れようと思っていました。わたしは、すぐにでも……」

「違うよ、姫ひめ君ぎみ。君の能力の危あやうさは変わらないけれど、俺が、考えを変えた。君は、宮様と共にいるべき人だ」

「は？」

　目を丸くすると、雅近は微笑んだ。

　今まで見たことのない、穏おだやかな笑えみに驚おどろいた。こんな微笑み方もするのだということが、驚きだった。まるで頼近を名乗っていた彼のように、優やさしげに見えた。

「曉宮様をお守りするのに、俺は、いくつも間ま違ちがいばかりをしているようでね。宮様に叱しつ責せきされ、気がつくような有様だ。けれど宮様もまた、導かれる必要があると思う。俺に向かって宮様が叱責したことも、宮様があのように主人として振る舞まったことも、君がいたからこそだ。宮様が、上主として生きていくために、君は必要な存在になるだろう。俺はそう思う」

「でも」

「絵師の、千花の口く伝でん。それを君は、宮様の側を離れずにいることで、宮様にとって良い方向で実現させられるはずだと、俺は信じたいと思う。君は、千花だ」

　千花。

　頼近も消える寸前に、千樹をそう呼んだ。それが、まるで強固な真実であるかのように、兄弟に同じことを言われ、戸と惑まどう。

　雅近の眼まな差ざしと言葉には、真しん摯しさがあった。

　一度は出て行けと言った雅近が、こうやって千樹を引き留めてくれるのは嬉うれしかった。

　しかし自分の危うさは、自分が良く知っている。

　軽く唇くちびるを嚙かんで、俯うつむいてしまう。

「でも、わたしは……」

「なにをしている、雅近」

　刀火の声がしたので、千樹も雅近も、声の方向に目を向けた。

　正宮の方向から、背後に綾峰と幻繕を連れた刀火が、庭に踏ふみ入ってくるところだった。

　新宮からの帰りらしく、髪かみを結ゆい、狩かり衣ぎぬを端たん正せいに着こなし、輝かがやくばかりに美しい一いち之の御み子こそのもの。その彼が綾峰と幻繕を引き連れてくる姿には、今までにないほど、威い厳げんを感じる。

　以前に比べると少しだけ、刀火の気配に変化がある。

　端たん麗れいさと厳しさの上に、さらにわずかに寛かん容ようさが加わったようだ。自然と頭こうべを垂れたくなるような、そんな気配だ。

　──ああ、綺き麗れいな曉宮様。この人が上主の座に座り、臣下たちを見つめる姿は、どれほど神こう々ごうしいだろうか。その場の景色を描えがいたら、どれほど嬉しいだろう。

　それを描くことを想像すると、胸がどきどきするほどに興奮する。

　雅近は、その場に膝ひざを折る。

「快復しましたので、曉宮様にご挨あい拶さつを。それと姫君に、お願いをしに来ましたよ」

　口調は以前と変わらず、砕くだけている。しかし雅近が刀火に向ける視線は、主あるじを慕したう臣下の気配が濃こい。

　刀火と雅近の気配の変化に、千樹は微笑ましいものを感じた。すると幻繕も、千樹と同じようになにかを感じたのか、千樹と目が合うと、悪戯いたずらっぽく微笑む。

「わたしの仮かり妻づまに、なんの願いが？」

「姫君に、末永く宮様の仮妻として曉宮にいてくださいと、お願いしていたんですけれどね」

「なるほど」

　千樹の前に来ると、刀火は立ち止まった。

「それでわたしの姫君は、なんと答えた？」

　端たん麗れいな姿にぼうっと見とれていた千樹は、問われてはっとして視線を泳がせる。

「わたしは……」

　自分の身の危うさが、またもや千樹に囁ささやく。『ここにいては、ならないはずだ』と。

「わたしは、あなたが約束してくれたように、千樹という名前を殺して、仮妻を辞やめて」

「約束は、破は棄きする」

　言いつのろうとすると、それを遮るように刀火が告げた。千樹は首を傾かしげる。

「破棄って、なんで？……あ、わかった！」

　警けい戒かいして、じりじりと刀火から距きよ離りをとる。

「わたしが仮妻を辞める前に、今回の騒そう動どうに巻きこまれた、意い趣しゆ返しをしてやろうっていう魂こん胆たんでしょう。なにしろ今回はあなた、わたしの事情に巻きこまれたんだから。なにをする気!?」

「とりあえず、ここでなにかをする気はない。して欲しいなら別だが、とりあえずは、おまえに言いたいことがある」

　千樹は、ぱっと両手で両耳を塞ふさぐ。

「巻きこんでしまったことは、本当に心から謝るわ！　けれど、心をえぐるようなあなたの嫌いや味みは、聞きたくない。あなたが発明した新作の嫌味なんて、今の状態で聞いたら、確実に心が折れるから」

　だんだんと、刀火の視線が冷たくなる。

「おまえは、わたしを何だと思っているんだ、いったい」

　千樹はひきつりながらも安あん堵どする。

「やった、聞こえない！　良かった！」

「世話が焼ける」

　刀火がいきなり千樹の方に踏み出してくると、両手で、千樹の両手首を握にぎって、耳から引きはがす。

「あああ、やめて！　聞きたくない！」

「聞け、馬ば鹿か者。おまえの気持ちがまだ変わらないのであれば、わたしは、おまえの気持ちを受け入れ、真の仮妻としておまえを欲ほつする。わたしは、おまえが好きだ」

　その言葉に、幻繕が目を見開き刀火をふり返る。そんなことを刀火が口にするのが、信じられないと言いたげだった。

　雅近が、微笑む。

　綾峰は、残念そうに笑って、しかしどこか清すが々すがしい表情でふっと視線をそらす。

「好き……って……？……え？……え……」

　刀火の言葉の意味は理解出来たが、自分に言われている言葉と信じられず、やたらめったら周囲を見回す。しかしそこには、自分以外、女はいない。

「それは、……わたしに言っている？」

　確かく認にんすると、刀火が眉まゆをひそめつつ、握っていた手を離はなす。

「他ほかにこの場に、誰だれがいて、誰に向かってこんなことを言っていると？」

「え、と。幻繕様と、綾峰様と、雅近様。このお三方のどなたか」

「自分の師し匠しようや弟御み子こや、男の臣下に、『仮妻になれ』などと言う趣しゆ味みが、わたしにあると思うのか？」

「だって男色とか変態とか、色々噂うわさがあったことだし」

「変態は、おまえのねつ造だ」

「じゃあ、男色は真実!?」

　刀火は、頭痛が始まったような顔になった。

「………とりあえず、わたしの言葉を冷静に理解するようになるまで、夜具で簀す巻まきにして、半日放置されたいか？　姫君。落ち着いて、わたしの話を聞け」

「落ち着いているつもりなんだけど」

　と、言いつつも、いつ嫌味が出てくるのかと、ちょっと、どぎまぎしていた。

「わかった。落ち着いていると言うなら、もう一度話して聞かせる。ゆっくりと」

　ため息をつくと、刀火は、幻繕と雅近、綾峰に向きなおる。

「すこし、姫ひめ君ぎみと二人だけにしろ」

　幻繕は、にやにやしながら慇いん懃ぎんに頭をさげる。

「ではのぉ、宮。大人らしく、振ふる舞われよ」

　雅近も立ちあがり、悪戯いたずら小こ僧ぞうのように目で言った。

「俺に、手ほどきを受けておけば良かったんですよ、宮様」

　刀火は軽く二人を睨にらみ、

「双そう方ほう、黙だまれ」

　と言って、そっぽを向いた。

　幻繕と雅近が二人して、笑いをこらえながら西の対たいの屋やの方へ姿を消すと、一人残っていた綾峰が、優やさしい声で呼んだ。

「姫君」

　目が合うと、綾峰は囁くように告げた。

「お心のままにしてください。わたしは、あなたが幸せでいてくれれば、満足です」

　つんと、鼻の奥が痛くなる。

　いたわりと優しさが、周囲の光景を明るくする。そんな気がするほどに、綾峰の心は優しい。獣けものの性さがを殺し、人らしい人であろうとする。これもまた、人の真の姿だ。

「はい」

　頷うなずくと、綾峰は門の方へ向かって行った。

　急に、周囲が静かになった。春の光が、若葉を通して降る。

　千樹は刀火の顔を改めて見つめる。

　新作の嫌味を披ひ露ろうしようとしたり、人を簀巻きにするなどと、がっかりするようなことばかり言うのだが、この人はやはり美しいと思う。

　この人が曉宮であり、いずれ上主になって上東国を支配すれば、この国は獣の世界にはならないだろうと確信する。周囲が獣の国ばかりになったとしても、この人の支配にある場所は、人が人たろうとする、そんな場所になるだろう。

　緑がかった魔ま性しようを秘ひめた瞳ひとみは、なによりも誰よりも綺麗だ。

「えっと、で、なんの話だったっけ」

「わたしは、おまえがわたしの仮妻を辞めることを許さないと言った。わたしは、おまえをこのまま、わたしの仮妻として欲する」

「それは、やっぱり、意趣返しのための……」

　言おうとすると、刀火の指が千樹の唇に優しく触ふれた。

　黙れというようなその仕草に目を瞬しばたたくと、刀火と目が合った。刀火の目が、真しん剣けんだった。

「わたしは、おまえが好きだ。わたしの仮妻でいろ、千樹」

　柔やわらかく、優しい声だった。

　間ま違ちがえようもなく、刀火は千樹に言っている。

　──好き？　好きって、言ってくれたの？　まさか、そんな……。

　嬉うれしくて嬉しくて、耳が熱くなって、涙なみだが出そうになる。

　──でも、でも。

　千樹の中にある、自分の抱かかえるものを冷静に知っている部分が、躍おどりあがりそうになる千樹の心を引き戻もどす。

　ここは上東国。刀火の国だ。

　千樹には千樹の故郷があり、千樹にはその故郷をどうにかする使命があるのだろう。そして自分の描えがく能力の危あやうさを抱えたまま、刀火の側そばにいることは、彼をまた、危険に巻きこみかねない。

　返事を聞こうとするように、ゆっくりと、刀火の指が千樹の唇くちびるを離はなれた。

　千樹は俯うつむく。

「でも、わたしは上北国を……」

「上北国については、綾峰が良い提案をした。綾峰が指揮をとり、上北国にあるはずの冬の鬼界の屛びよう風ぶ絵えを探し、上東国の常宮へ持ち込む。そこでおまえが、封ふう印いんを施ほどこせば良い」

「持ち込む？　この国へ？」

　思いもよらない話にびっくりして、顔をあげた。

「上北国の冬鬼が滅めつしている今のうちに封印を施し、父上主は、その封印を残りの二国、上かみの南なん国ごくと上かみ西のさい国ごくの上主に、ご覧頂くと仰おつしやっている。それから三人の上主で図はかり、新たに上北国の上主を選び出し、上北国の平定を任せるという。父上主は、綾峰に上北国をお渡わたしになりたい考えらしい。上南国と上西国の上主様方には、良い年とし頃ごろの男子がいないらしいから、おそらく、すんなりと決まるであろうと見み越こしておられる」

「じゃあ……綾峰様が、上北国上主となられるかも知れないの？」

「嫌いやか？　おまえの国だ。なんなら、おまえが上主になりたいか？」

「嫌じゃない。わたしは上主になるような、器うつわじゃない」

　驚おどろきばかりが強かったが、徐じよ々じよに、刀火の知らせてくれた未来に、喜びがわきあがる。

　上北国は、蘇よみがえるかも知れない。

　もし綾峰が上主となれば、彼は、良き上主になるに違ちがいないと思える。凍こおりついていた大地に、光が注ぐ気がした。荒あれ果てていたあの場所に、花が咲さくかも知れない。

　──春の鬼を封ふうじ、冬の鬼を滅した。

　魔性の力と呼ばれたが、成し遂とげられたことに、全身を満たす満足感がある。

　──この人が、いたから。この人の側にいられたから、わたしは封じた。

　自然と、感謝の言葉が口をついて出た。

「ありがとう……。あなたが、いたから。あなたに会えたから。きっと、こうなった」

　囁ささやくように告げると、うっとりと刀火を見あげる。

　ゆっくりと刀火が両手を伸のばした。そして千樹の両頰ほおに手を添そえると、千樹の顔を持ち上げて口づけた。

　目をまん丸にして、千樹は動けなくなった。

　すぐに唇を離し、刀火は囁く。

「わたしの姫君。わたしは、おまえを妻に欲ほつする。おまえの抱える千花の危うさも、全すべてを欲する。わたしのものになれ、千花。わたしは、おまえが好きだ」

　全身が、喜びで震ふるえた。

「わたしは、魔ま王おうの種を抱えている。絵の魔ま力りよくを操あやつる仮妻を抱えたところで、なにほどのこともない。それよりも、その危うい姫君を、わたしの懐ふところに抱だき、わたしが守ってやれる方が、わたしにとっては安心だ。そしてその魔力で、わたしを守り導け」

　美しい瞳が、千樹の顔を映している。

「ただ、己おのれの心が望むことを望め。それだけが、わたしの命令だ」

　断ってもいいと、刀火は言っている。

　ただ正直であることだけを、望むと言ってくれている。

　これほど真しん摯しな言葉があるだろうか。自分の心にだけ忠実であることを命じてくれる、主人がいるだろうか。

　なんと良い主人であることか。

　そしてその人の臣下であることは、どれほど幸福なことか。

　さらにその人の臣下のみならず、共に歩むべき伴はん侶りよともなれるとは、人の世の幸福でこれ以上のものが望めるだろうか。

　千樹の、自身に対する不安や危き惧ぐすら、刀火は受け入れ、簡単にいなしてしまっている。

　人の心は獣の性さがを隠かくし持っていて、あるがままに振る舞まえば獣の世界を作り出す。

　けれど人には、人らしいいたわりや優しさや、そんなものも同居していて、獣の性を殺し、人らしい思いを生かせれば、柔らかな、人らしい世界になる。

　人らしい世界の姿が、晩春の光が降るこの場所で、見えた気がする。

　人らしいいたわりが、光の花びらのようにきららかに光って乱らん舞ぶしている。

　この世界を乱すことこそ、罪だ。

　いたわりに背を向け、頑かたくなに一人で歩もうとすることも、優しさが満ちるこの瞬しゆん間かんの、なにかを乱す気がした。それは罪だろう。ならば千樹は、すこし甘える必要があるのかも知れない。

　千樹は、覚かく悟ごした。

　刀火を巻きこむかもしれない千樹の危うさも、刀火は受け止めている。

　強くなることばかり覚悟していたのに、このときは、少しだけ弱くなる自分を許容した。

「はい」

　頷くと、素す直なおに答える。

「これから、彩遊先生のお屋や敷しきへ行きます。そして彩遊先生に薄うすいお酒を振ふる舞ってもらって、純鉄にお礼を言って……。それから……、それから、彩遊先生と純鉄の二人に言います。わたしは、やっぱりこのまま曉宮に留とどまりますと。曉宮様の仮妻として、ここに帰りますと」

　刀火が微ほほ笑えむ。美しい微笑みだ。引き込まれるように、魔性を秘める瞳を見つめる。

「ごめんなさい」

　これは、噓うそをついたことへの謝罪だった。二度と、刀火に対して噓はつくまいと思う。

　見つめ合いながら、告げた。

「あなたが、やっぱり好きです」

　葉桜が頭上で揺ゆれ、光が、二人の上に乱れ落ちて騒さわぐ。

「我妻。千花」

　刀火は囁き、また口づけした。

　千樹は今度は目を閉じ、刀火の腕うでに手をかけて、受け入れた。

　──この人は、きっと素す晴ばらしい上主になる。そうしてみせる。わたしが、千花なら。

　獣けものの国を望んだ男も、人が人らしくある国を望む男も、千樹のことを千花と呼ぶ。鬼すら、千樹を千花と呼んだ。

　誰だれもが千樹を千花と信じ、そう呼ぶのならば、きっと千樹は千花になるのだ。本当は、千花なんて者ではないかもしれないのに、誰もが千樹を千花と呼べば、その言葉がいずれ真実になってくるはず。

　ならば、覚悟を決めるのだ。

　自らは千花である、と。

　──美しい国が、見てみたい。この人が治める、今よりずっと美しい国。

　国を失い、辿たどり着いたこの国を、千樹は美しい国にしようと心に決めた。良き上主を得て、良き国にして、そして人らしい性が花びらのように、国のそこここに、降り注ぐように。

　それが千樹の望む、美しい国。

　人の心の鬼を封じ、人の優やさしさやいたわりの花びらが、国に降る。はらはらと、きらきらと、輝かがやいて降る。それを紙の上に写しとったら、どんな絵が描けるだろうか。
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　千樹は、口づけしながらその絵を描くことに思いを巡めぐらせ、絵師の本能が奮い立つ。

　──きっと美しい絵が描ける。

　それが千花の望む国。千花が成す、一花だ。







　あとがき




　皆みな様さまこんにちは。三川みりです。

　今巻は封ふう鬼き花か伝でん、最終巻です。大変な事情を抱かかえたヒロインとヒーローの組み合わせで、登場人物たちもですが、書いているわたしの方も、なかなか結構なパワーを必要とした物語も、ようやく完結できました。

　千樹と刀火の二人は、二人一組で愛着がありました。そして、不思議と立派に成長した綾峰にも。それぞれが少しずつ成長したり素す直なおになったり、いろいろ変わっていきましたが、綾峰が一番、振ふり幅はばが大きかったのではないかと思います。気の毒になるほど成長してしまったので、彼にはきっとこれから素晴らしい人生が待っているはずです！　ということで、おまけに綾峰の掌しよう編へんをつけております。

　本来なら千樹と刀火の掌編にするところでしょうが、彼らについては完結企画で、期間限定（二〇一五年三月一日～同年四月三○日まで）の短編をＷｅｂで公開していただけるようです。なので、本編では鬼おにだ魔ま王おうだと災難続きで、ゆっくりと甘い言葉を交かわすこともままならなかった千樹と刀火は、この短編では思う存分、恋人らしくやってもらいます。

　封鬼花伝は、企き画かくから完結まで四人の担当様を経ています。その時々、お力添ぞえくださった担当様方のおかげで形になりました。様々な視点と経験と感性は、とてもありがたいものでした。感謝がつきません。

　現担当様。完結に際しては、様々にご迷めい惑わくをおかけいたしました。手をかけて頂けることに、本当に感謝しています。お役に立てるように努力していきたいと思いますので、これからもよろしくお願いいたします。

　挿さし絵えを担当してくださった、由羅カイリ様。毎回イラストを見させてもらう度たびに、畏おそれおおい！　と、感動していました。元気で可か愛わいい千樹と、色っぽい刀火、ストイックな感じの綾峰。いつも素敵でした。なにげに、幻繕御法もしぶくて素敵で。ちっちゃい子シリーズも、毎回わくわくしていました。子供から青年、老人まで。毎回目の保養があり嬉うれしかったです。本当に本当に、ありがとうございました。

　読者の皆様。初っぱなから重～い事情を背負った主人公たちに、完結までつきあって頂きありがとうございました。感想を送ってくださる方もいて、はげみになりました。重い事情の登場人物たちを書いていると自分の心にも負担がかかるので、読者の方からもらえる言葉は救いでした。

　様々にこの物語に関かかわってくださった皆様に、心から感謝を捧ささげます。


三川　みり　　









　出会う日




　北山の神しん殿でんで旅の安全祈き願がんを終えると、綾峰は供の者たちに神殿の中で待てと言い置き、外へ出た。春の北山は涼すずやかな風が吹ふき抜ぬけていた。これから綾峰は北山を立ち、上北国へ向かう。父上主が上南国、上西国の上主と会談を重ね、綾峰を新たな上北国上主と定めてからこの出発に至るまで、準備を経て、一年。ようやく出発できる高こう揚よう感と、生まれた国を去る寂さみしさ、そしてこれから待ち受ける困難への不安。それらがない交ぜになり、一人になる時間が欲しくなったのだ。

　見あげると、若葉の木こ漏もれ日の向こうに、幼い頃ころ、密ひそかに慕したった優やさしい白しら船ふね。そして兄刀火の仮かり妻づまとなった千樹。二人の姿がちらついた。未練だ。そう思い苦笑を漏らした、その時。

「お世話になりました」という澄すんだ少女の声がした。ふり返ると、神殿の脇わきにある潜くぐり戸の前で、少女が一人、ぺこりと頭をさげていた。

「これから何ど処こへ？　身寄りもないのに。君のように巫み女この資質がある人が出て行くなどと」

　戸の奥からは心配そうに問う声がしたが、少女は頑かたくなに首を振ふる。

「わたしは巫女としては粗そ忽こつすぎます。大失敗するまえに、お暇いとました方がいいんです。これからのことは、なんとかします。ありがとうございます」

　目のくりくりした彼女は、ぺこんとまた一つお辞じ儀ぎをしたが、そのまますたすたと思い切りよく歩き出す。彼女は前を向いて真まっ直すぐこちらにやって来たが、綾峰の顔を見ると目を丸くして足を止めた。彼女の正面に向き合ったとき、綾峰は胸をつかれた。──似ている。勝ち気そうな瞳ひとみは千樹に。巫女特有の清せい廉れんな気配は白船に。綾峰は思わず訊きいた。

「どちらへ行かれるのですか？　これから」

「あなた、誰だれ？」

「あ、申し訳ありません。わたしは綾峰という者ですが。つい今の会話が耳に入りました」

　わたしは宇う月づきと言います……と、彼女は名乗り、それから小動物めいた仕草で首を傾かしげる。

「どうしてでしょうか。わたし、あなたのことを知っている気がします。不思議です」

　彼女の仕草が可か愛わいらしくて、綾峰は微ほほ笑えんだ。

「では少しお話ししますか？　わたしはこれから遠くへ行くのです。その前にすこし思い出に」

「なぜ遠くへ？」

　宇月は興味をそそられたらしく身を乗り出す。と、視線が絡からみ合った。さやっと、爽さわやかな風が二人の間を吹き抜ける。暫しばし見つめ合ったその時、綾峰はなぜか確信した。

　──この出会いは、思い出にはならない。

　目の前の少女は、きっと綾峰と共に生きる運命なのだと直感した。それは神の山での偶ぐう然ぜんか、必然か、不思議な出会いだった。
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